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　ラスボス、という存在がある。

　この世界のほとんどの人間が知らない場所において、己おのれの目的のために圧あつ倒とう的な力を振ふるう超ちよう越えつ的な者達たちだ。

　ラスボス達たちは皆みな、強大な力を振ふりかざし野望のために邁まい進しんする。そして一方で、彼かれらを倒たおすために必死に戦う者達たちもいる。ラスボスを討うち倒たおしたとき、その者は途と方ほうもないほどの誉ほまれと達成感を胸に抱いだいて凱がい旋せんし、戦いは物語となって永えい劫ごう語かたり継つがれることとなる。

　だが一言にラスボスといっても、それらは物語の数だけ存在し、彼かれらは皆みな、個々に出自も思想も何もかもが違ちがう。そして物語の中なら倒たおされればそれで終わるが、実際はそんなに簡単な話ではなく、しっかりとその後の生活が存在する。




　舞ぶ台たいは東京、時は平成。

　これは、夢破れた後に余生を送る場所として小さなアパートを選んだ六人のラスボス達たちの、〝その後〟の物語である。










　　　　　序　章




　目を開けると、辺り一面は血と粉ふん塵じんで赤黒く染まっていた。

　全人類に対して魔ま族ぞくを率いて宣戦布告をし、その戦いの本ほん陣じんとして機能していた魔ま王おう城。その玉座の間まは、激しい剣けん戟げきと魔ま法ほうの余波で原形を残さないほどに破は壊かいされ、吹ふき飛とばされた天てん井じようからは吸すい込こまれてしまいそうなほど青い空が見えている。

　──そんな……なんで……っ、

　誰だれもいない玉座に寄りかかり、血とも胃液ともつかない赤黒い液体を吐はき出だす。今にも途切れてしまいそうなほどか細い息を吐はきながら、虚うつろな目でかつて同どう胞ほうが集つどったその場所を見やる。

　それは銀色の狼おおかみの姿をしていた。馬よりもさらに巨きよ大だいな体たい軀くに、針のように鋭するどく、しかし透すき通とおるように美しい銀の毛並。体の端はし々ばしから青い炎ほのおがちろちろと顔を出し、体内では吹ふけば消えそうなほど小さな炎ほのおが弱々しく揺ゆらめいている。

　かつては魔ま王おうと呼ばれていた。しかし今や彼かれを魔ま王おうと呼ぶ者は誰だれもいない。今はただのシリウス・コヨーテである。

「ふざ、けんな……っ、この俺おれが……こんな、こんな……っ」

　血ち反へ吐どと共に怨えん嗟さの声を吐はき出だし、全身に食くらいつく激痛に顔を歪ゆがめる。魔ま族ぞくを守るために人間を滅ほろぼさんと戦い続けた結果、自分自身は人間達たちに討うたれてこの大戦は幕を下ろす。

　人間と魔ま族ぞくの共存というシリウスの望まない形で。

　──駄だ目めだ！　そんなの絶対に許さねえ！　人間は敵だ！　なんでそれが分からない！　何で俺おれについてこねえ!?

　身体からだが限界に近づく。信じられないほど長時間流れ続けた血がシリウスの命を体外へと押おし流ながそうとし、身体からだもドンドン冷たくなっていく。

　もうすぐ何も分からなくなる。そして自分は消えてなくなる。それがこの上ないほどに恐おそろしい。

　──まだ死ぬわけにはいかない！　俺おれの手で築くんだ！　魔ま族ぞくが人間に怯おびえなくて済む世界を！　共存なんていうまやかしの平和じゃない、本当に平和な……世界を……っ、

　人間に狂くるわされた自分の一生。あんな苦しい思いは自分一人で充じゆう分ぶんだ。

　魔ま族ぞくがただ平へい穏おんに生きていける、大たい望もうもない代わりに渇かわいて引ひき裂さかれるような真っ黒な絶望もない。小さな喜びを仲間と分かち合い、何でもないような平へい凡ぼんな一日を積み重ねて死んでいく、そんなささやかで素す晴ばらしい人生を。

「皆みなが……へい、わ……に……」

　そしてシリウスの魔ま王おうとしての命は、そこで尽つきた。
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　四月がもうすぐ終わり、新しい生活に慣れた人々がそろそろ五月病に足を突つっ込こもうかという季節、花もすっかり散り終えた桜並木の奥おくにそれはあった。

　東京都渋しぶ谷や区くのとある小さなアパート。駅、コンビニ、スーパー、コインランドリー、全て徒歩三分圏けん内ないで、家賃も控ひかえめなので、ここに住みたいという者はそれなりに多い。しかし、このアパートの六部屋全てが埋うまったことは創設以来一度もなく、現在も二〇三号室は誰だれも住んでいない空き部屋だ。

　アパートの名前はメゾン・ド・トランスミグレイション。しかし長いので、そこの住人は大たい抵てい、このアパートの性質を分かりやすく表した名で呼ぶ。




　様々な世界から流れ着いたラスボス達たちが住まうアパート……ラスボス荘そうである。




　そんなラスボス荘そうを眺ながめる一人の少女がいた。月のように綺き麗れいな銀色の髪かみを括くくって左ひだり肩かたから胸へと垂らした、サイドテールの華きや奢しやな女の子だ。

「あれ？　えっと……」

　彼かの女じよの名は石動いするぎカナ。このアパートの二〇二号室に住む、以前は魔ま道どう技術により創造された魔ま道どう兵器だった少女だ。

　そんなカナは、自分の住まいを目を何度も擦こすって見直す。

　ラスボス荘そうの上半分が、自分の部屋も含ふくめて消えていた。

　──ちょっとコンビニに行ってる間に一体何が……？

　ラスボス荘そう上部は完全に吹ふき飛とばされており、引き千切られた鉄筋や柱が残されている。ほんの十分の間に、しかも近きん隣りんの住民に気付かれることもなく起こされた破は壊かいだ。まず間ま違ちがいなく人にん間げん業わざではないだろう。

「あらあ、カナちゃんおかえりなさい」

「っ！　こ、ここここん……っ、こんにちは！」

　突とつ然ぜん、後ろから声をかけられビクリと背筋を伸のばす。振ふり返かえるとそこに立っていたのは、この近所に住む主婦の守もり田たさんだった。高校生の娘むすめがいるはずだが、年ねん齢れい不相応に若い、見た目のおっとりした人である。

「あ、守もり田たさん……これは……？」

「ええ、凄すごいわよねえ。改築したんでしょ、あれ？　あんまり手て際ぎわが良いいもんだから、なんだかさっきまで今まで通りの形だった気がするぐらいだわ」

「あ、あはは……そうなんですよ」

　──かなり都合のいい解かい釈しやくをしてくれてるな、この人は……。

「あの……守もり田たさん」

「ん？　なあに？」

「ここ十分ぐらいの間に、アパートで何か変わったことはありませんでしたか？」

「変わったこと？　そうねえ……」

　そう言って守もり田たさんは少し考かんがえ込こみ、

「断だん片ぺん的にしか聞こえなかったけれど、爆ばく発はつがどうのこうのって声が聞こえてきたかしら」




　　　　　＊　＊　＊




「っていうワケなんだけど……三人とも心当たりない？」

「……知らない。気がついたら、ああなってた……」

「私達たちがあんな事をやれると？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい……」

「儂わしは知らぬぞ？　最初からあんな感じではなかったかの？」

「うん、まず私の目を見ようか、三人とも」

　ラスボス荘そう一階、一〇三号室でカナは腕うでを組んで三人を見下ろす。年ねん齢れいも性別もバラバラ、十歳さいにも満たないような長ちよう髪はつで猫ねこ耳みみ付きのフードを被かぶった小さな女の子、咥くわえ煙草たばこと癖くせの強い黒くろ髪かみをしたスーツ姿の大おお柄がらな男、モデルのようにスタイルが良いいのに爺じじい言葉を使う、デニム姿の女。計三人を正座させていた。

　ぼそぼそ喋しやべる小さい女の子は夜や久く珠しゆ理り。元吸きゆう血けつ鬼きの始祖で現在ニート。

　咥くわえ煙草たばこの男が神かん崎ざき伸しん介すけ。元破は壊かい神しんで現在は区役所職員。

　スタイルの良いい女が望もち月づき竜りゆう子こ。元神しん竜りゆうで現在はフリーター。

　当然全員、元ラスボスだ。ついでに言えば、この部屋は神かん崎ざきの部屋である。

「石動いするぎ、そうカリカリするな」

「何……？　神かん崎ざきさんは何か知ってるの？」

「上がなくなっていることについては知らん……だがな、貴き様さまの部屋がなくなっていることについては解決策がないわけではない」

　神かん崎ざきと呼ばれた咥くわえ煙草たばこの男が、携けい帯たい灰皿に煙草たばこを押おしつけながら口を開く。

「石動いするぎがこの私の部屋に住めばいい。それで万ばん事じ解ｋ」

　目め潰つぶし。

「ぎゃああああああああああっ!?　目が！　目がアアアアアアアア！」

「神かん崎ざきさん、私、マジで腹立ってるんだからね!?　そういうの殺意湧わくから止やめて！」

「むう……カナよ、そこまでやることもなかろうに。たかが家がなくなっただけであろう？」

「何でそんな〝お米なくなったよ？〟ぐらいのテンションでいられるの!?　家だよ家!?」

「止やめろ！　望もち月づきには手を出すな！」

　そのとき、ドタバタ転げ回っていた神かん崎ざきが竜りゆう子こを庇かばうようにカナの前に躍おどり出でる。

「貴き様さまの憤いきどおりは分かる……だがそれでも暴力を振ふるってはならない！　怒いかりが収まらないのなら私一人にそれを向けろ！」

「し、伸しん介すけ……お主ぬしそこまで儂わしのことを……っ」

「さあやれ石動いするぎ！　やるなら私に全ての怒いかりをぶつけろ！　目め潰つぶし金的サブミッション！　罵ば倒とう全ぜん裸ら放置何でもいい！　とにかく……とにかく……っ」

　その瞬しゆん間かん、神かん崎ざきがスラックスのベルトとシャツの裾すそに手をかけ──、

「もっと私を責めてください女王様アアアアアアアアアッ！」

　一いつ瞬しゆんで全ぜん裸らになった神かん崎ざきが、ルパンダイブでカナに飛びかかった。

「嫌いやアアアアアアアアッ！　来るな変態ッ！」

「おぶはあっ!?」

　その瞬しゆん間かん迎げい撃げきで放った蹴けりが神かん崎ざきの鳩尾みぞおちにめり込こむ。そして悶もん絶ぜつしながら倒たおれ込こんだ神かん崎ざきに、カナは顔を真っ赤にして叫さけぶ。

「何してるのバカッ！　気持ち悪いよバカァッ！」

「くっ……ふふふあっはっはっはっは！　ありがとうございまーっす！」

「な、何喜んでるの!?　この変態変態変態ッ！」

　涙なみだ目めになりながら必死に叫さけぶカナ。それ自体がご褒ほう美びになっているということに、カナだけが気付いていない。

「皆みな、状じよう況きようが分かってるの!?　私の部屋、完全になくなってるんだよ!?」
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「分かっておるとも。これでカナの部屋は今流は行やりのバルコニーに早変わりじゃ。良よかったではないか」

「嫌いやだよワンルーム全方向ぶち抜ぬきバルコニーなんて！　どこの匠たくみの悪ふざけ!?」

「そんなに悪いものでもないと思うがのう……伸しん介すけよ。ちょっと居い心地ごこちを確かめてきてくれぬか？」

「よしきた」

「よしきたじゃないよ！　今全ぜん裸らって忘れてるでしょ!?」

　そのとき、ちょいちょいと小さくカナの袖そでが引かれる。

「あ、あのねカナ……？　その、部屋は日向ひなたに……お金を出してもらって、直せばいいから……それまで私の部屋に、泊とまれば……」

「ああもう黙だまってて！　いい加減真面目に話す気がないんなら本当に怒おこ──」

　いや違ちがう。夜や久くは普ふ通つうのことを言っていた。

「カナ……私、別にボケてない……」

「あ、ごめんね……？　な、泣かないで夜や久くちゃん？」

　涙なみだぐむ夜や久くを慌あわててなだめる。どうやら全力で涙なみだを堪こらえているようだが、それでも溢あふれた涙なみだが頰ほおを伝って流れている。

　夜や久くは膝ひざまで届くような長い黒くろ髪かみに、可愛かわいらしいが人形のように生気を感じさせない暗い雰ふん囲い気きの小さな女の子だ。その性格はとにかく後ろ向きであり、今もこの世の終わりのような表情で目を伏ふせている。

「ごめん……カナ………燃えるゴミみたいな存在の私が口ごたえして……いや、私なんか燃やしたらこの狭せまい地球の酸素が減っちゃう……いや、でも生きてても酸素を減らしちゃうし……」

「ちょ、止やめてよ、そんなこと言い出すの！　こっちの世界に来てから、もう二年も経たつのに、なんで未いまだにそんなに後ろ向きなの!?」

「だって……私なんて、ロリであること以外に存在価値のない虫けらだから……」

「発言がいちいち暗いよ！　こっちまで鬱うつになるってば！」

「ごめん……カナ………燃えるゴミみたいな存在の私が口ごたえして……いや、私なんか燃やしたらこの狭せまい地球の酸素が……」

　──無限ループ!?

　夜や久くは、とにかく後ろ向きである。

　元々は吸きゆう血けつ鬼きの始祖として全人類を眷けん属ぞくに変えて夜の帝てい国こくを作り出そうとしていたのであったが、その野望はエクソシスト達たちとの聖せい戦せんの末に潰ついえてしまい、この世界に流れ着いた。

　もちろん人間側が、多くの犠ぎ牲せいを払はらい、命を賭かけた戦いで勝利を摑つかみ取ったのだが、夜や久くにとっては、自分の積み重ねがアッという間に崩くずれ去さり、かなりショックだったようで。

　結果、この世界に着いて以降は、生産的なことを一いつ切さいしたがらず異常なまでに後ろ向きな現在の性格に落ち着いたのである。

「しかしカナよ。お主ぬし、今日はずいぶんとツッコミが激しいの？」

「そりゃあ自分の部屋が消えてたらツッコミも激しくなるでしょ！　それに日向ひなたさんの部屋も一いつ緒しよに吹ふき飛とんでいるんだよ!?　あの人、帰ってきたら何て言うか！」

「むう、しかしのカナ。それを差し引いても、なんだか最近イライラしているように見えるのじゃ。何かあったのかの？」

「うっ……」

　思いのほか鋭するどい竜りゆう子この指し摘てきに思わずたじろぐカナ。

「っ……ま、まあ、あるかないかで言えば…………先週、腹立つことがあったけど……」

「わ、私が光合成できないこと……っ!?」

「違ちがうよ？」

「指名した女王様の責せめが温ぬるすぎたか？」

「もっと違ちがうよ！」

「先週ぐらいにあった例の放送事故のことかの？」

「違ちが……ッ、あ、うん、そうだけど……」

　カナは現在高校生として生活しているが、それと同時に声優としても活動している。一週間前には大手動画サイトで、初めての公開生放送番組に参加したのである。

　新人としてまだまだ名の売れないカナにとってはまさに絶好のチャンスであり、それなり以上に気合いを入れて臨のぞんだのだが、とある理由により、その生放送は前ぜん代だい未み聞もんの放送事故を起こして終しゆう了りようした。

　──アイツ……あんな奴やつさえいなかったら……っ！

「イライラしているのか？　ならここに私という丁ちよう度どいいサンドバッグがあるぞ？」

「む？　なら遠えん慮りよなく！」

　そう言って竜りゆう子こは勢いよく拳こぶしを振ふり下ろし、

「うおおっ!?」

　その瞬しゆん間かんすさまじい反射速度で神かん崎ざきがそれを回かい避ひする。直後、神かん崎ざきがいた空間を拳こぶしが通過し、そのままその下にあったフローリングをぶち抜ぬいた。

「貴き様さまじゃないッ！」

　九死に一生を得た直後に放った神かん崎ざきの台詞せりふは『死ぬかと思った』でも『何をしやがる』でもなく、それだった。

「何をしているんだ、望もち月づき！　貴き様さまの暴力は気持ちよくない！　女王さ……石動いするぎと代われ！」

　今、女王様と……。

「なぬ？　どっちも同じようなものではないかの？」

「天と地ほども違ちがう！　貴き様さまのはただただ痛いだけだ！」

「だって、痛い方が気持ちいいと言っていたではないか」

「死んでもいいとは言っていない!!」

　キョトンとしている竜りゆう子こに嚙かみつかんばかりの勢いで怒ど鳴なる神かん崎ざき。この光景もラスボス荘そうでは比ひ較かく的よく見るものだ。

　望もち月づき竜りゆう子こと神かん崎ざき伸しん介すけ、この二人は別々の世界の出自ではあるが、この世界に来てからそれなりに長い付き合いであるらしい。らしい、というのは、それをカナが直接見てきたわけではないからだ。

　ラスボス荘そうに二人が住み始めたのは三年前からなのだが、この世界自体には、もう五年も前からいると以前聞いたことがある。なんでもこの世界に初めてやってきたとき、ラスボス荘そうからはかなり離はなれた九きゆう州しゆうに召しよう喚かんされ、二年間二人で日本を旅していたのだという。

「第一、貴き様さまはそもそもからして馬ば鹿かなんだから動くな！　迷めい惑わくがかかる！」

「な、何おう!?　儂わしのどこが馬ば鹿かだと言うのじゃ！」

「今日もガソリンで豚とん骨こつを煮に込こんだりしていただろうが！」

　──ガソリンで!?

「あ、あれはスープにコクを出そうと思って……」

「何がコクだ！　あんな妖よう怪かい人間のような物体を作り出しておいて！」

「いやあ……」

「何な故ぜ照れる!?」

　何に照れを感じているのか分からないが、恥はずかしそうに笑う竜りゆう子こ。それを横目で見ながらカナは小さな声で夜や久くに問いかける。

「ねえ、さっきの竜りゆう子こさんの話ってホントなの？」

「う、うん……丁ちよう度ど、カナが出かけている間に……」

「うわあ……」

　普ふ通つうなら内容がぶっ飛びすぎていてすぐには信じられないような話だが、竜りゆう子この場合は以前にも似たようなことを何度も繰くり返かえしているので納なつ得とくできる。

　竜りゆう子こはこの世界でラーメン屋を開くことが目標で、よくオリジナルのスープを試作するのだが、これがもう美う味まい不ま味ずいの問題ではなく、基本的に食べられるものが出来た試ためしがない。

「ガソリンで煮に込こむって発想が凄すごいよね……引火したらどうなるかって考え──」

　……出かけている間に？

「竜りゆう子こさん？　そのスープのことなんだけど……」

「煮に込こみガソリンラーメンのことかの？」

「そうそれ。それって、今どこにあるの？」

「「っ!?」」

「うむそれか……実は創そう一いち郎ろうが留守の間に奴やつの部屋を借りて作っておったのじゃが、うっかり引火させて上の階を吹ふき飛とばしてし……はっ」

　気付いて口をつぐむ。だがあまりにも遅おそすぎた。

「そっか……そんな理由で私の部屋は……」

「か、カナ？　違ちがうのじゃこれは！　ホラ、儂わしのラーメンはいつも失敗すると部屋が毒で汚お染せんされたり黒くろ焦こげになったりするじゃろう!?　じゃから留守中の創そう一いち郎ろうの部屋を使ってじゃな！」

「竜りゆう子こ……っ、まったくフォローになってない、し……馬ば鹿かに拍はく車しやがかかってる……っ」

「なにおう!?　儂わしのどこが馬ば鹿かじゃと言うのじゃ！」

「そこ……から……っ？」

「あっはっはっは！　さあ石動いするぎ、もっと怒おこれ！　ほうら、ここにいくらでも殴なぐって構わない男がいるぞ！　あっはっはっは！」

「よしきたのじゃ！」

「だから貴き様さまじゃない！」

「い、いい加減に、して……っ、じゃないとカナが本当に怒おこって……」

　そのとき、ぐずりと鼻を啜すすり上あげる音がした。

　カナは、俯うつむいたまましゃくり上げ、流れる涙なみだを手の平で拭ぬぐっていた。

「わ、私の部屋……そんな、しょうもない理由で……っ！」

　怒おこるのではなく、ただただ泣き続けるカナ。それを目まの当あたりにし、三人の頭の中に一いつ斉せいに『ヤバイ』という言葉が浮うかび上あがる。

「お、落ち着け、石動いするぎ！　そうだ私の一発ギャグ『扇せん風ぷう機き』を見せるから元気を出せ！」

「だ、だめ……っ、それ……前に外でやって〝わいせつぶつちんれつざい〟で……書類送検されたやつ、だよ？」

「そうじゃ！　それなら儂わしの新作である毒ラーメンを振ふる舞まうのじゃ！　待っておれ！　今トリカブトを摘つんでくる！」

「「止やめろ！　トドメを刺さす気か！」」

　珍めずらしく声を荒あらげた夜や久くと神かん崎ざきが見事にハモった。

「いいよもう……私、外で寝ねるから……」

「ああ待て!?　早まるな石動いするぎ！」

　外に出ていこうとするカナを慌あわてて制止する神かん崎ざき。しかしカナは光の消えた目で神かん崎ざきのことを見返してくる。

「じゃあどうすればいいの？　私……ううん、私と日向ひなたさん、今日からどうすればいいの？」

「そ、それは……」

　その言葉に一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいし、神かん崎ざきは額に手をやって思考する。そして悩なやみ抜ぬいた末に必死の形ぎよう相そうで叫さけんだ。

「あ、安心しろ、石動いするぎ！　私達たちで今から上の階を修しゆう繕ぜんする！」




　　　　　＊　＊　＊




　部屋を出て、半分消し飛んだラスボス荘そうの前に立った神かん崎ざき達たちは改めて上半分を眺ながめる。

　冷静に見ると、かなりの惨さん状じようだ。板チョコでも、ここまで綺き麗れいに半分だけ外れたりしないだろう。

「神かん崎ざき……っ、絶対無理、だよ……そんなの……っ」

「ダメでもやるしかないだろうが！　このままでは流石さすがに石動いするぎと日向ひなたに申し訳なさすぎる！」

「で、でも神かん崎ざき……誤ご魔ま化かせる限りは、誤ご魔ま化かしていこうって……」

「言うなそれを！　事情が変わったんだ！」

「……へえ」

　背後で冷たい視線を送るカナを背にヒソヒソと話はなし込こむ神かん崎ざき（ジャージ着用）と夜や久く。神かん崎ざきはカナの蔑さげすむような視線に非常に興奮しているが、流石さすがに今はそんなことを言っている場合ではない。いくら変態でもそれぐらいの判断はつく。

「伸しん介すけよ」

「なんだ？」

「儂わし、帰っても良よいかの？」

「貴き様さま、一番帰ってはならない奴やつだろうが！　今回の騒さわぎの元げん凶きようが！」

　しかし竜りゆう子こは馬ば鹿かなので、その辺りの判断がついていない。

「第一なんだ、その寸ずん胴どう鍋なべは。何な故ぜそんなものを持っている？」

「む？　ああ、これはさっき作ったガソリン煮に込こみスープの残りじゃ」

　そう言って竜りゆう子こは抱かかえた寸ずん胴どう鍋なべを地面に下ろし、その蓋ふたを開けて中を見せる。

　火にかけているわけでもないのに未いまだにぐつぐつと気き泡ほうを浮うかべ、血を入れたらヴォルデモートがダースで生まれてきそうな液体がなみなみと入っている。

「な、なんでそんなの持ってきたの竜りゆう子こさん？」

「何な故ぜとは異いなことを言うの。せっかく作ったこのスープ、部屋に置きっ放しで何かあっては大変ではないか」

「いやそのスープに何かあったせいで大変なことを起こしたんでしょ？」

　背後ではカナと夜や久くが竜りゆう子こに色々と説明している。それを聞き流しながら煙草たばこに火をつけ、神かん崎ざきは少々真面目に解決方法を考える。

「さて、どうしたものか……」

　基本的に神かん崎ざきは常識は弁わきまえている。カナ以外の相手には普ふ通つうに振ふる舞まうし、何がまずくて何が良いいのか、何をそのときにすべきかなどはキチンと分かっている。

　──建築物の半はん壊かい……まあ普ふ通つうなら修しゆう繕ぜんには金も時間もかかってしまうだろうが。

　夜や久くが言ったように、修しゆう繕ぜんなど個人の力で出来るはずがない。しかしそれは人間として振ふる舞まうのならという話。

　ここには、それぞれの世界で圧あつ倒とう的な力を振ふるったラスボスが四人もいるのだ。ならばやってやれないこともないはずである。

「夜や久く。貴き様さまならアレは直せるか？」

「な、直すのはあんまり……」

「そうか。それなら──」

「はいはいはい！　儂わしに良よい考えがあるのじゃ！」

「……まあ、消費は大きくなるが手段もあるには──」

「伸しん介すけよ！　儂わしにとても良よい案があるのじゃ！　ほれほれ手を挙げておるぞ！　ほれほれほれ！」

「……駄だ目めだな。想像以上に目め障ざわりだ…………」

　デカイ胸をバインバイン揺ゆらしながら飛とび跳はねる竜りゆう子こに呆あきれながら、一応神かん崎ざきは言葉をかけてやる。

「一応聞いてやる……その良よい案というのは何だ？」

「うむ！　まずはの、ラスボス荘そうの残った一階部分を横に真っ二つにするのじゃ」

　駄だ目めだ。既すでに頭が痛い。

「ふふ、大事なのはその後じゃ！　ラスボス荘そうを真っ二つにした後、そこにデカイ鉄板を挟はさみ込こむのじゃ！　すると、どうなる？」

「……アパート一階部分を横二つに割った後、鉄板を挟はさみ込こんだ物体が出来上がるな」

「違ちがうであろう！　そうすれば三つであった部屋があら不思議、上と下に分かれて六つに生まれ変わるのじゃ！　どうじゃ？　名案じゃろう！」

　──名案というか迷めい案あんというか……。

「ああ、まあまた今度な」

「えー、なんでじゃ。それでいけば良よいではないか」

　ブーブーと文句を言う竜りゆう子こを無視し、神かん崎ざきはアパートに一歩踏ふみ込こむ。それを後ろから見ていたカナは、心配げに声をかける。

「ホントに大だい丈じよう夫ぶ？　正直信しん頼らいできないけど……」

「安心しろ。流石さすがにこんなときまでふざけた行動は取ったりしない」

「ふざけてるって自覚はあるんだね……」

「ふっ、まあともかく、真しん剣けんにやるという点に関しては安心して構わない。私はプロのドＭだ。ＴＰＯは弁わきまえている」

「ドＭのプロって何？」

　カナとそんなことを話しながら神かん崎ざきはポケットからある物を取り出す。透すけた茶色のガラス製の瓶びん。栄養ドリンクのようではあるが、よく見ると中の液体は仄ほのかに発光している。

「まあ、一本あれば充じゆう分ぶんか……」

　そう呟つぶやき、栓せんを開けて中の液体を一気に呷あおる。無味無む臭しゆうのそれは、喉のどを通って胃に落ちる前に全て体に吸収され、血液に乗って体の隅すみ々ずみまで浸しん透とうしていく。

　魔ま力りよく瓶びん。その名の通とおり魔ま力りよくが詰つめられた瓶びんである。

　通常ラスボスは、力を失った状態でこちらの世界に流れ着く上に、この世界は魔ま力りよくが非常に稀き薄はくなので本来の力を行使するには大おお幅はばな制限がかかる。だが外部から魔ま力りよくを補給できさえすればある程度の力は行使できるようになる。

　──一本分を溜ためるのに二週間かかるんだがなあ……。

　既すでに飲んでしまった瓶びんの中身を少しだけ勿もつ体たいないと思いながらも、神かん崎ざきはラスボス荘そうへと力を集中させる。

　変化はすぐに起こった。アパート上半分、なくなったその空間が陽炎かげろうのように揺ゆらめき、消し飛んだはずの部屋が浮うき上あがり始める。物質の再構築。無から有を作り出す。人間では決して不可能な事象ではあるが神かん崎ざきにしてみればやってやれないことでもない。

　神かん崎ざき伸しん介すけ。彼かれの前世は破は壊かいの神である。

　文明による宇宙への干かん渉しようで次元が崩ほう壊かいするのを未然に防ぐために生み落とされた破は壊かい神しんであり、最終的には何十人もの戦士との戦いの末に討うち滅ほろぼされることと相あい成なったのだが、純じゆん粋すいな力の大きさのみで言えば現在ラスボス荘そうに入居している五人の中で最も高い。

　この調子であればあと三十秒ほどで元の形に戻もどるだろう。無論、元々部屋に置いてあった家具なども完全にである。力を失おうとも仮にも神の力、その程度のことは造ぞう作さもない。

「凄すごい凄すごい！　神かん崎ざきさんそんなことできたんだね！　ただの性倒とう錯さく者かと思ってた！」

「ははは！　バカめ石動いするぎ。仮にも私は神だぞ？　この程度のこと容易……」

　そのとき、突とつ然ぜん襲おそってきた鼻のむず痒がゆさに顔をしかめる。そして鼻の中の衝しよう動どうに流され、はっはっと鼻び孔こうで息を吸すい込こみ、

「ぶえっくしょい！」

　ラスボス荘そうから顔を背そむけ大きなくしゃみを一つ。

　その瞬しゆん間かん、完成寸前だった二階部分が消し飛び、勢い余って一階の神かん崎ざきの部屋が消し飛んだ。

「あ……」

「あああああああああああああッ!?　私の部屋があああああああああッ!?」

　発はつ狂きようしたような奇き声せいを上げて膝ひざから崩くずれ落ちる神かん崎ざき。それを前にカナは死んだ目で見下ろしている。

　それはそうだ。本来神かん崎ざきは破は壊かいの神なのだから、ある意味当然の帰結ともいえた。

「あはははは！　なんじゃ伸しん介すけよ！　お主ぬしあんな大口を叩たたいておったくせにこのザマかの!?」

「やかましい！　私の……私の部屋がァ……」

　頭を抱かかえて地に伏ふせて呻うめく神かん崎ざき。その姿を見て流石さすがに可哀かわい想そうな気持ちになってきたカナは、少し考えて優やさしい言葉をかける。

「か、神かん崎ざきさん……大だい丈じよう夫ぶだよ。ね？　元気出して……？」

　そう言ってカナは、神かん崎ざきの背中をポンポンと叩たたく。

「ブルアッ！」

　吐と血けつ。

「ええ!?　何で!?」

「カナ……知らない、の？　神かん崎ざきはカナに優やさしくされると……ＨＰが減って、逆に蔑さげすまれたり蹴けられたりすれば……元気になるんだよ？」

「そんなアンデッドみたいな!?」

「つまり神かん崎ざきを元気にする、には……殴なぐる蹴けるをすれば、いい……」

「了りよう解かいじゃ！」

「あぱあッ!?」

　その瞬しゆん間かん、神かん崎ざきの横っ腹を竜りゆう子こがサッカーボールのように蹴けり抜ぬいた。泡あわを吹ふきながら声も出せずに地面をのたうち回る神かん崎ざき。これは痛い。

「竜りゆう子こさん!?　何やってるの!?」

「え？　いやだって今珠しゆ理りが、こうすれば伸しん介すけが元気になると……」

「それはカナの話……竜りゆう子こが今やったのは……ただの死体蹴げり……」

「ぬう……それなら仕方ないの。カナ、お主ぬしが伸しん介すけを助けてやってくれ」

「え!?」

「だってしょうがないではないか。儂わしでは無理ならカナがやるしかあるまい」

　そう言って竜りゆう子こは若じやつ干かん不服そうに顎あごをしゃくる。その先にはびくんびくんと痙けい攣れんし顔面蒼そう白はくになった神かん崎ざきが転がっていた。

「助けるって……さっき竜りゆう子こさんがやったのを私が？」

「他に何があるのじゃ？」

「嫌いやだよそんなの!?」

　全力で首を横に振ふるカナ。当然だ。もしやって神かん崎ざきが治らなければ、カナはもの凄すごい心の傷を負うことになるのだから。

「カナ……でも助けるにはそれしか、ない……」

「本当に!?　本当にそれしかないの!?　救急車を呼ぶとか色々ある気がするけど!?」

「ええい、カナは伸しん介すけが死んでも良よいのか!?」

「っ……ああもう！　分かったよっ！」

　二人の言葉に乗せられ、半ばやけくそ気味に爪つま先さきを神かん崎ざきの脇わき腹ばらにねじ込こむ。

　その瞬しゆん間かん、バネ仕じ掛かけの人形のように神かん崎ざきが「Ｙｅｓ!!」と叫さけびながら勢いよく起き上がる。信じられないことに、神かん崎ざきは蹴けられた瞬しゆん間かんにカナの足であることを感じ取っていたようだった。

「ふう……助かった、石動いするぎ……」

「おお！　本当に起き上がったのじゃ！」

「凄すごい……立ち上がった……原理はまったく分からないけど本当に元気になった……」

「部屋はさらに一つ減ってしまったがの」

　そう言って竜りゆう子こは神かん崎ざきの部屋が消しよう滅めつしたラスボス荘そうを見やる。六部屋あったラスボス荘そうは今や残り二部屋、上半分と下の一番右の部屋が消えて、なくなった部分が丁度テトリスのＬ字ブロックのようにえぐれている。

「まったく駄だ目めじゃなあ伸しん介すけは。仕方ない、ここは儂わしに任せるのじゃ」

「夜や久く。貴き様さまの力なら、ここは修しゆう繕ぜんできるか？」

「え……？」

　竜りゆう子こを無視した神かん崎ざきから急に話を振ふられた夜や久くが、素すっ頓とん狂きような声を上げる。ここで自分にお鉢はちが回ってくるなど夢にも思っていなかったという顔である。

「そ、そんな急に、言われても……っ、さっきも言ったけど、わ、私なんかじゃ……」

「貴き様さましかいないんだ。頼たのむ」

「で、でも……」

　神かん崎ざきの懇こん願がんに尻しり込ごみする夜や久く。それとは対照的に、竜りゆう子こがやかましいぐらい元気に声を上げ続ける。

「何を言っておるのじゃ、儂わしがやると言っておろう！　残り二部屋あるなら、それを今度は横に二回切って二部屋を六つに分ければよいではないか！」

「な？　分かるだろう？　奴やつは正気ではないんだ。あれを本気で言っているんだぞ？」

「神かん崎ざきさん言いすぎ……」

「ぐぬぬ……ふん！　そこまで言うのならもう知らないのじゃ！　珠しゆ理り！　お主ぬしにできるものならやってみるがいいわ！」

「や、やるとは……言ってない……っ、第一、私なんて、本当に……」

「夜や久くちゃん！　このままじゃ私たちだけじゃなくて日向ひなたさんにも迷めい惑わくが及およぶんだよ!?　それでもいいの!?」

「そ、それは……嫌いや、だけど…………でも……」

「夜や久く」

　神かん崎ざきが夜や久くの肩かたに手を置いて真まっ直すぐに目を見る。

「やれ」

「……うん」

　有う無むを言わさない目め力ぢからに負けて夜や久くは頷うなずいてしまう。そして渋しぶ々しぶといった風にラスボス荘そうに向き直って、腹を括くくったように息を吐はいた。

「神かん崎ざき……私にも、瓶びんを貸して……」

「ああ、一本で足りるな？」

「たぶん……日にち没ぼつも、近いから……一本でなんとか……」

　ぼそぼそとそう呟つぶやき、夜や久くは神かん崎ざきから受け取った瓶びんの栓せんを開けて口をつける。そしてコクコクと喉のどを鳴らし、中身を全て飲のみ込こんだところで夜や久くの見た目に異変が起こった。

「う、うぅ……っ」

　夜や久くの周囲には人間の目にも見えるほどに濃のう密みつな赤黒い霧きりが立ち上り、その瞳ひとみが黒曜石のような透すき通とおった黒から、ルビーのようなワインレッドへと変へん貌ぼうしていく。

「し、真祖……ティナ・アルカードが命じる……我わが血を辿たどり冥めい界かいより舞まい戻もどれ……」

　口こう上じようを述べ、夜や久くは自らの指を鋭するどい牙きばで傷つけて一滴てきの血を垂らす。その瞬しゆん間かん、周囲に漂ただよっていた赤黒い霧きりが、その血の雫しずくへと集まり、

「顕けん現げんせよ……我わが眷けん属ぞく、よ……」

　夜や久くの言葉と共に血に収束した魔ま力りよくが形を成す。そして僅わずか数秒で形を成したそれは、赤い服を着た壮そう年ねんの司し祭さいだった。ただし、その両目は黒目と白目の境界はなく赤一色であり、肌はだは白はく濁だくしたように白い。そして口には獣けもののように鋭するどい牙きばが見えていた。

「夜や久くちゃん。これは？」

「ヴァ、ヴァンパイアドルイド……あんまり強くはない、けど……直したりするのは得意……」

　オドオドした様子で夜や久くは答える。しかし一時的に魔ま力りよくを得て元の姿に近づいた影えい響きようか、先ほどまでに比べて言葉の端はしに若じやつ干かんの覇は気きを感じる。

　始祖の吸きゆう血けつ鬼き、ヴァンパイアクイーン、真名はティナ・アルカード。それが夜や久くの前世である。

　通常の吸きゆう血けつ鬼きは伝承や創作にもあるように、太陽の下では生きることが出来ない闇やみの生き物だ。だが始祖である夜や久く、及およびその眷けん属ぞくには、太陽は勿もち論ろん十じゆう字じ架かや銀といった一いつ切さいの弱点は存在しない。

　夜や久く単体に特筆すべき戦せん闘とう能力はない。だが、戦せん闘とうの際には用よう途とに合わせて様々な眷けん属ぞくを無限に生み出して数で敵を圧あつ倒とうする。個として高い戦せん闘とう能力を有する他のラスボス達たちとは違ちがった強さを持つ存在である。

「我わが主あるじよ。ご指示を」

「ひいっ……」

　眷けん属ぞくが跪ひざまずき、夜や久くの出す指示を待つ。しかし夜や久くはそんな眷けん属ぞくに引きつった声を漏もらす。

「貴き様さま……自分の眷けん属ぞくに怯おびえているのか？」

「だ、だだだだって……私、ラスボス荘そうの人以外と話す、の……半年ぶり……っ」

「あのなあ……」

「分かるよ……声、裏返っちゃうよね……」

　夜や久くの後ろでは、何な故ぜかカナが深く共感していた。

「夜や久く。ずっと引きこもっている貴き様さまにとって他人が怖こわいのは分かる。だがここでラスボス荘そうを直さなければ、望もち月づきと貴き様さまで二人暮らしになるんだぞ」

「っ……嫌いや、すぎる」

　その決意の固め方はどうなのだろうか。

「……分かった。じゃあ、命令……あの建物、を直して……」

「御ぎよ意い」

　夜や久くが指差したラスボス荘そうに向き直り、眷けん属ぞくは手に持っていた杖つえをかざす。その瞬しゆん間かん、何もない空間に様々な物体が現れ始める。

　柱や梁はりに使われる木材に螺ね子じや硝子ガラス、金属製の蝶ちよう番つがいやプラスチックのタイルまで、建築物に使用されるあらゆる資材が出てきて、それらがひとりでに空中でパズルのように組み合わされて失われたラスボス荘そうを修復していく。

「ひとまず出来るのは……ああやって、外側を直すだけ……部屋の中の物まで戻もどすなら、夜まで待ってもらいたい、けど……大だい丈じよう夫ぶ？」

「充じゆう分ぶんすぎるよ、夜や久くちゃん！　流石さすがだね！」

「ああ、望もち月づきなどとは大違ちがいだ」

　ぴくり、と竜りゆう子この眉み間けんに皺しわが寄る。

「外側さえ取とり繕つくろっちゃえばどうにでもなるよ！　まあ、私物が戻もどってこないのはちょっと痛いけど……」

「ご、ごめん……」

「謝あやまることはない。中の物は時間をかければまた戻もどしていける。今回は全部屋を修しゆう繕ぜんして日向ひなたに事がバレなければ万ばん事じ問題ないんだからな」

「なら、よかった……元々、日向ひなたの部屋にはほとんど家具がないから……外側さえちゃんとしてれば、たぶん、ばれない……」

　恐おそる恐おそるといった風に呟つぶやく夜や久く。しかしその言葉に神かん崎ざきとカナは大いに歓かん声せいを上げる。

「夜や久くは優ゆう秀しゆうだな。そんなにオドオドしている必要なんてないんじゃないか？」

「そうだよ！　竜りゆう子こさんと絶対逆だって！」

「そ、そんな……っ、照れる……」

　夜や久くを真ん中にして三人が朗ほがらかに笑う。ひとまず問題は解決した、そんな思いから思わず零こぼれた笑い声だ。しかしそんな笑い声の中に、不意に「むごあっ！」というくぐもったような声が混じった。

「ん？　石動いするぎか今の声は」

「え、違ちがうよ？　夜や久くちゃん？」

「ち、違ちがう……私じゃない……」

　そこまで言って、三人の視線が一いつ斉せいに仕事中の眷けん属ぞくの方に向かう。

　そこにあったのは、泡あわを吹ふいて地面に倒たおれる眷けん属ぞくと、暴走してめちゃくちゃに建築資材を吐はき出だしまくる杖つえを泣きながら止めようとする竜りゆう子この姿であった。

「し、伸しん介すけ……っ！　とまっ、止まらないのじゃ……っ！」

「望もち月づき!?」

「え？　え!?」

「眷けん属ぞく……死ん、でる……っ？」

　ほのぼのとした雰ふん囲い気きが一転、絶望に変わる。竜りゆう子こは雨のように大小様々な資材を吐はき出だし暴走する杖つえを握にぎりしめ、涙なみだ目めになって必死にそれを止めようとしている。

「望もち月づき、貴き様さま何をした!?　眷けん属ぞくに何をした!?」

「わ、儂わしはソイツを手伝おうと思ったんじゃ！　そ、それでガソリン煮に込こみラーメンのスープがまだあったから……」

「アレを飲ませたの!?」

　竜りゆう子この足あし下もとには例の物体Ｘが飛び散っていた。仮にも不死であるはずの吸きゆう血けつ鬼きを殺した、その元げん凶きようが。

「だ、だって……っ！　皆みなして儂わしを馬ば鹿か呼ばわりするから見返してやりとうて！」

「は、話は後だ！　とりあえずその暴走を止めろ！」

「竜りゆう子こさん、とりあえずそれ離はなして！　早くッ！」

「ま、待って……っ、あんまり激しく振ふったら……っ」

　竜りゆう子こが握にぎる杖つえを力ちから尽ずくで取り上げようと手をかけて引っ張るカナと神かん崎ざき。しかしそんな二人の姿に夜や久くは慌あわてて声を上げる。しかし時既すでに遅おそく、杖つえからは暴走により火花が生じ、それが物体Ｘにぽとりと落ちる。

　引火。

「「「「わあああああああっ!?」」」」

　爆ばく音おんが上がった。夕刻の朱しゆ色いろの陽光に毒々しい紫むらさきの爆ばく炎えんが添そえられる。

　そして、その煙けむりが晴れたときには、ラスボス荘そうは綺き麗れいな更さら地ちになっていた。

「「…………」」

「い、いやいや……諦あきらめてる場合じゃないよ!?　どーするの、完全に住む場所が消えちゃったよ!?」

「落ち着け石動いするぎ……ま、まだ慌あわてるような時間じゃない……」

　落ち着いた口調で冷静そうに装よそおう神かん崎ざき。しかし内心の動どう揺ようは甚じん大だいなようで、口に咥くわえた煙草たばこをもぐもぐと咀そ嚼しやくし始める。

「何してるの神かん崎ざきさん!?　ちょっ、止やめて！」

「がはあっ！」

「ああそうだ気を遣つかったらダメージ食くらうんだった！　面めん倒どう臭くさいなあもう！　ちょっと竜りゆう子こさん！　神かん崎ざきさん止めるのを手伝っ──」

「竜りゆう子こ……竜りゆう子この作った毒ラーメン、食べさせて欲ほしい……」

「む!?　嬉うれしいことを言ってくれるではないか、珠しゆ理りよ！」

　マズイ。夜や久くが自責の念から自ら命を絶とうとしている。

「駄だ目めだよ、夜や久くちゃん!?　何、死を選ぼうとしているの!?」

「死なせてカナ……こんなことを、しでかした……責任を取らせて……っ」

「だから大だい丈じよう夫ぶだってば、責任取らなくて！　っていうか、吸きゆう血けつ鬼きなんだから死ねないんでしょ!?」

「でも……っ、竜りゆう子このラーメンなら……っ」

「そうだった！　竜りゆう子こさんのラーメンは不死の存在を殺せるんだった！」

　死を選ぼうとする夜や久く、煙草たばこを食べてすこぶる顔色の悪い神かん崎ざき、毒ラーメンを作ろうとする竜りゆう子こ、その三人を必死に止めながらカナはあらん限りの声で叫さけぶ。

「ああもうッ！　いい加減にしてよ皆みな！　私達たちだけならともかく、こんな状じよう況きようで日向ひなたさんが帰ってきたりしたら！」

　そのとき、カナの声を遮さえぎるようにざっと足音が背後から響ひびいて四人の動きが止まる。

「これはどういうことでしょうか？」

　抑よく揚ようのない若い男の声。その声の方向にカナ達たちはゆっくりと振ふり返かえる。糸のように細い目に少し癖くせのついた髪かみ、それに真っ白のワイシャツを着た男……。

「説明……していただけますね？」

　そこに立っていたのは、ラスボス荘そう二〇一号室の住人、日向ひなた創そう一いち郎ろうだった。




　　　　　＊　＊　＊




　竜りゆう子こによってボンバイエされ更さら地ちになったラスボス荘そう跡あと、そこで日向ひなたに対して全力で頭を地面にこすりつける影かげが三つ。右から順に、神かん崎ざき、竜りゆう子こ、夜や久く。そしてその三人を困り果てたような表情を浮うかべながらカナが見下ろしていた。

「……一体、どうしてこうなったんですか？」

「その、ラーメンが爆ばく発はつしたりとか色々あって……」

「爆ばく発はつ、ですか？」

　不可解そうな顔をしないで欲ほしい。カナ自身も言っていて訳が分からないのだから。

「ごめん、ね……私のせいでラスボス荘そうが……」

「何な故ぜ、夜や久くさんが謝あやまるんですか？　貴女あなたは今回寧むしろ必死に事態を食い止めようとしてくださった側だと聞きましたが」

「で、でも……」

「夜や久くさん」

　そう言って、日向ひなたは夜や久くの小さな身体からだを軽く抱だき寄せる。

「ふ、ぇ……っ？」

「やってもいないことで頭を下げてはなりません。いつも言っていますよね？」

「あ、ああ……っ」

「貴女あなたは自分自身で思っているような卑ひ小しような存在ではないのです。もっと胸を張って、堂々としていれば……おや？」

　日向ひなたが見下ろすと、夜や久くは顔を真っ赤にし頭から煙けむりを噴ふいて完全にフリーズしていた。

「……まあいいでしょう。ではさっさと修復をしてしまいましょうか」

「え？　で、できるの？」

「勿もち論ろんです。まずは望もち月づきさん……貴女あなたの足あし下もとです。そこを掘ほり返かえしていただけますか？」

「む？　ここをかの？」

　首を傾かしげながら竜りゆう子こが足あし下もとを掘ほり返かえし始め、カナ達たちはその様子を興味深げに見やる。

　ざっざっと湿しめった音をさせながら手で土を搔かき分けていく。そして十センチほど掘ほったとこで竜りゆう子この指先がこつんと何かに当たった。それを摑つかんで引っ張ると、高さ一メートル程度の銀色のアタッシュケースがずるりと出てきた。

「おお？　何か出てきたぞ創そう一いち郎ろう。なんじゃこれ？」

「二億円です」

「へえ、二億円かあ」

「なるほど、二億円が出てきたのか」

「そっか……二億、円……」




　……二億？




「ええ!?　に、二億!?」

「二億ってどれぐらいじゃ？　百万円の倍ぐらいかの？」

「き、貴き様さま！　何な故ぜそんなモノをこんなところに!?」

　ケースを開けた神かん崎ざきが悲鳴を上げる。そこにはぎっしりと詰つまった万札があった。

「皆みな……大げさ、すぎ……日向ひなたがこれぐらいの金をエンターキー一つで動かす姿は……何度も見てる……」

「そうなの!?」

　驚おどろくカナ達たちだったが、日向ひなたとしてはその辺りの説明は特にするつもりもないようで、掘ほり起おこした二億円入りのアタッシュケースを無む造ぞう作さに手に取る。

「一、二の……はい」

　それはあまりに気の抜ぬけたような声だった。しかしその瞬しゆん間かん、日向ひなたの手の中のアタッシュケースが消失する。

　そしてそれと同時に、ラスボス荘そうがポンと出てきた。

「「「っ!?」」」

「はい、上う手まく出来ましたね」

「日向ひなた……ぐっじょぶ……」

　夜や久くがぐっと親指を立てる。しかしカナ達たちからすればそれどころではない。

「いやいやいやいや！　何あれ!?　今何がどうなったの!?」

「ぽんっと出てきたぞ!?　引ひっこ抜ぬいたような音を鳴らして！」

「凄すごいのじゃ！　もう一回！　もう一回！」

「ふふん……」

　全員からツッコミが上がる中、何な故ぜか夜や久くが誇ほこらしげに胸を張っていた。

「別に大したことではありませんよ。僕ぼくの特性は何かを作ることですから、これぐらいは出来て当然です」

「いやしかし……貴き様さまも私達たち同様、魔ま力りよくがないはずだろう？」

「確かに今の僕ぼくでは無から有を作ること自体は難しいです。ですが僕ぼくの能力は、物質を等価値の別物体に変へん換かんすることが出来ます。なので今回のような出来事に備えて、事前にラスボス荘そうを再構築するために必要な額の金を埋うめておいたんです」

「なんだそれは！　聞いていないぞ!?」

「はい、言えば勝手に掘ほり返かえされると思いましたので」

　あっさりとそんなことを言う日向ひなた。しかしそこでカナが口を挟はさむ。

「ちょっと待って!?　なんか金額が合わなくない!?　このアパート、二億もかかってないでしょ絶対！」

「ええ、まあそうですね。この方法ですと十倍ぐらいお金がかかってしまいますから」

「等価交こう換かんはどうしたの!?」

「まあいいじゃないですか。その程度端はした金がねです」

　二億を……。

「それに、今日は急いで直す必要がありましたからね。特別です」

「特別？　誰だれか来るの？」

「はい。そうそう石動いするぎさんには事前に話を通しておかないと大変なことになると──」

「オイまだかよ？」

　そのとき、五人に少し不満を孕はらんだ声が向けられる。それを聞いて神かん崎ざきは満面の笑えみを浮うかべ、日向ひなたは頭を抱かかえ、カナからは表情が消えた。

「ったくいつまで待たせんだよ？　一体何して──」

「オラァッ！」

「ごばあっ!?」

　その瞬しゆん間かん、登場した少年の顔面に全力のドロップキックが放たれ、彼の身体からだを吹ふき飛とばした。

「生きてたんだねこのクソ外げ道どうめ！　さあ覚かく悟ごしなさい焼やき尽つくしてやる！」

「ちょ、待て待て！　誰だれだおま、ぐほあ!?」

「何忘れてるの!?　信じられない！」

「だから……少し待っていて欲ほしいと言ったのに……」

「なんじゃ？　あの少年は何なんじゃ創そう一いち郎ろうよ」

「新しい……入居者……？」

「ええまあ、そんなところです……」

　ボコボコに殴なぐられる少年と、狂きよう気きすらも滲にじませて怒いかりのまま拳こぶしを振ふるうカナ。




　その二人の関係について語るのならば、少し時間を巻まき戻もどすこととなる。
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『カナ……い、いよいよ……だね……っ』

　東京世せ田たが谷や区くのとあるビル、その廊ろう下かでカナはラスボス荘そうの隣りん人じんと通話をしていた。言こと葉ば尻じりの詰つまったような途と切ぎれ途と切ぎれの拙つたない言葉、相手は夜や久く珠しゆ理りである。

　夜や久くは普ふ段だんの彼かの女じよに似合わず少し興奮気味だった。そんな夜や久くにカナは唾つばを飲のみ込こんでコクリと頷うなずく。

「はあ、緊きん張ちようする……失敗したらどうしよ……」

『だ、大だい丈じよう、夫ぶ……っ、カナは、努力……いっぱい、したから……』

「うん……ありがとね夜や久くちゃん。いい報告できるように頑がん張ばるよ」

『ん、ぐっどらっく……っ』

　その言葉を最後に夜や久くとの通話が終わる。もう相手に自分の声は届いていない。それを確かく認にんし、ようやくカナは深いため息をついた。

「はあぁぁぁ……帰りたい……」

　不安で心臓が破は裂れつしてしまいそうだ。人並以上の努力はしてきたつもりだが、それでもこんなときに思い出すのは出来なかったことばかりである。

　石動いするぎカナ。高校二年生の少女として人間社会で生活している彼かの女じよだが、カナにはもう一つの顔がある。それは声優だ。

　元々はあまり人前に出たがるような性格ではなかったし、カナ自身は人間としての生活は慎つつましやかに過ごしていく予定であった。だが、声が可愛かわいいから絶対に向いているという夜や久くの熱い推すい薦せんと、とある個人的な事情により一年前から養成所に通い始め、運良く多くの人に名前を覚えてもらえるレベルにまでやってこられた。

　──う～っ！　でもなあ～っ！

　誰だれもいない廊ろう下かでソファにへたり込こみ、足をバタバタと動かす。

　今日の仕事は大手動画サイトの公開生放送。今が旬しゆんの若手声優が大勢集まるかなり大きなイベントであり、光栄にもカナはその〝旬しゆんの若手声優〟の一人としてオファーを受けた。

　今回の生放送は視し聴ちよう者が一万人を超こえると予想される。ただでさえ会話が苦手で、親密な相手でなければ高確率で吃どもるカナにとって、この生放送は精神衛生的に大変よろしくない。

　──しかも……こんな服装なんて……。

　着ている服を見下ろして自分の顔が赤くなっていくのを感じる。中が見えてしまいそうなほど短いスカートに、肩かたまで大きく露ろ出しゆつした襟えり元もと。カナが以前メインキャストを演じたアニメキャラクターと同じ衣い装しようであり、今日の生放送では、出演者は自分の代表作となっているキャラクターのコスプレをして出なければならないのだ。

　別に似合っていないわけではない。というかむしろ、アニメキャラと同じサイズの服を普ふ通つうに着られてしまうスタイルとルックスの良さとは、生来の美しい銀ぎん髪ぱつと相まって元々のキャラクター以上に似合った格好である。しかしそれと恥はずかしくないかどうかはまた別問題。

「何でこんな肌はだ色いろが多い服着てるの……？　絶対痴ち女じよだよこのキャラ……」

　自分が演じたキャラに対してぶつぶつと文句を言いながらも、カナはゆっくり息を整えていく。正直に言えば恥はずかしくて仕方ないが、しかし今日はカナにとって人生の転機なのだ。

「……うん、恥はずかしいからっていつまでも悩なやんでられないよね」

　一人呟つぶやき、カナはゆっくりと立ち上がる。

　そう、今日はチャンスなのだ。今回の放送で視し聴ちよう者の印象に残るようであれば、今後カナは声優としてステップアップを果たせる。ふいにしてしまっては声優という道を紹しよう介かいしてくれた夜や久くに申し訳が立たない。

「……よし！　やろう！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり気合いを入れる。千せん載ざい一いち遇ぐう、ここを逃のがせば次にいつ巡めぐってくるかも分からないチャンス、期待してくれている人のためにもそんなに待たせるつもりはない。生放送開始まであと一時間、そろそろスタジオに戻もどらなければと考え、カナは廊ろう下かを歩き出す。

　それが、窓を突つき破やぶって飛んできた人間と激げき突とつして気絶する、丁ちよう度ど五秒前のことである。
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「……？」

　最初に感じたのは寒さだった。次にどこからか聞こえる喧けん騒そう、そして最後に異常なほどに鈍にぶった嗅きゆう覚かくが埃ほこりっぽい空気を捉とらえる。

　目を開けると、そこにあったのは天てん井じようだった。

「痛つつ……なんだよ、一体……？」

　うっすらと埃ほこりに覆おおわれた妙みように光こう沢たくのある石張りの廊ろう下か。魔ま王おう城でも見たことのない素材だ。それに天てん井じように張り付いている細長い光る棒や、製造が難しいはずの四角い硝子ガラス板が何枚も窓まど枠わくに取り付けられていたりと、シリウスにとってまったく未知の構造である。

　或あるいは今いるこの場所は死後の世界なのかも知れない。そう考えシリウスは立ち上がろうと床ゆかに手を突ついた。

　──手？

　当たり前のように床ゆかに突ついた手を見て気付く。

「はあッ!?　手だ！　手がある！　なんだこりゃ!?」

　思わず叫さけび、自身の前ぜん肢しが人間の手になっていることに気付く。さらに慌あわてて立ち上がって全身を確かく認にんすると、後こう肢しは人間の足に変わり、全身を覆おおっていたはずの銀の毛並は綺き麗れいになくなって、肩けん胛こう骨こつ辺りまで伸のびた銀色の頭とう髪はつが残されているのみになっている。道理で寒いはずだ。

「噓うそだろ……よりによって人間なんかに！　クソがッ！」

　怒いかりに任せて壁かべに拳こぶしを叩たたきつける。あれだけ嫌けん悪おしていた人間に転生など、シリウスにしてみればあまりに笑えない冗じよう談だんだ。

　──チッ……どうするか……？

　この状じよう況きようそのものは業ごう腹はらであったが、ひとまずは頭を冷やし自分が今置かれている状じよう況きようを正確に探さぐる方が先だ。そう考え歩き出そうとしたそのときだった。

　ぺたりと、シリウスの足が布に覆おおわれた薄うすい何かを踏ふんだ。

「……？」

　足あし下もとの感かん触しよくに視線を下に落とす。

　そこに倒たおれていたのは見たこともない服装をした銀ぎん髪ぱつの人間で、踏ふんでいたのはその人間の薄うすい胸部だった。

「……」

　もう一度爪つま先さきで胸部を踏ふんでみる。しかし人間は目覚める気配もなく、ただ「ん……っ」と僅わずかに熱っぽい声を上げるだけだ。

「行ゆき倒だおれか？　いや、にしては綺き麗れいな身なりしてるし……」

　首を傾かしげながら倒たおれている人間をしげしげと観察する。だがそんなことを考えていたシリウスの肌はだを、割れた窓から吹ふく風が撫なでた。

「寒っ……あ、そうか。人間は肌はだ剝むき出だしだったか……」

　当たり前のことに気付き、人の身の不便さに舌打ちする。勿もち論ろん極ごつ寒かんの山中に建造された魔ま王おう城周辺ほどの寒さではない。だが、人間の身体からだで受ける風はやたらと寒く感じる。

　──どうすっか……ん？

　そのときシリウスの視線がある一点で止まる。倒たおれている人間、ソイツが纏まとっている見慣れない服。

　その人間の着ている服は、とても温かそうに見えた。




「ったく……なんで俺おれが新人なんざ……」

　生放送が行われるスタジオのビル内、そこを一人の男がぶつぶつと不満を漏もらしながら歩いている。

　年ねん齢れいは二十代前半、黒いシャツにジーンズ姿のラフな格好で、スニーカーや腕うでなど所々にマジックがこすれたような跡あとが残っている。

　彼かれの名前は中なか津つ秀ひで臣おみ。番組制作のＡＤであり、今は生放送出演者で、まだスタジオまで来ておらず、電話にも出ない石動いするぎカナを探しているところである。

「いくら段取りが終わってるからって三十分前になっても入ってこないって何なんだよ……」

　近ちか頃ごろ仕事が立たて込こんでいてあまりまとまった休きゆう憩けいを取っていない中なか津つは、カナに向けて恨うらみ言ごとを呟つぶやく。ただでさえやることは多いのにこんな下らないことで余計な仕事が増え、しかもディレクターに怒ど鳴なられてしまった。本当に腹立たしい。

「クソが……見つけたら一発怒ど鳴なって……ん？」

　そのとき中なか津つの視点が廊ろう下かの先に止まる。薄うす暗ぐらい蛍けい光こう灯とうの光の下に人が動くのが見える。長い銀ぎん髪ぱつに、マネージャーから聞いていたものと一いつ致ちする服装。

　──こんなところにいやがったか！　手間かけさせやがって！

「オイあんた！　こんなところで何してんだ！」

「……っ？」

「もう皆みな集まってんだぞ!?　いい加減、に……」

　怒いかりに任せて怒ど鳴なる中なか津つだったが、その言葉は中なか程ほどで途と切ぎれる。

「……何だ？」

　そう言いながら相手はこちらへと振ふり返かえる。

　肩かたの大きく露ろ出しゆつした襟えり元もとに太ふと股ももを惜おしげもなく晒さらすスカート、少し服のサイズが小さいのか、布が肌はだに張り付いて身体からだのラインを出している。

　それに銀ぎん髪ぱつも驚おどろくほど似合っていた。すっきりと細い顎あごにやや気の強そうな目つき、女子としては高めの身長と相まって、奇き異いなはずの銀ぎん髪ぱつが非常にマッチしている。コスプレであるはずなのに、違い和わ感かんがほとんどない。

　端たん的てきに言えば、めちゃくちゃ可愛かわいかった。

　──あれ？　いやでも、なんか受け取った写真と違ちがう気が……。

　確かに可愛かわいい。だが、服装こそコスプレの元となったキャラクターと同じだが、どうも前もって見ていた写真と違ちがう気がする。

　首を捻ひねりながら中なか津つはスマホを取り出す。事前に送られていた石動いするぎカナの写真と見比べようと思い、その電源を入れようとして……、

「ッ！　テメエ何してる！」

「え？　──ッ!?」

　声がして、顔を上げた。と思ったときにはもう相手は目の前にいた。中なか津つが取り出したスマホを摑つかみ、身体からだごと使って中なか津つを壁かべに押おしつけ、身動きを封ふうじる。

「今何をしようとした！　取り出したそれは何だ!?」

「な、何って……そんなの……っ」

　顔が近い。息がかかるほどの距きよ離りでこちらを見る少女に、中なか津つは震ふるえる声で返す。

「お、俺おれはただ……写真を確かく認にんしようとしただけで……その……」

「あ？」

　曖あい昧まいな中なか津つの言葉に少女は怒おこったように睨にらみつける。しかし、その睨にらんだ顔さえも可愛かわいいと感じてしまう。

　少女は中なか津つにピタリと密着していた。それも身体からだを預けるような体勢で。仮にも成人している男が、十代の、しかもこんなに可愛かわいい女の子に引っ付かれてしまえば動どう揺ようしない方がおかしい。

「ま、待ってくれ……こんなところでそんな大だい胆たんな……」

「……何のこと言ってるか分からねえけど、まあとりあえず人間相手だしな……」

　そう言って少女は牙きばを見せる。そして右手の指をコキンと鳴らした。

「ひとまずお前はこの場で……天国に送ってやるよ」

　──ナニをするつもりだこの痴ち女じょは！

「ま、待てお前！　こんなところで何を考えてんだ！」

「場所なんて関係ねえ。どこであろうと人間なら全部、俺おれの標的だ」

　十代の少女とは思えない言葉が飛び出した。

　──そんな……だ、駄だ目めだそんなの……お、俺おれには……俺おれには……っ、

「た、頼たのむ止やめてくれ……っ」

「命いのち乞ごいか？　はっ、やっぱり人間は情け──」

「俺おれには……結けつ婚こんを約束した相手が……っ」

「っ！」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、少女が放っていた剣けん吞のんな雰ふん囲い気きが薄うすれる。

　見ると少女は、俯うつむいて何かを思おもい悩なやむように固まっていた。そしてしばらくして、すっと中なか津つから身体からだを離はなす。

「……ふん、興が削そがれた」

「え？」

「見み逃のがしてやるって言ってるんだよ。さっさと消えろ」

　髪かみを揺ゆらし、そう言い放つ少女。その振ふる舞まいのいちいちに見み惚ほれてしまう。

　が、そこで中なか津つは自分が何な故ぜここにいるのかを思いだした。

「いやそうじゃなくて！　も、もうすぐ本番が始まりますんで……ッ！　さ、探しに来たんすよ！」

「あ？　ホンバン？」

　ややハスキーな声で首を傾かしげる相手にまたしても見み惚ほれる中なか津つだったが、しかしそうのんびりもしていられない。早く戻もどらなければディレクターに怒ど鳴なりつけられる。

「さあ行きましょう！　こっちです！」

「ちょっ？　オイなんだよ!?」

　中なか津つは少女の手を引いてスタジオに向かっていく。自分が連れているのが本物とすり替かわった偽にせ物ものなどとは夢にも思わぬままに。




「……ん、い、たた……」

　ずきずきと痛む頭を押おさえながらカナはゆっくりと体を起こす。目を開けるとそこは先ほど夜や久くと電話をしていた廊ろう下かだった。

　──あれ……私何してたんだっけ……？

　ぼうっとした頭で視線を下ろす。その瞬しゆん間かん自分が下着姿であることに気付いてカナは悲鳴を上げそうになった。

「な、何これ!?」

　軽くパニックになるカナだったが、丁ちよう度どカナが目覚めたのを見計らったようにスマホが震ふるえる。その音にビクリとするも、すぐ側そばに落ちていた自分のスマホを拾って画面を見た。

　──夜や久くちゃん？

　見知った夜や久くの名前に少し安心しつつ電話に出る。

『か、カナ……っ！　今、な、なにしてるの……っ？』

「え？　な、何って？」

『時計、見て……な、生放送もう始まってる……っ！』

「っ!?」

　その言葉に慌あわてて時刻を確かく認にんし、心臓が止まりそうになる。

　時刻は十時十二分。既すでに生放送が始まる時間を十分以上オーバーしている。

「な、なんで!?　ど、どどどどうしよう!?　早く行かないと！」

『お、落ち、着いて……もっと大変なこと、ある……っ』
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　そう言って夜や久くは、さらに信じられないことを口にする。

『今、生放送に……カナの服を着た、変な奴やつが出てる……っ、代わりに出てきてる……っ！』
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　──なんだ……こりゃ……。

　一方その頃ころシリウスは、異様な状じよう況きようにただ飲まれていた。

　十数人の人間が椅い子すに座すわらされている。シリウスもその中に突つっ込こまれ、周りには何な故ぜか砲ほう口こうに硝子ガラスを嵌はめ込こんだ奇き妙みような大たい砲ほうを構えた男達たちがずらりと並ぶ。その場に座すわらされたときは完全に罠わなかとも思ったのだが、集めた人間達たちを攻こう撃げきするでもなく大たい砲ほうの砲ほう身しんはじっとこちらを照準し続けるだけで、いつまで経たっても攻こう撃げきの様子はない。

　かと思えば何やら服の襟えり元もとに『ぴんまいく』とかいう妙みような器具を取り付けられてシリウス達たちが座すわっている前に出てきた男が音おん頭どを取り、何かの合図と同時に突とつ然ぜん雑談を始めた。

　──どういうことだ……？　なんだこの状じよう況きようは……？

　まったく意味が分からず、理解が出来ない分恐きよう怖ふが際きわ立だつ。大たい砲ほうの口径は人間の頭ほどもある。本来の姿に戻もどれば虫に刺さされたほどにも効かないだろうが、脆ぜい弱じやくな人間の身では一いち撃げきで身体からだに風穴が空くことは想像に難かたくない。

「おい三カメ！　あんま寄りすぎるな見切れるだろうが！」

「うっす！」

　砲ほう手しゆに向かって怒ど声せいが飛ぶ。その意味は分からないが、きっと恐おそろしい意味を含ふくんだ符ふ丁ちようなのだろう。

　──っ！　まさか、この状じよう況きようは……っ！

　そのときシリウスは、今自分が置かれている状じよう況きようが何なのかはっと気付く。かつて人間軍に内ない偵ていとして潜もぐっていた部下から聞いた話と今の状じよう況きようは酷こく似じしていた。

　人間を集めていつでも殺せるよう大たい砲ほうで取り囲む……それに逃にげ場ばのない密室……間ま違ちがいない。これは魔ま族ぞく審しん問もん会、すなわち魔ま族ぞくを炙あぶり出すための裁判だ。

「なあ、石動いするぎってあんなだったっけ？」

「だよな……髪かみの色と格好は同じだけど、何か違ちがう気が……」

「ああ確かにいつもと違ちがう……けどいいんじゃないか？　可愛かわいいし」

「そうだな。確かに可愛かわいい」

　だとすれば先ほどから周りの連中が、ヒソヒソと何か喋しやべりながらこちらを見てきている理由にも得心がいく。

　──魔ま王おうである俺おれが人間社会に紛まぎれ込こんでいることがばれてる……つまりここにいる連中は皆みな魔ま族ぞくの疑いのかかった人間ってことかよ……。

「さあ始まりました！　ドキッ！　声優だらけの朝まで生討論会ーっ！」

「「「「「いえーっ！」」」」」

　謎なぞの音おん頭どと共に周りに座すわっていた連中が騒さわぎ出す。これも何をやっているのか分からないが、恐おそらくは想像を絶するような凄せい惨さんな意味が隠かくされているはずだ。

　──どうする……このままじゃ……。

　シリウスが目覚めたのはほんの半はん刻とき前だ。だというのに嫌けん疑ぎのかかった者を洗い出し、この場に集めて審しん問もん会を開いた。尋じん常じようではない手て際ぎわの良さである。恐おそらくは、死に瀕ひんしたシリウスがこの場で目覚めたことも含ふくめ、相当切れる者がどこかに……、

　──いや、今はそいつを探している場合じゃねえ……。

　視線を泳がせかけたシリウスだったが、寸前でその動きを止める。

　嵌はめられたことにも腹が立つし、相手の手て際ぎわの良さも確かに驚きよう異いだ。しかし今シリウスにとって最も重要なことは、生きてこの場から出ることだ。

　幸いにも人間側は魔ま王おうの存在自体は察知できていてもその特定までには至っていない。だからこそこんな大おお掛がかりな現場を用意してシリウスを探そうとしているのだ。

　しかし強行的にこの場を切きり抜ぬけることは愚ぐ策さくだろう。人間相応の力しか持っていない今のシリウスがこの包囲を突とつ破ぱできる可能性は皆かい無むに等しい。

　幸いにも今の自分は周りの人間の言葉から察するに、服の元の持ち主である『イスルギ・カナ』なる人物として認にん識しきされている。

　ならばやるべきことは一つ。この場をその人間として振ふる舞まって切きり抜ぬけることである。

　──だがどうする……？　人間としての所しよ作さなんてほとんど覚えてねえってのに……。

　手に汗あせを握にぎりながらシリウスは目線だけを動かして正面で何かを喋しやべる男を見る。シリウスにとってはまだ、容姿の違ちがいで人間を判別するのは難しいが、しかしその男は正面に座すわらされているシリウス達たちに比べて年ねん齢れいが円熟しているようにも見える。

　最初に自分のことを『えむしー』と呼んでいた。その意味はシリウスには分からないが、進行を一人で済ませていく巧たくみな話術などから判断して、恐おそらくこの審しん問もん会を取り仕切る裁判官で間ま違ちがいあるまい。

「はい！　この番組の司会進行を務めさせていただく神かみ野の浩こう輔すけです！」

　裁判官の男が明るい調子で名前を名乗る。命のやりとりになるであろうこの場で行う挨あい拶さつとは思えないほど軽い。恐おそらくは今までにも何体もの魔ま族ぞくを屠ほふってきたイカれた男であり、同時にかなりの切れ者であることを窺うかがわせる。

　しかしそんな考えに至ったとき、シリウスははっと気付く。

「……なあ、何してんだ？」

「んー？」

　視線だけを横に向けてシリウスはごく小さな声で問いかける。しかし声をかけられた方は澄すまし顔で適当に応じる。

　隣となりに座すわっていたのは若い男だった。細ほそ身みの身体からだつきにやけにくっきりとした癖くせ毛げ、顔立ちは整っているが、どこか軽けい薄はくそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　そんな男が今、どういうわけかシリウスの手の平を執しつ拗ように撫なでていた。

「カナちゃん相変わらずてんぱってるね。緊きん張ちようしてる？」

「ッ！」

　──やべえ！　本人の知り合いか!?

　突とつ然ぜんのことに身体からだを強こわばらせながらもできうる限り無難な言葉を返す。

「い、いや……別にそんなことは……」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶだよカナちゃん。誰だれだって最初は緊きん張ちようするもんだしね」

　そう言って男はずいっと身体からだを寄せる。吐と息いきがかかるほどやけに近い距きよ離りとボディタッチ、それを受けてシリウスの顔がドンドン青ざめていく。

「それにしても……カナちゃんメイク変えた？　顔立ちがいつもと違ちがう気がすんだけど」

　舐なめるように妙みように艶つやっぽい声こわ色いろを使って言葉をかける男。その様子に気付いた他の数人の声優達たちは「またか……」という呆あきれと同情の視線を向けてきている。

　だが今のシリウスには、そちらなど気にする余よ裕ゆうもなかった。

「あ、い、いいいいいやそれはその……き、気付いたら勝手にこんな感じに……」

「へえ、メイクさんにお任せにしてそんな風にされちゃったんだ。でもいいね、似合ってるよ、そういうのも」

「あ、はは……アリガトウ……」

　──ヤバイ……こいつ……、

　とんだ勘かん違ちがいをしていた。前で目立つように話をしている裁判官はただの囮おとりだったのだ。

　本命のこの男から、注意を逸そらすための。

　──コイツの執しつ拗ように身体からだの距きよ離りを詰つめてくる対応……暗殺者か!?

　尻尾しつぽを出すどころではない。恐おそらくはコイツがもっとも危険な相手だ。

　その証しよう拠こに僅わずかな時間にシリウスの正体を見破り、今も逃にがさないように接せつ触しよく寸前まで距きよ離りを詰つめてきている。すさまじいまでの手て練だれである。

　──どうする!?　い、いや本当に俺おれを魔ま王おうだと特定しているんなら確保に踏ふみ切きっているはず……なら、恐おそらくはまだ絞しぼり切きれていない状じよう況きようだろう……。

　もしここで下手な行動を取れば間ま違ちがいなく捕つかまる。だがここを上う手まく誤ご魔ま化かしきればまだ切きり抜ぬけるチャンスはあるはずだ。

　そう考え、シリウスは極限まで集中力を研とぎ澄すます。そして相手の放つであろう様々な問いかけに対する答えを用意し──、

「ところでカナちゃんって、何色のパンツ穿はいてるの？」

　なんだこの質問は。

「え……あ、えっと……」

　質問の内容が予想外すぎて声が裏返りそうになる。この状じよう況きようで下着の色を尋たずねる意味がまったく分からない。

　──ど、どういうことだ？　パンツの色と魔ま王おうに何が関係がある？　だ、駄だ目めだ……頭が……。

「なんてね。冗じよう談だんだよ冗じよう談だん。でももし教えてくれるっていうんなら後で直接見せ──」

「……いて、ねえ」

「え？」

「パ、パンツは……穿はいてねえ」

「え!?」

　そして動どう揺ようのあまり、シリウスはしなくてもいいカミングアウトをしてしまった。

「は、穿はいてないって……じゃあ今スカートの中……」

　男がゴクリと唾つばを飲のみ込こむ。しかしパンツを穿はいていなかったのは単純に、服を着る機会のなかったシリウスには、見えない部分まで着き込こむ意味が分からなかったからであって、いやらしい意味などまったくない。

「ちょっとちょっとーっ！　二人共何話してんのーっ！」

「「ッ!?」」

　裁判官の男の声に二人揃そろってビクリと肩かたを震ふるわせる。見るといつの間にかシリウスの周りを大たい砲ほうの砲ほう口こうが囲んでいた。

「もう本番中に新人を口く説どくのは止やめなさい垣かき田た君～っ！　それやるなら裏行ってきなさい裏！」

「あ、あはは、すいません！　もうしませーん！」

　垣かき田たと呼ばれたその男は、やや声を引きつらせながらもおどけた調子で答え、場が笑いで包まれる。しかし垣かき田たの追求から逃のがれたシリウスは生きた心地ここちがしなかった。

「それじゃあ二人共、はいこれ」

　──は？

　そう言って裁判官が出してきたのは丸い穴の空いた小ぶりな紙の箱だった。垣かき田たはそれに迷うことなく手を突つっ込こんで中から一枚の紙し片へんを取り出し、シリウスもそれに倣ならって紙を取り出す。

　見み渡わたすと既すでにその場にいる全員が同じように紙を取っていた。四角形を角で折り合わせて三角に畳たたんだ小さな紙し片へんである。

「さて！　それじゃあ早さつ速そく一回目！　僕ぼくが合図したら中を確かく認にんしてください！」

　何な故ぜか硝子ガラスの嵌はまった砲ほう口こうに向かって喋しやべり「せーの」とタイミングをとり、そして、




「「「「「王様だーれだ!?」」」」」




　──ッ!?

「決まりました！　最初の王様は、石動いするぎカ──」

　その瞬しゆん間かん、シリウスは弾だん丸がんのようにその場を駆かけだした。

「え？　ちょっと！　カナちゃん!?」

「やめッ！　走るなって！　見える！　見えるからッ！」

　背後で驚きよう愕がくと怒ど号ごうが入り交じった声が響ひびく。だがそれに構わずシリウスはスタジオを走はしり抜ぬける。

　──やべえ！　捕つかまったら殺されるッ！

　制止しようとする者達たちを搔かき分わけ、一心不乱に出口へと向かう。背中には戻もどってこいと声が突つき刺ささっているが、それらは一いつ切さい無視、ただひたすらに床ゆかを蹴ける。

「こ、こんなところで殺されてたまるかってんだ！」

　スタジオの端はしまで辿たどり着き、入ってきた扉とびらを開け放つ。そしてスタジオを出て廊ろう下かを矢のように駆かけ抜ぬ「見ィつけたァッ！」「うおおッ!?」けようとしたシリウスの頭を、体重を乗せたフックが掠かすめた。

「な、何だ!?　ッ！　お前は！」

「やっと見つけたよこの変態！　私の服を返しなさい！」

　そこに立っていたのはシリウスが服を奪うばった石動いするぎカナ本人だった。下着姿で、獣けもののような前ぜん傾けい姿勢を取りながらこちらを睨にらみつけている。

「このクソ忙いそがしいときに……ッ！　服なら後で返してやるからそこ退どけ！」

「今じゃなきゃ駄だ目めに決まってんでしょ！　何言ってんの！」

「こっちは命が懸かかってんだよ！　後にしろ！」

「私は人生が懸かかってるの！　今返してよ！」

　お互たがい怒ど鳴なり合うが話は平行線で決着がつかず、道を譲ゆずらないカナに焦しよう燥そう感かんを募つのらせる。さらにそうこうしている間に、後ろから追っ手が迫せまってきている。

　そんな切せつ迫ぱくした状じよう況きようだからだったのだろう。シリウスは激情に任せ、カナに対して腹の底から叫さけんだ。

「ガタガタうるせえ！　男が服がないぐらいで喚わめいてんじゃねえよ！」

「……は？」

　男と言われ、カナはゆっくりと自分の胸むな元もとを見下ろす。水を垂らせばどこにも引っかからず流れ落ちていくような板のように平へい坦たんな胸だ。

　このとき、運が悪かったのはシリウスの方だった。性別を間ま違ちがえたということは言うに及およばず、それをカナ相手に、しかも胸の薄うすさで男呼ばわりなど、地じ雷らい原げんでサンバを踊おどるより危険だ。

「もういい……服なんてどうでも、いい……」

　当然のようにカナの目が殺意に染まる。バチン、とカナの両手の平が帯電した。そしてそれを観測した次の瞬しゆん間かん、膨ぼう大だいな魔ま力りよくが膨ふくれあがる。

「なッ!?」

「消し飛べ命の一滴てきまで！」

　直後、爆ばく発はつ。

　閃せん光こうが視界を真っ白に埋うめ尽つくし、桁けた違ちがいの電圧が空気を叩たたいて雷らい鳴めいを轟とどろかせる。観測することすら馬ば鹿からしくなるほどの熱量、それがたった一人の人間を殺すためだけに殺さつ到とうし──、

「て、転──」

　直後、雷かみなりの奔ほん流りゆうが鉄筋コンクリートごとシリウスの身体からだを齧かじり取っていった。




「ふーっ、ふーっ！」

　肩かたを上下させ息を荒あらげるカナ。流石さすがに人の身で雷かみなりを放つのは魔ま力りよくの消費も大きく疲ひ労ろうも出たが、しかし目の前の相手は確実に消し飛んだだろう。

「よ、よし……ざまあみろ……」

　とりあえずは成功した報復に満足し笑えみを零こぼすカナ。今の一いち撃げきで間ま違ちがいなく相手は死んだだろうが、まあ後で蘇そ生せい魔ま法ほうをかければ問題はない。神かん崎ざきの魔ま力りよく瓶びんを借りて、一週間ほどしたら蘇よみがえらせてやろうと一人頷うなずく。

　と、そのとき、手に持っていたスマホがコールし始める。画面を見ると、そこにあったのはまたしても夜や久くの名前だった。

「あ、夜や久くちゃん？　た、たった今私の偽にせ者ものを吹ふっ飛とばしたところで──」

『カ、カナ……っ、一体何を、したの……っ？』

「え？」

『生放送を、観みてたら……いきなり画面が真っ白に、なって……映像、途と切ぎれた……っ』

「……あ」

　言われてゆっくりとカナは目の前を見る。自分の巻き起こした破は壊かいにより、見るも無む惨ざんに吹ふき飛とんだスタジオを。

『カナ……っ？　ねえどうした、の……？　カナ？』

　電話の向こうで必死に夜や久くが叫さけんでいる。しかしカナは完全にその場でフリーズしていて声は耳に入っていない。

　カナの人生初の大型特番は、スタジオ半はん壊かいという前ぜん代だい未み聞もんの放送事故により開く前に幕を下ろすことになった。
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「ぶはあッ！」

　都内の某ぼう所しよに存在するスタジオが半はん壊かいした丁ちよう度どその頃ころ、荒あら川かわ河か川せん敷しきにシリウスはいた。

　汗あせが凍こおり付つくほどに冷たい。後一歩で消し炭になるところだったということを思い出して改めて肝きもを冷やしながら、シリウスはゆっくり立ち上がろうとする。だがその膝ひざはシリウスの自重を支えきれずにガクンと折れた。

「し、死ぬかと思った……」

　実際のところ、後コンマ数秒遅おそければ間ま違ちがいなく死んでいた。生き残ることが出来たのは、寸前で発動できた転移魔ま法ほうのお陰かげである。

　──あいつが魔ま法ほうを使ってたから一いちか八ばちかでやってみたが……助かった……。

　座すわり込こみながら安あん堵どの息を漏もらす。ただ、同じことは二度は出来ないだろう。

　嗅きゆう覚かくが鈍どん化かしていた影えい響きようで気付かなかったが、この街は大気中の魔ま力りよくが異常に薄うすい。それに人の身体からだとなっているシリウス自身も体内に保有する魔ま力りよく量がかなり希き薄はくになっており、外部からの補給が出来ないことも相まってこれ以上の魔ま法ほうの行使は生命維い持じにすら関わってくる。つまり今後は、できる限り魔ま力りよくを使うことなくこの状じよう況きようを切きり抜ぬけなければならないということである。

「まずは服だな……この格好じゃいつまでもアイツに追いかけ回されそうだ」

　ため息をつきながら周囲を見み渡わたす。この服はもう使えない。だが服がなければ人間社会には溶とけ込こめない。だからといってそう都つ合ごう良く服が一式全て落ちているとも考えがたい。

　ならせめて誰だれか人でもいないかと草むらを搔かき分わけて歩くシリウス。

　と、そのとき、堤てい防ぼうの上を燕えん尾び服ふくによく似た服装の男が歩いているのが見えた。

　──いた！　人間！

　とっさに草むらに身を潜ひそめてそいつを見る。人間としてはかなり大おお柄がらな男で、服のサイズは恐おそらくこの身体からだには合わないだろう。だがこんな状じよう況きようでは贅ぜい沢たくは言ってられない。

「どうする……やるか……」

　素す直なおに服を渡わたせと言って相手が渡わたしてくれるとは思えない。しかしここであの男を逃のがせば次がいつ来るかも分からない。ならば、やることは一つだ。

　──不意打ちでぶっ倒たおして……服を剝はぎ取とってやる！

　彼ひ我がの距きよ離りはおよそ十メートル。シリウスはその距きよ離りを見み極きわめ、足に残り少ない魔ま力りよくを集中させ、強く地面を蹴ける。

　次の瞬しゆん間かん、開いていたその距きよ離りをシリウスは一歩で潰つぶした。

「ッ!?」

　男が気付いて振ふり向むく。だが、もはや全てが遅おそい。そして跳ちよう躍やくの勢いそのままに、シリウスの足が全力で男の側頭部を蹴けり抜ぬいた。

　──手応えあり！

　完かん璧ぺきな一いち撃げきだ。殺せば騒さわぎが大きくなると考えてあえて威い力りよくは抑おさえたが、それでも人間相手で意識を刈かり取とるには充じゆう分ぶんな威い力りよく。恐おそらくこの男も半日は……、

「……え？」

　その光景に僅わずかに冷ひや汗あせが滲にじむ。

　そこには蹴けりを受けてなお意識が飛ぶどころか倒たおれすらしない男の姿があった。

「ほう、中々いい蹴けりだ……しかし」

「ッ!?」

　男が放った殺気に圧おされてとっさに距きよ離りを取る。

「貴き様さま……その服は今日の石動いするぎと同じだな。髪かみの色まで同じにして、何のつもりで奴やつと同じ服を着ている」

　男の表情に嫌けん悪お感が宿る。どうやらこの服の元の持ち主を知っているらしく、怒いかりの感情を静かに燃やしながらこちらに踏ふみ込こんでくる。

「石動いするぎの真ま似ねでもしているのか知らんが不ふ愉ゆ快かいだ。貴き様さまがどこの誰だれなのか、詳くわしく聞かせてもらおうか」

「ッ……ざけんなよ」

　想定外の事態に動どう揺ようを隠かくせない。人間一人仕留められなかった今の自分への不ふ甲が斐いなさもある。だがもはやここで退くわけにはいかない。

　だからシリウスは、今できる最善を考かんがえ抜ぬいた上でそれを口にした。

「お、おいアンタ！　その着ている服を全部、今すぐ脱ぬいでもらおうか！」

「ッ!?」

　それは別に妙みような意図があって発した言葉ではなく、まともにぶつかり合えば（腹立たしいことではあるが）分ぶが悪いと判断したシリウスが、少しでも相手が動どう揺ようしてくれたらという期待を込こめて叫さけんだ言葉だった。勿もち論ろんそこにやましい目的はない。

　だが見た目は可愛かわいい女の子のシリウスのその発言は、男──神かん崎ざき伸しん介すけのＭの本能をこの上ないほどに刺し激げきした。

「了りようッ解かいしたあッ！　服だな!?　服を脱ぬげばいいんだな!?」

「え、ああうん……」

「よし分かった!!　丁ちよう度ど今、服が要いらないと思っていたところだ！」

　叫さけび、もの凄すごい勢いで服を脱ぬぎ捨すてていく。パンツを脱ぬぎ去るまで五秒足らずというその勢いに、シリウスも自分で言っておいて少し恐きよう怖ふを覚える。

「あ、ありがとうな……じゃあこの服もらっていくけど……」

「この河原に全ぜん裸らで放置プレイだと!?　ＦＯＯＯＯＯ！　中々ＣＯＯＬなことを言う奴やつだ！　気に入った！」

「……」

　思おも惑わく通りに進んでとりあえず服が手に入ろうとしている。だというのに何な故ぜだろう、一刻も早くこの場を離はなれたいと思う自分がいた。

「じゃ、じゃあこれもらっていくな……」

「待った！　立ち去る前にその服の代金、払はらってもらおうか！」

「え!?　い、いや金なんて俺おれは……」

「金なんていい！　ただ私は、全力で貴き様さまに殴なぐりつけてもらいたいんだ！」

　その瞬しゆん間かん、今まで経験したことのない種類の恐きよう怖ふが全身に走る。

「い、いや何言ってんだ……せっかく服を譲ゆずってくれたんだし今回は見み逃のがして……」

「何を生なま温ぬるいことを！　さあ早く代金を！　顎あごでも股こ間かんでも鳩尾みぞおちでも構わない！　早くぅぅ……早くゥッ！」

「ぎゃあああああああっ！」

「おぶう!?」

　飛びかかってくる男の顔面に全体重をかけたカウンターが突つき刺ささる。そのまま殴なぐられた男は空中で一回転半して地面に叩たたきつけられ、それを背後にシリウスは全力疾しつ走そうで離はなれていく。

「怖こえええ！　なんだアイツ怖こえええよ！」

　つい先ほどの命の危機よりも遥はるかに大きな恐きよう怖ふに駆かられてシリウスは走って行く。後方ではあの男が「ごちそうさまでしたーっ！」と満足げに叫さけんでいた。
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　時刻は午後五時、そろそろ日も半ばまで沈しずもうかという時間帯、ラスボス荘そうへと歩ほを進める一人の男がいた。

　身長は百八十センチにやや届かない程度、線が細く中性的な容姿と、どこか年ねん齢れいの摑つかみにくいような雰ふん囲い気きを持った眼鏡をかけた青年、日向ひなた創そう一いち郎ろうである。

「ただ今戻もどりました」

「貴き様さまか。今日は早かったな」

　渋しぶ谷やのアパート敷しき地ち前、足を止めた日向ひなたは入口のポストにもたれかかっている神かん崎ざきに声をかける。神かん崎ざきは声をかけてきた相手の見知った顔を見て、煙草たばこの煙けむりを吐はき出だしながら適当に言葉を返した。

「なんだか妙みように艶つや々つやしていますね？　何かいいことでもあったのですか？」

「ふっ、分かるか？　実は今日の昼、油田を見つけてな」

「へえ、良かったですね」

　笑え顔がおで返すが、勿もち論ろんその言葉の意味通り本当に油田を見つけた、というわけでないことぐらいは知っている。この男神かん崎ざきは、自分好みの暴力を振ふるってくれる女性のことを油田と呼んでいるのである。

「ところで……」

　そう言って日向ひなたはチラリとアパート二階の部屋を見る。そこからはゴンゴンゴンという、壁かべに何かをぶつけ続けるような鈍にぶい音が途と切ぎれることなく響ひびいていた。

「石動いするぎさん……でかいウッドペッカーでも飼い始めたんですか？」

「帰ってくるなりああだ。何か嫌いやなことでもあったらしいな……事情を聞きに部屋に行ったら口くち汚ぎたなく罵ののしられた……」

　そう言って神かん崎ざきは、赤熱して一気に灰になった煙草たばこの先をトントンと携けい帯たい灰皿に落とした。

「……正直、身体からだが熱くなるほど興奮した」

「自重してください神かん崎ざきさん」

　そう言って日向ひなたは視線を落とす。縁ふちなしの眼鏡の目はまるで内側を見み透すかされることを拒こばむように細く、それが彼かれを見る者により強く謎なぞめいた印象を与あたえている。

　そして少しだけ考えるような素そ振ぶりを見せた後、何か自分で納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「少し僕ぼくからも話を聞いてみます。気になることがありますので」

「私も行こう。おかわりが欲ほしい」

「話がややこしくなるんで来ないでください」

　変態をさりげなく突つき放はなし、男は石動いするぎの部屋に向かって歩き出す。と、そこで青年は思い出したように神かん崎ざきの方へと振ふり返かえった。

「もしかするとこの後何日か家を空けるかも知れません。その間、他の方達たちが無む軌き道どうなことをしでかさないように注意を払はらっていてください。帰ったときに家がなかったりするのは、流石さすがに困りますから」

「ふん、まさかそんなことは起こるまい」

　冗じよう談だんっぽく言う日向ひなたに神かん崎ざきはクスリと笑った。




　　　　　＊　＊　＊




　あの騒さわぎから一週間が経たった。

　シリウスはその後、町を歩き回り様々なことを探さぐった。元いた世界に戻もどる方法、魔ま力りよくの回復手段、とにかく状じよう況きよう打破の足がかりとなりそうなことをなんでも探し続けていた。

　だが、一週間東京の町を歩き回って分かったのは、そんなものはないという分かりやすい事実のみだった。

　──なんなんだこの世界は……どうやったら帰ることが……。

　河原にへたり込こみ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいという様子で深く息を吐はく。

「……腹減った」

　この一週間まともな食事を取っていない。失われた魔ま力りよくもほとんど回復していない。今のシリウスは空腹と魔ま力りよく枯こ渇かつのダブルパンチで干ひ涸からびる寸前だった。

　日もそろそろ西に傾かたむいてきた。じきにこの辺りも暗くなるだろう。元の狼おおかみの身体からだなら寝ねる場所などどこでもいいし食べる物も草や川魚などいくらでも代用できるのだが、やはり人間の身体からだは不便だ。毛がないから寒いし、落ちている物は体が食べ物として受け付けてくれない。

　──俺おれはこれから先どうなるんだよ……。

　もう既すでに死んだ身であるはずなのに、漠ばく然ぜんとした不安に心が潰つぶされそうになる。目に見える命の危機と闘たたかっていた過去とは違ちがう、しがみつく物のない海のど真ん中にたった一人で投げ出されたような、そんな孤こ独どくにシリウスは泣きそうになる。

「何をされているんですか？」

「っ……」

　膝ひざを抱かかえたそのとき、唐とう突とつに背後から声をかけられ思わず背筋を伸のばす。

　振ふり返かえるとそこに立っていたのは、眼鏡をかけた目の細い男だった。ニコニコと人の良さそうな笑えみを浮うかべ、シリウスを見下ろしている。

「この辺りに君ぐらいの歳の少年が見て面おも白しろい物なんてないとは思うんですが、もしかして家出か何かでしょうか？」

「黙だまれ人間……」

「貴方あなただって人間でしょう？」

「……違ちがう」

　話しかけてきた人間に隠かくすことなく嫌けん悪おの感情を向けるシリウス。だが男は、そんなシリウスにやはり人の良さそうな笑えみを浮うかべた。

「そう言わないでください。同じ異世界からの漂ひよう流りゆう者として、貴方あなたの力になりたいのです」

「ッ!?」

　思いがけない言葉に思わず立ち上がろうとしてガクンと崩くずれる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　よく見ればフラフラじゃないですか」

「ンなことはどうだっていい！　それより……」

「はい。何なら証しよう拠こでもお見せしましょうか？」

　そう言って男はシリウスに手をかざす。そしてシリウスに問いかける。

「今から貴方あなたが言った物を出しましょう。何でもいいので言ってみてください」

「……」

　相手の言葉をまだ信用しきれず不信感に表情を歪ゆがませる。しかしそれを口に出すよりも先に、腹がぎゅるるると抗こう議ぎの声を上げた。

「っ……」

「はは、とりあえずは何か食べ物ですかね？　分かりました」

　笑いながらそう言い、次の瞬しゆん間かんに変化が訪おとずれた。男がかざした手の中の空間が変質する。まるで空気を練り上げて形作るように、何もないはずの手の中で色づき形を得て、そして、

「こ、これは！」

　男の手の中に現れた物体にシリウスは驚きよう愕がくする。黒く艶つややかに輝かがやき、刃はのように鋭するどく伸のびた二本の角。

　……クワガタだこれ。

「……食い物は？」

「すみません、魔ま力りよく不足でして……」

　身体からだの中に残った全魔ま力りよくを右みぎ腕うでに搔かき集あつめる。腕うでそのものを砲ほう身しんとし、明確な殺意を持って男に照準を合わせる。

「待ってください冗じよう談だんです。それを撃うったら貴方あなたも死にますよ？」

「……」

　奴やつを殺したいと思いつつもしぶしぶシリウスは腕うでを下げる。何を考えているのかも分からない目の前の相手に、未いまだ警けい戒かい心を孕はらんだ視線を向ける。
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「で、アンタは一体何者だ？　この世界は何なんだ？」

「……そうですね。まずはそこからお話しすべきでしょうか」

　そう言って男はシリウスの目を見み据すえる。夜の暗い海のような底知れなさに、思わずたじろぐ。

「僕ぼくの名前は日向ひなた創そう一いち郎ろう。この世界は貴方あなたが存在していたのとは別の次元に位置する世界です」

「……やっぱそうか。ここは、別の世界か」

「おや？　驚おどろかないのですか？」

「この世界がそういう場所だってことはこんだけ歩き回れば理解できる。知りたいのは、何でこの世界に俺おれが飛ばされたかってことだ。それも……」

　──こんな、人間なんかの姿で。

「何な故ぜか……と聞かれれば、正直に言えば僕ぼくにも分かりません。ですが、この世界に飛ばされる存在に共通していることは分かります」

　男はそう言って手に持っていたクワガタを放す。どこかへ飛び去っていくソイツを見送りながら男は言葉を続ける。

「恐おそらくは貴方あなたもそうなのでしょうが、この世界にやってきた方々は皆みな元の世界では規格外の強さと何を犠ぎ牲せいにすることも厭いとわないような大たい望もうを持ち合わせた存在であり、しかし志半ばで他者に討うたれた存在です……僕ぼくはそういった存在を、便べん宜ぎ的にラスボスと呼んでいますが」

「ラスボス……」

「ちなみに僕ぼくは創造神です。星を一つ丸ごと作ったのですが色々ありまして……貴方あなたは、元々は何だったのですか？」

「……魔ま王おうだ。元々は狼おおかみの魔ま物ものだった」

「王ですか。それは凄すごい」

　そう言って朗ほがらかに笑いながら、男は言葉を続ける。

「そういった存在は死しても魂たましいが残り続けることがよくあります。本人が望むと望まざるとに関わらず、強力な力と自じ我がを持った存在は、死によって力を大きく削けずられながらも別の次元へと転生する。それが私たちなのだと考えています」

　男の言葉にシリウスは自分の手を思わず見る。過去の自分の身体からだとは似ても似つかない、人間としての身体からだ。これが力を削けずられ、魔ま力りよくの薄うすいこの世界に放ほうり込こまれた結果として得た姿だというのなら、それはまあ納なつ得とくできる。

　しかしシリウスにはどうしても、理解は出来ても納なつ得とくできないことがあった。

「ってことはあれか？　俺おれは、死んでこの世界に来たのか？」

「そう悲観することはありません。私自身も含ふくめ、ラスボスとはそういうものですから」

「チッ……」

　日向ひなたの言葉に思わず舌打ちする。

　この男の言うことを信じるなら、やはりシリウスはあの戦いで命を落として、この世界に人間として生まれ変わったということらしい。魔ま族ぞくが人間を討うち倒たおし、魔ま族ぞくだけの平和な世界を作るという目的を果たせないままに。

「……オイ、元の世界に帰るにはどうしたらいい？」

「おや？　貴方あなたも帰りたいのですか？」

「当たり前だ！　俺おれは魔ま王おう！　まだ戦いは終わっていない！　もう一度元の世界に帰って、正しい世界を作るために戦争を起こす！」

「……正しい世界、ですか」

　日向ひなたは何な故ぜかその言葉に僅わずかな反応を示す。その言葉を口の中で転がすように小さく何かを呟つぶやいて、そして顔を上げた。

「なるほど高こう尚しような理由です。ですが、そう勇んだところですぐには帰れません」

「何でだよ!?　俺おれは魔ま王おうだぞ！　こっちの世界に来こられたっていうんなら、戻もどることだって──」

「今の貴方あなたは魔ま王おうではありません」

「ッ……」

　日向ひなたの言葉に思わずシリウスは自分の手を見る。どんな冷たい風からも身を守ってくれる毛皮も、岩も鉄もまとめて引ひき裂さく爪つめもない脆ぜい弱じやくな人間の手。それに加えて転移魔ま法ほう一つを使うだけで精せい一いつ杯ぱいで、人間一人を倒たおすことも出来ない今の自分の弱さ。

　──力……力さえ取とり戻もどせれば……。

「まあ、帰りたいという気持ちは分かります。そこでどうでしょう、私達たちの家に来ませんか？」

「家だと？」

「はい。貴方あなたのような方のための、この世界の拠より所どころです」

　そう言って人の良さそうな表情を浮うかべ、日向ひなたは口を開く。

「この東京の街には同じ境きよう遇ぐうの方々……先ほど言ったラスボスが私の他にも四名いらっしゃいます。そういった方々が共同生活を送るアパートがメゾン・ド・トランスミグレイションです……まあ長いので皆みなさん単純にラスボス荘そうと呼んでいますが」

「……共同生活」

　そこで、シリウスはこの男が何な故ぜ自分の元にやってきたのか察する。それと同時に、男はシリウスに手を差し出した。

「もしも自力で、生きる糧かてを探したいと仰おつしやるのであれば無理にとは言いません。ですがもし貴方あなたさえよければ、私達たちのところに来ませんか？」

「……はっ！　何で俺おれがそんなところに──」

「そこには、貴方あなたと同じように元の世界に帰ろうとしている方もいらっしゃいます」

「ッ!?」

　その言葉に思わず息を吞のむ。動どう揺ようが顔に出るのを止めることが出来ない。

「か、帰ることが出来るのか……？」

「はい。容易たやすくはありませんが、可能です。それは貴方あなたにとっても都つ合ごうのいい話ではありませんか？」

「……」

　日向ひなたの言葉が本当かどうかは分からない。だが少なくとも、力を取とり戻もどせば元の世界に帰ることが出来る可能性はあるし、それに一人でこの世界を生きて行くには限界がある。

　ならば、一いつ旦たんこの男が言うラスボス荘そうについて行って元の世界へ戻もどるための足がかりとするのが最善だ。

「……分かった。ついて行ってやる」

「そうですか。それは良かった」

　シリウスの言葉に男は満足そうに頷うなずいた。そして、改めて名乗る。

「俺おれはシリウス。シリウス・コヨーテだ。よろしく日向ひなた、さん」

「はい、こちらこそ……っとその前に」

「？」

　日向ひなたは何かを思い出したように空を見上げる。そして少しだけ申し訳なさそうに苦く笑しようする。

「先に貴方あなたのこの世界での名前を決めたいんですが、いいでしょうか？」

「名前？」

「はい。シリウスという名前はこちらでは珍めずらしいので、この世界で生きていく上では少し不便なので……そうですね……」

　そう言って日向ひなたは辺りを見み渡わたす。と、そこでその視線がある一点に留まる。それは川の水が溜たまってよどんだ泥どろ池いけに咲さいた、一輪の蓮はすの花だった。

「狼谷かみや蓮れん太た郎ろう……というのはいかがでしょうか」

「かみ……や？」

「性は貴方あなたの本来の姿である狼おおかみからとって狼谷かみや。名はそこにあった蓮はすの花からとって蓮れん太た郎ろうですが……どうでしょう？」

「ああそれでいい……ひとまずはそう名乗ろう」

「はは、気に入っていただけて良かったです」

　──何が気に入ったってんだ……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　日向ひなたの能天気な顔に憤いきどおりを覚える。だがそんな感情はおくびにも出さない。

　元の世界に帰るためには力を取とり戻もどさなければならない。そして、それまでは日向ひなたには利用価値がある。この世界の人間に対しても努めて友好的に接していく必要があるだろう。

「……ふん」

　川かわ面もには朱しゆに染まった夕焼けの光がきらきらと輝かがやき、その奥おくにはこの世界の街並が影かげ絵えのようにくっきりと見えていた。戦い続けていたあの頃ころでは……いや、たとえ戦いが終わったとしても自分には決して縁えんのなかった平和で何でもない風景。

　こんな光景を全ての魔ま族ぞくに見せる。争いのない、人間のいない平和な世界を築くために……。

　──アンタには踏ふみ台だいになってもらうぞ……。

「じゃあこれから、よろしくな、日向ひなたさん」

「はい、こちらこそよろしくお願いしますね、狼谷かみやさん」

　日向ひなたが手を差し出す。それをシリウス……いや、蓮れん太た郎ろうは力ちから一いつ杯ぱい握にぎり返す。

　大たい望もうもない代わりに渇かわいて引ひき裂さかれるような真っ黒な絶望もない。小さな喜びを仲間と分かち合い、何でもないような平へい凡ぼんな一日を積み重ねて死んでいく、そんなささやかで素す晴ばらしい世界を作るために。




　その日、シリウス・コヨーテは狼谷かみや蓮れん太た郎ろうとなった。
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　時刻は午後六時。五月を控えて日が長くなったとはいえ、その時間になればもう太陽はほとんど沈しずみきっていた。

「でよ、本当に俺おれみたいな奴やつが五人もいるってのか？」

「はは、現に目の前に実例がいるじゃないですか」

「いや、まあアンタはそうだったが」

　アスファルトに足音を響ひびかせ、神かん崎ざきから譲ゆずり受うけたブカブカのスーツ姿の蓮れん太た郎ろうと日向ひなたが外灯の明かりの下を歩く。不安そうに呟つぶやく蓮れん太た郎ろうに対して、日向ひなたはあくまで穏おだやかな調子だった。

「ラスボス荘そうはいいところですよ。貴女あなたの以前の家に比べてしまえば小さな部屋でしょうが、あそこには人の温かさがありますし、皆みなさん気さくでとてもいい方々です」

「……」

　どうだっていい。どうせ利用するだけの存在だ。すぐに元の世界に帰っていく蓮れん太た郎ろうにとって、彼かれらもまた踏ふみ台だいでしかないのだから。

　と、そこで蓮れん太た郎ろうの表情を見た日向ひなたは、ふと思い出したように言う。

「そうそう、そういえば狼谷かみやさんは私と会うまでの間に、もしかして誰だれかとトラブルを起こしていたのではないでしょうか？」

「ッ！　な、なんで知ってんだよ！」

　驚おどろく蓮れん太た郎ろうに日向ひなたはクスリと笑う。そういう反応が返ってくると、最初から分かっていたように。

「実を言うとその方はラスボス荘そうの隣りん人じんでしてね。今回貴方あなたがこの世界にいると知ることが出来たのは、その方の話を聞けたからなんですよ」

「アイツが!?　噓うそだろ……っ」

　蓮れん太た郎ろうの声が裏返る。よほど嫌いやだったのか、表情には露ろ骨こつに困こん惑わくの感情が過よぎる。

「狼谷かみやさんの気持ちは分かります。ですが諍いさかいがあったとはいえ今日からは隣りん人じんとなる相手ですので……」

「なんだよ……よりによってあんな変態と一いつ緒しよなんて……」

「……？」

　そのとき、日向ひなたの顔に初めて混乱の色が見えた。

「変態……ですか？」

「ああ、全ぜん裸らで襲おそいかかってきて、その上殴なぐられて大笑いするいかれた奴やつだった。クソッ、あんな奴やつが一いつ緒しよなんて……」

「……」

　どうやら蓮れん太た郎ろうの中でカナの存在は、その後に現れた変態に完全に塗ぬり潰つぶされていた。

「狼谷かみやさん……恐おそらくは最初は少し揉もめるでしょうが、覚かく悟ごだけはしておいてくださいね」

「……？　そうか」

　不思議そうに首を傾かしげる蓮れん太た郎ろう。と、そのとき日向ひなたが何かに気付く。

「おや？」

「どうした？」

「いえ、何か焦こげ臭くさいような気がしたので何かあったのかなと……」

　そう口にしてしばらく考かんがえ込こみ、日向ひなたは蓮れん太た郎ろうを見る。

「……狼谷かみやさん。貴方あなたは少しここで待っていてもらえますか？」

「は？　どうしたんだよ」

「いえ、ちょっと用事が出来ましたので……ではここで待っていてくださいね」
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　そして、時は現在に至る。忠告を聞かずに顔を出し、カナにボコボコにされている蓮れん太た郎ろうを目にしながら、日向ひなたは呆あきれ半分にため息をついていた。

「まあとにかくです。彼かれは今後はここの住人となりますので、皆みなさんどうか仲良く──」

　と、そのとき日向ひなたの肩かたをガシリと神かん崎ざきが摑つかむ。

「待て日向ひなた……今貴き様さまは〝彼かれ〟と言ったか!?　あ、あいつは……女じゃないのか!?」

「……？」

「答えろ！　奴やつは女じゃないのか!?　どうなんだ!?」

「は、はい……狼谷かみやさんは男性ですが……」

「ぶるあぁッ！」

　その瞬しゆん間かん、神かん崎ざきの頭が殴なぐり飛とばされたように吹ふっ飛とぶ。

「な、なんですか？　どうしました？」

「ふむ、どうやら一週間前に彼奴あいつに殴なぐってもらったようじゃが、男だと分かってそのダメージが今来たようじゃな」

　なんだその仕組みは。

「まったく……貴方あなたたちは……」

　怒いかり狂くるうカナと殴なぐられ続ける蓮れん太た郎ろう、地面に倒たおれ込こむ神かん崎ざきにそれを見下ろす夜や久くと竜りゆう子こ。

　本当に、自分も含ふくめてろくな連中がいない。

　ここは、元ラスボス達たちが集まる場所。居場所を求め、寄より添そい、人間として生きていくための巣となる共同生活の城である。




　人間になっても変人扱あつかいのラスボス達たちが集まる……それがここ、ラスボス荘そうである。
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『はいオッケーです！　ご苦労様でした皆みなさん！』

　ミキサールームの音おん響きようから声がかかり、プレッシャーから解放されたキャスト達たちが安あん堵どの声を上げる。ここは東京某ぼう所しよのアフレコスタジオ。その中でカナは、静かにため息をついてヘッドホンを外した。

「お疲つかれ！　カナちゃーん！　ねえねえ今日暇ひま？　飲みに行かない？」

「あ、いや……あの……」

「お前、この娘この歳を考えろ。カナちゃん、この後スイパラ行かないかい？　スイーツパラダイス！」

「え、えっと……わ、私……あうぅ」

「いいじゃんいいじゃん！　物は試ためしに……ね？」

　収録が終わるなり声をかけてきた若い男性声優に困り果てるカナ。はっきりと断ってしまえばそれで済むとは分かっているのだが、元来の人見知りが災わざわいしてこういうときはいつも言葉が上う手まく出てこない。

　──ど、どうしよ……。

　マネージャーに助けを求めようと辺りを見回す。だがそのとき、カナとそいつらとの間に一人の男が割って入った。

「そんぐらいにしとけ、お前ら。相手が嫌いやがってるのが分からないか？」

「「っ!?」」

　横やりを入れてきたのは先せん輩ぱい声優の垣かき田た義よし武たけだった。年ねん齢れいは二十五歳さいと若いが、子役時代から芸能界を走ってきた古参であり、かなりの人気声優である。

「今のは見なかったことにしてやるから行け。ナンパすんなら場所を選べバカ共」

「は、はい……」

「すいませんした……」

　垣かき田たの鶴つるの一声で尻尾しつぽを巻いて逃にげ出だす二人。そんな背中を見送り、垣かき田たは心配そうにカナの顔を覗のぞき込こむ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　嫌いやな思いとかしなかったか？」

「は、ひゃい……っ、はい、大だい丈じよう夫ぶです……」

　吃どもりながらも何とか答えて笑うカナだったが、正直先ほどの二人よりも厄やつ介かいな相手に捕つかまってしまったと内心辟へき易えきする。

　垣かき田たはこの業界でも女おんな癖ぐせが悪いことで有名だ。共演した相手には挨あい拶さつのように声をかけるし、新人であればほぼ全員が彼かれに口く説どかれているといっても過言ではない。現にカナも何度か口く説どかれており、ときには尻しりを触さわられたことすらあった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶか？　嫌いやなことがあったら、いつでも言え。俺おれにできることなら、何だってする」

「……は、はあ」

　今日もまた始まった、と表情には出さないまでもうんざりするカナ。しかし、その辺りからカナは違い和わ感かんを覚える。

「そうだ、これカウンセリングの名めい刺し。俺おれがどうにも出来ない悩なやみなら、こっちに相談するんだ。いいな？」

「……？　あの……」

「それとこれ、都内の心しん療りよう内ない科かの中でカナちゃんの症しよう例れいを扱あつかい慣れてる医院のリスト。忙いそがしくて中々行けないかも知れないけど、覚えておいて損はないはずだからな」

　おかしい。どうもこれは口説かれているのとは違ちがう気がする。

「あ、あの、垣かき田たさん……？」

「いいか絶対に一人で悩なやむな！　辛つらいことがあるなら、俺おれじゃなくても、友達でも後こう輩はいでも先せん輩ぱいでも……それこそ監かん督とくや音おん響きようの人にでも構わないから相談しろ。この前の生放送のときみたいな露ろ出しゆつ行こう……げふんげふん、いやともかく、ああいう行動でストレスを発散するのは絶対によすんだ。いいな？」

　そう言って垣かき田たはスタジオを出て行く。特に口説くでもなく、ただカナに十数枚の名めい刺しを渡わたしただけで。

「な、何だったんだろう今の……」

　明らかに普ふ段だんの垣かき田たの態度とは違ちがう様子だった。しかし思い返してみてもあそこまで心配される理由がよく分からない。

　──本当になんなんだろ……この前の生放送のときみたいなって、そんなことを言われても……

　そもそも前回の生放送では、カナは気絶していて、その代わりに蓮れん太た郎ろうが──

　……蓮れん太た郎ろう？

「垣かき田たさん、ちょっと待ってください！　話！　そのときの話を詳くわしく！」

　そこに考えが至った瞬しゆん間かん、カナは火が点ついたような勢いで垣かき田たを追う。

　その後垣かき田たに追いついたカナは、替かえ玉だまとなった蓮れん太た郎ろうのやらかしたことを聞いて死にたくなるのだが、それはまた別の話。
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　狼谷かみや蓮れん太た郎ろうという名を受け取り、人間としての生活が始まってから十日が経過した。

　何はともあれ新しい生活だ。そこに不安がなかったわけではないが、それでもマイナンバーや住民票の取得など、諸もろ々もろの問題のほとんどは日向ひなたが解決してくれていた。

　だが他ひ人と任せではどうやっても解決できない問題も当然ある。その筆頭格が、この世界で生きていく上での常識を学ぶということだ。

　それが出来るまでは単独でラスボス荘そうから出ることは禁止。蓮れん太た郎ろうも最初こそは文句を言っていたが、実際問題知識がなければこの世界ではやっていけないという結論にいたり、嫌いや々いやながらも十日間は日向ひなたに教わっていた。

　この世界での知識の取得や付つき添そいありでの街を歩いての実地研修で目が回るように忙いそがしく、二、三回日向ひなたを闇やみ討うちしてやろうかと思ったが、それでも何とか自分の目的のために思い留とどまり……。

　そして十日目。昨夜も深夜を回るまで教おしえ込こまれて泥どろのように眠ねむっていた蓮れん太た郎ろうは、朝早くにフローリングを軋きしませる足音で目を覚ました。

「……何してんだ？　カナ」

「伝言……日向ひなたさん、今日は用事があってここを空けるから勉強はお休みだって」

　身体からだを起こすとそこに立っていたのは石動いするぎカナだった。ちょうど学校に行く前だったらしく、制服を身に纏まとって銀ぎん髪ぱつもサイドテールにキチンと整えた姿で、眉み間けんに皺しわを寄せ半眼で蓮れん太た郎ろうを見下ろしている。

「……ああ、分かった」

　眠ねむそうに欠伸あくびを嚙かみ殺し、合わない染せん髪ぱつ剤ざいのせいで少し傷いたんだ髪かみをガシガシと乱しながらスウェットの裾すそで目元を拭ぬぐう。窓から差さし込こむ朝日が寝ね不ぶ足そくの身にはずいぶん眩まぶしく感じた。

「ホント……よくも私の前でそんな暢のん気きな顔できるよね……この変態女装男……」

「お前な……」

　蓮れん太た郎ろうは呆あきれて閉口する。今の蓮れん太た郎ろうは髪かみは黒く染めて耳にかかる程度まで切きり揃そろえ、服もキチンと男物を着て性別に相応ふさわしい格好をしているのだが、それでもまだ怒いかりは収まってくれないらしい。

　──まあ確かに、俺おれが悪いんだけどなぁ……。

　この世界での知識を学び、カナにやらかしたことをしっかり把は握あくした蓮れん太た郎ろうはカナに詫わびに行ったのだが、カナの態度は一向に軟なん化かしない。

　スタジオの損そん壊かい、出演者やスタッフ、野次馬の情報操作などなど、後になって影えい響きようが残らないように日向ひなたが大人とし金ての誠意のある対応力で火消しをしてくれたし、中止になった特番は機を改めてもう一度撮とり直なおすことが決まっているので、マイナスになっている部分はほとんどない。……のだが、やはり心情的には許せない部分があるようだ。

「私のこと……男、男って……」

　……どうもその部分が怒いかりのほとんどを占しめているようにも見えた。

「まあ分かったよ。ご苦労だったな朝早くに」

「ホントだよ、私だって今から学校だっっていうのに。ま、早く外出許可がもらえるように頑がん張ばって勉強すれば？　私としては一生出てきて欲ほしくないけど」

「？　お、おう」

　若じやつ干かん歯切れ悪く答えて蓮れん太た郎ろうはチラリと後ろを振ふり返かえる。まだ住み始めて十日の部屋、当然生活感もまだまだ薄うすいのだが、その代わりに物だけは大量に積まれていた。

　辞典に図ず鑑かんに地図に雑誌、漫まん画がや小説もあればラノベや参考書まで山と積まれ、その真ん中にはスマホとパソコンが置かれている。全て勉強用に日向ひなたが用意したものである。

「何？　たった十日でもう音ねを上げたの？　だらしないなあ。そんなんじゃ本当にずっと引きこもりだよ？」

「いや、音ねを上げるも何も、もう覚えることなんざ……」

「はあ？」

　蓮れん太た郎ろうの言葉にカナが馬ば鹿かにしたような声を上げる。

「まったくこれだから……いい？　この世界の仕組みはそんなにすぐに覚えられるわけじゃないんだからね。私なんて一ヶ月かかったんだから」

「……？　ああ、なるほど」

　一ヶ月かかったというカナの言葉に一いつ瞬しゆん疑問を覚えるが、すぐに蓮れん太た郎ろうは納なつ得とくする。

　蓮れん太た郎ろうは魔ま王おうとして人間達たちと戦っていたが、初期の頃ころの兵力は充じゆう実じつしているとは言いがたいものだった。単純な物量ではとても苦しい戦いがずっと続いていた。

　だからこそ蓮れん太た郎ろうはとにかく知ち恵えを絞しぼってその差を補った。様々な分野の知識を得て、死しに物もの狂ぐるいで暗記した地形を使って罠わなに嵌はめ、ときには人間を操あやつって王おう侯こう貴族の集まる社交界に潜せん入にゆうさせて情報を集めたりもした。ともかく覚えることが多かった魔ま王おう時代に比べてみれば、正直この世界の常識ぐらいであればそれほど覚えるに難かたいところはなかったのである。

　しかしだからといってそれを言うのも筋すじ違ちがいというものだろう。言って得をすることなど何もないし、わざわざ関係を悪化させることもあるまい。

「なるほどな。悪い、もう少し見直してみる」

「分かればいいの。まあ、どうせまだまだかかるだろうけど、頭を下げるなら教えてあげなくもないよ？」

「そ、そうか、助かる」

　ようやくカナも普ふ通つうに接する気になってくれたのかと安あん堵どする蓮れん太た郎ろう。しかし、

「そう？　じゃあほら、早く」

「は？」

「何してるの？　土ど下げ座ざして、私に教えを請こいなさいって言ってるんだよ？」

　カナが、怪け我がした獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのような顔で笑っていた。

「いや、カナ……？　土ど下げ座ざって何……」

「カナじゃなくて先生でしょ？」

　ホント何言ってんだ。

「いや……土ど下げ座ざする意味が分からねえんだけど……」

「教えて欲ほしいんでしょ？　ホラ！　早くしなさいってばこのグズ！」

　──駄だ目めだ……完全につけあがってやがる……。

　神かん崎ざきに聞かせれば喜びで干ひ涸からびそうな言葉を並べるカナ。どうやら蓮れん太た郎ろうの弱みを見つけたとでも思っているらしい。しかしここで怒いかりをぶつけても利がないことは分かりきっているので、蓮れん太た郎ろうは眉み間けんをひくつかせながら床ゆかに手を突つく。

「お、教えてください……先生……」

「先生じゃないでしょ？　師し匠しよう、でしょ？」

　──お前今さっき先生っつってただろうが！

「師し匠しよう……」

「よろしい。ふふん、まったく仕方ないなあ、土ど下げ座ざも華か麗れいにこなす変態元魔ま王おう様は」

「…………そうだな」

　そこまで言われたところで蓮れん太た郎ろうはゆっくり顔を上げる。

　正直、カチンときた。

「そういや知ってるか？　東京スカイツリー、あれ変形するんだってよ」

「え!?」

「んだよその反応……まさか、知らないのか？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる蓮れん太た郎ろう。それにカナは、少し焦あせったように「ま、まっさかーっ！」と声を荒あらげる。

「し、知ってるよ！　蓮れん太た郎ろうなんかに教えられなくても！」

　──計画通り！

「そうか、やっぱりな。お前は何でも知ってるな」

「あ、当たり前だよ！　あはははは！」

　胸を張って笑え顔がおで一ひと頻しきり笑うカナ。そして、不意にその表情が強こわばる。

「……ちなみに、どんな風に変形するのか一応確かく認にんしておこうかな」

「何言ってんだ？　そんなもんロボットに決まってんだろ」

「ロボッ──!?」

「東京タワーを剣けんに、フジテレビの球体を盾たてにして戦う……常識だよな？」

「東京……ッ!?　う、うん勿もち論ろん！　常識だよね！　そして敵は……？」

「エッフェル塔とう」

「そ、そうそう！　よく知ってるじゃん！」

　──駄だ目めだ……笑うな俺おれ……。

　何を言ってもダボハゼ並に食い付いてくるカナ。しかしここまで何でもホイホイ信じられてしまうと逆に少し不安になってくる。一応冗じよう談だんであることを告げておかないと本気であちこちに言いふらしに行きそうである。

　──まあ溜りゆう飲いんが下がったし、ばらしてやるか……。

「あのなカナ、そのことなん──」

「あっ！　ヤバイ八時過ぎてる!?」

　蓮れん太た郎ろうがネタ晴らしをしようとしたその瞬しゆん間かん、時計を見たカナは血相を変えて玄げん関かんに向かい、急いでローファーを履はき始める。

「え、カナ……あのな？」

「ごめん蓮れん太た郎ろうその話はまた帰ってから聞いてあげるから！」

「いや帰ってからじゃ遅おそいんだ。今の話は……」

「ああもう大だい丈じよう夫ぶだってば！　重要な部分はあらかた聞いたし、残りは帰ってからで大だい丈じよう夫ぶ！」

「いやカナ、じゃなくてスカイツリーの話は──」

「もう後にしてよ！　遅ち刻こくしそうってことぐらい分かるでしょ!?」

「……はい」

　蓮れん太た郎ろうが何も言えないままカナは部屋を出て走って行く。その階段を下りていく音を聞きながら、蓮れん太た郎ろうは静かに合がつ掌しようする。

　──俺おれは止めたからな……。

　さて、と気を取り直しゆっくりと身体からだを伸のばすと、凝こり固かたまった関節がポキポキと気持ちの良いい音を鳴らした。

「んじゃ何すっかな……」

　今この部屋にある限りの資料からはもう学ぶことはない。しかしだからといって日向ひなたの許可なしに外出をしても厄やつ介かい事しか生まない気もするので、今の自分でもできることを考える。

「ん？　そういや……」

　このアパートは二階建てで合計六部屋であるが、蓮れん太た郎ろう自身は未いまだにカナと日向ひなた以外の連中とはまともに話していない。というよりはそういうことをしている暇ひまがなかった。

「確かまだ話していない奴やつが三人か……ん、どうすっか……」

　カナとの関係は既すでにかなり悪化している。これはもう今から改善していくことは骨だろう。

　だがまだ顔を合わせていない残りの三人に関しては、上う手まく懐かい柔じゆうしていけば自分の思い通りに出来るかもしれない。

　──そうだ。このラスボス荘そうを本気で足がかりにするつもりなら、まずは住人連中をまるめこんで手て駒ごまにしておく方が良いいかもしれないな……。

　そうと決めて蓮れん太た郎ろうは早さつ速そく立ち上がる。そして玄げん関かんでサンダルを履はいて部屋を出ていく。

「行くか。俺おれの覇は道どうの新たな一歩だ」




　　　　　＊　＊　＊




「急に押おしかけて悪いな……えっと、竜りゆう子こさんだったか」

　竜りゆう子この部屋に上がった蓮れん太た郎ろうは、改めてその部屋の中を見回す。

　非常にごみごみした部屋だ。畳たたまれた段ボール箱や料理に関する本が部屋中に積まれ、キッチンにはずらりと調理器具が並んでいる。まるで飲食店の厨ちゆう房ぼうをそのまま移設したような部屋である。

「良よい良よい！　儂わしとしても丁ちよう度どいいタイミングであったしの！」

「丁ちよう度どいい？」

「ふふふ、後のお楽しみじゃ蓮れん太た郎ろう！」

「……っ」

　可愛かわいらしく小こ首くびを傾かしげて意味ありげに笑う竜りゆう子こに蓮れん太た郎ろうはドキリとする。

　この世界にやってきて二十日、知識として色々と外部から情報を吸収してきた蓮れん太た郎ろうだったが、その変化は外面からだけではなく内面からも訪おとずれていた。

　人間の身体からだと心に生まれ変わり、思考もそれに沿って徐じよ々じよに変わりつつある。最初の頃ころは服などなくとも何とも思わなかったが、最近では無意味に肌はだを出すことはしなくなった。それに、自分以外の人間の外観に対しても見え方にずいぶんと変化が生じた。

「何じゃ？　何な故ぜ目を逸そらす」

「え？　あ、いや……」

　首を傾かしげながらこちらの顔を覗のぞき込こんでくる竜りゆう子こから思わず視線を逸そらす。健康的に焼けた褐かつ色しよくの肌はだに上質な木のような温かい色をしたブラウンの髪かみ、服装はデニムと襟えり元もとが伸のびたシャツのみで、かなりラフな格好だ。本人が八頭身で出るところは出て引ひっ込こむところは引ひっ込こんでいるモデル体型なことも相まって、その無防備な姿は正直かなりエロい。

　そして蓮れん太た郎ろうは、そんな姿を直視できない程度には人間に染まりつつあった。

「こっちを見んか！　それでは話ができんではないか！」

　なら前まえ屈かがみを止やめて欲ほしい。色々見えてしまいそうで気が気でない。

　──しっかりしろ俺おれ！　今からコイツを俺おれの旗き下かに加えるんだろうが！

　動どう揺ようする自分自身を内心で叱しつ咤たする。いくら今の自分が人間の身だからといって、こんなことで魔ま王おうである自分が動どう揺ようするなんてどうかしている。

「……まあ良よい。それよりお茶でも……っと？」

「あっ！」

　気を取り直してお茶を注ついだ湯飲みを差し出した竜りゆう子こだったが、そこにたまたま腕うでを上げた蓮れん太た郎ろうの肘ひじがぶつかる。そして湯飲みが転がり、中のお茶が零こぼれて床ゆかを濡ぬらした。

「っ、わ、悪い！」

「気にするでない。濡ぬれている部分を拭ふくでの、少し立っていてもらえるか？」

　蓮れん太た郎ろうに笑え顔がおでそう促うながし、竜りゆう子こは床ゆかに目を向ける。先ほどはあっけにとられたが、やはり人ひと柄がらは良さそうだ。

　──やっぱり基本的にまるめこみやすそうだ……ちょっと強く言えばすぐにでも言うことを聞いて……、

　ばさっ！

　──ばさ？

　唐とう突とつに聞こえた謎なぞの音に釣つられて、蓮れん太た郎ろうは竜りゆう子この方に視線を向ける。

　そこにはシャツを脱ぬいでそれを使って床ゆかを拭ふく、上半身裸はだかの竜りゆう子この姿があった。

「～ッ!?」

「む？　どうしたのじゃ？」

　竜りゆう子こが蓮れん太た郎ろうの方に身体からだを向け、その動きに合わせて豊かな胸がぷるんと揺ゆれる。

　竜りゆう子この着ていた服はシャツ一枚、下着すらも着けていなかったため当然今はトップレス。褐かつ色しよくの豊かな双そう丘きゆうがこれでもかと目に飛とび込こんでくる。

「な、なななななな何してんだ竜りゆう子こさん！　隠かくせ早く！」

「何をじゃ？」

「胸だ胸！　なんでシャツ脱ぬいでんだよ！」

「ああこれか？　大だい丈じよう夫ぶじゃ、どうせこの後洗せん濯たくしようと思っていた服じゃからの」

「そういうことじゃねえ！　俺おれが言ってんのは──」

「ああそうじゃ蓮れん太た郎ろう！　丁ちよう度どいいから儂わしの一発ギャグを見せてやろうぞ！」

「聞けよ！　なんだ丁ちよう度どいいって！」

　蓮れん太た郎ろうの言葉を無視し、竜りゆう子こは自分の胸を寄せて谷間を作る。

「桃もも！」

「ふざけてんのか!?」

　苛いら立だちのあまりダンダンと床ゆかを踏ふみつける蓮れん太た郎ろう。

　──何なんだコイツ……なんか、こう……思ってたよりアホだぞ？

　こちらが何に対して声を上げているのか本気で分からないという様子で、新しいシャツに頭を通す竜りゆう子こ。それを横目で見ながら蓮れん太た郎ろうは頭を抱かかえる。正直御ぎよしきれる気があまりしない。

「っ、そうじゃそうじゃ忘れておった！　お主ぬし腹は減っておらんか？」

「え？　あ、ああ……まあ少し……」

「それは重ちよう畳じよう！　実は今さっき丁ちよう度ど試作のスープが出来上がっての！　少し飲んでみんか？」

「スープ？」
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「うむ！　ラーメンのスープじゃ！」

　そう言って竜りゆう子こは立ち上がってキッチンへと向かう。それを目で追いながら蓮れん太た郎ろうは知識の中のラーメンの情報を掘ほり起おこしていた。

　──確か豚ぶた肉にくを醬しよう油ゆや酒で煮に立たてたタレをスープで割って麵めんを入れる食べ物……だったか？

　知識としては頭にあるが、当然食べた経験などまったくない。そんな中竜りゆう子こはそのスープを器うつわに注ぎ、どこか楽しそうに蓮れん太た郎ろうの元に持ってくる。

「……」

　出された器うつわに注がれていたのは乳白色の液体だった。煮に詰つまって少しドロリとしたスープには獣けものの脂あぶらが浮うき、そこから立ち上ってくる不思議な匂においを吸すい込こんで蓮れん太た郎ろうは首を傾かしげる。

「ほれほれ！　スープが冷めてしまうのじゃ！　早はよう！」

「っ、ああ……」

　竜りゆう子こにせっつかれ、蓮れん太た郎ろうは器うつわを手に取る。

　──ったく、まあいい。これを飲んでから改めてまるめこんで……、

　そう考えながら蓮れん太た郎ろうは、出されたスープを躊ちゆう躇ちよなく啜すすり、そして飲み下した。




　　　　　＊　＊　＊




「……っ！」

　目が覚めると、蓮れん太た郎ろうは天てん井じようを見上げていた。

「よ、良かった……っ、気が、ついた……っ」

　すぐ側そばから胸を撫なで下ろすような幼い女の子の声。ゆっくり身体からだを起こすと、目の前の風景が歪ゆがむような気持ちの悪い浮ふ遊ゆう感に蓮れん太た郎ろうは顔をしかめる。

「な、なんだ……？　俺おれは一体……」

「ほ、本当に、危なかった……白目を剝むいて、大声で笑い出したときに、は……もう駄だ目めかと思った……」

　その声の方向に蓮れん太た郎ろうは視線を向ける。そこには幼い女の子がぺたんと座すわり込こんでいた。

　長い、一メートル近くあるのではないかというほど長い黒くろ髪かみに、怯おびえる小動物のようなくりくりとした目。見た目にはおよそ十歳さい程度に見えるが、ほっそりとした顔立ちとおどおどとした態度、そして頭に被かぶった猫ねこ耳みみ付きフードが年ねん齢れい以上に幼く感じさせる。

　──コイツ確か、日向ひなたさんの話にも出てきてた……。

「お前……夜や久く珠しゆ理りか？」

「ひい……っ」

　──ひい？

「おいどうし──」

「ご、ごめんなさい……私のような、虫けらの部屋になんて……連れてきてしまって……っ」

「いや別にそんな話じゃ……って、ここはお前の部屋か？」

「そ、そんな……っ、そうです……私の豚ぶた小屋です……」

「虫なのか豚ぶたなのかどっちだよ」

　目の前の夜や久くに若じやつ干かんの面めん倒どう臭くささを感じつつ蓮れん太た郎ろうは部屋を見回す。物は多いが、竜りゆう子この部屋と違ちがいキチンと整せい頓とんされて片付けられている。壁かべは本ほん棚だなで埋うめ尽つくされておりとても綺き麗れいな部屋である。

「お前の部屋ってことは……竜りゆう子こさんの部屋から運んできたのか？」

「う、うん……蓮れん太た郎ろうが意識を失ったから……わ、私の部屋まで引っ張ってきた……」

「……気を失っていた？」

「覚えて、ないの……？　竜りゆう子この部屋で、スープを飲んだこと……」

　言われて窓の外を見てみると、太陽は既すでに真上を通り過ぎて西に沈しずみ始めていた。時計を見ると時刻は午後四時、どうやら相当な時間眠ねむっていたようである。

「そ、そういえばうっすらとそんな記き憶おくが……まさかアイツ、毒を盛ったのか？」

「ど、毒じゃないけど、毒より危険…………だから、竜りゆう子このスープは……今後は一いつ切さい口にしないように……ここで生きるための鉄則……」

　真顔で語る夜や久く。言葉が真しんに迫せまっている。

「そうか……ったく、まあ助けてくれてありがとうな」

「そ、そんなこと、ないよ……せっかく新しい人が増えたのに、すぐに死んじゃったら……寂さびしいから……」

　少し照れながらもパタパタと小さく手を振ふる夜や久く。死という単語が簡単に飛び出してくることをおかしいとは思いながらも、蓮れん太た郎ろうは嬉うれしくなってつい笑え顔がおを浮うかべる。

「お前は竜りゆう子こさんに比べればかなり話が通じるみたいだ」

「そ、そんなこと……っ、私みたい、な……カスを……竜りゆう子こと比べられても……」

「急にどうした？」

「うぇ……？　だ、だって私なんて、ロリであること以外に価値のない、ゴミだから……」

　突とつ然ぜん卑ひ屈くつになり始めた夜や久くに思わず困こん惑わくする。それに先ほどから気になっていたが、夜や久くは一向に蓮れん太た郎ろうと視線を合わそうとしない。

　──コイツなら簡単にまるめこめそうだ……。

　見た目はかなり弱々しいが、しかしそれでも元はラスボス、ならば強大な力を持っていると考えて間ま違ちがいないだろう。だとすれば色々と使える部分はあるかも知れない。

「……っ？　な、何？」

「何でもねえ」

　蓮れん太た郎ろうの視線を受けてびくっと震ふるえる夜や久くに適当な返事で応える。そして改めて夜や久くの方に向き直った。

「そういや挨あい拶さつもまだだったな。俺おれは狼谷かみや蓮れん太た郎ろう、前の名前はシリウス・コヨーテでこの世界に来る前は魔ま王おうをやってた。よろしく」

「わ、私は夜や久く珠しゆ理り……前の名前はティナ・アルカードで、吸きゆう血けつ鬼き……よ、よろしくね……」

　蓮れん太た郎ろうが手を差し出し、夜や久くがそれを握にぎり返す。

「……？」

「どうした、の……？」

「あ、いや何でもない」

　何な故ぜか背筋を這はった寒さむ気けに首を傾かしげながら蓮れん太た郎ろうは頭を振ふる。そこで夜や久くは思い出したようにパンと手を叩たたいた。

「そうだ……っ、お近づきの印に……これ……」

　そう言って夜や久くは立ち上がり、ポットからお茶をティーカップに注つぐ。甘あまい香かおりのする橙だいだい色いろの液体が、カップの中に満たされていく。

「これ……私が作った自家製のハーブティー……竜りゆう子このスープの、口直しも兼かねて……」

「っ、いいのか？　悪いな」

　夜や久くが出してくれたカップを受け取る。その香かおりを嗅かいで、今いま更さらながらに今日はまだ何も食べていない（竜りゆう子この作ったスープはノーカン）ことを思い出し、空腹感で腹がきゅうっと萎しぼむ。

「それを飲んだら、後でピザでもとるから……遠えん慮りよなくどうぞ……っ」

「気が利きくな。なら遠えん慮りよなく」

「うん、一気にいって……ぐーっと……っ」

　夜や久くがそう急せかし、蓮れん太た郎ろうもそれに押おされてカップに口をつける。そしてその中の液体を口に含ふく──、

「狼谷かみやッ！　無事か!?」

「……ッ!?」

「か、神かん崎ざき……っ？　なんで……？」

　ドアが破れんばかりの勢いで開かれ、部屋に飛とび込こんできた神かん崎ざきがあらん限りの声で叫さけぶ。そのせいで蓮れん太た郎ろうはカップを落としてしまい、夜や久くも突とつ然ぜんの来訪者に目を丸くしている。

「な、なんだよ!?　ッ！　お前、あんときの変態か！」

「誰だれが変態か！　夜や久くに比べれば私などまだマシだ！」

　そう叫さけんで神かん崎ざきは夜や久くを指差す。夜や久くはただ目を白黒させ、神かん崎ざきを見ている。

「テメエ言うに事欠いて……確かに夜や久くはいくらか暗いところがあるけどな！　断じてお前みたいに屈くつ折せつした性せい癖へきは持ってねえぞ！」

「そ、そうだよ……っ、私、ただ蓮れん太た郎ろうとお茶しようとしてた、だけ……っ」

「なら狼谷かみやに飲ませようとしていたその茶を自分で飲んでみろ」

「う……っ」

　神かん崎ざきの言葉に何な故ぜか夜や久くは後ろめたそうに目を逸そらす。その反応に蓮れん太た郎ろうが困こん惑わくしていると、今度はこちらに神かん崎ざきが視線を向けた。

「狼谷かみや、夜や久くの行動が本当に善意からのものだと思っているのか？」

「……どういう意味だよ？」

「見せてやろう」

　そう言って神かん崎ざきは部屋の本ほん棚だなに手をかける。壁かべ一面をすっぽり覆おおってしまうほど大きな本ほん棚だな、しかしそれを神かん崎ざきは片手で手前に動かしていく。

「ッ？」

「これを見てもまだ、先ほどと同じことが言えるか？」

　神かん崎ざきがそう言い、蓮れん太た郎ろうの後ろで夜や久くが血の気を引かせている。

　そこにあるのは筋肉、筋肉、筋肉、筋肉。ソフトなＢＬからゴリゴリのマッチョが絡からみ合あうハードなものまで、その手のＤＶＤがびっしりと隙すき間まなく、それこそタイルのように壁に貼られている。さらに神かん崎ざきが動かした本ほん棚だなの裏側には、自作と思おぼしき同人誌（♂）がこれでもかと貼られていた。

　その幼い女の子の部屋とは思えない光景に絶句する蓮れん太た郎ろう。それに対して夜や久くが必死に弁明をする。

「ち、違ちがうの……っ、これは……その……インテリア、そうインテリア……っ、私はただの装そう飾しよく品として集めてて……っ」

「ほう、ならこれはなんだ？」

　そう言って神かん崎ざきは、ＤＶＤが一面に貼はり付つけられた壁かべを軽く横に押おす。すると壁かべはガラッという音を立ててスライドした。どうやらその壁かべ自体が引き戸になっていたらしく、奥おくにある空間に手を突つっ込こんで神かん崎ざきが何かを引っ張り出す。

　精せい巧こうに作られたラブドール（男）である。

「これも、インテリアか？」

「……そう、だけど」

　無理がありすぎる。

「夜や久く、正座」

「っ？　な、なんでそんなこと……？　だ、第一それが私のものっていう、証しよう拠こも……」

「正座ッ！」

「は、はい……っ！」

　裂れつ帛ぱくの怒ど声せいに圧あつ倒とうされて夜や久くはちょこんと床ゆかに座すわり込こむ。目には少し涙なみだが溜たまっている。

「反対側の壁かべも同じようになっているが、見るか？」

「いや、いい……」

　なんだろう、この信しん頼らいを裏切られた感覚は。

「ッ！　も、もしかしてさっきの茶も！」

「恐おそらくは睡すい眠みん薬やく入りだろうな。貴き様さまを眠ねむらせて何をしようとしていたのやら」

「な、何もしようとしてないっ、私はただ、倒たおれた蓮れん太た郎ろうを看病してただけ……っ」

「それに貴き様さま、ツイッターで『最近やってきた新入居者の大だい臀でん筋きんが素す晴ばらしい。今度じっくり観察せねば……』などと言っていたそうだな」

「ち、違ちがう……っ、きっとそれは、フリーメイソンの仕し業わざ……っ、今流は行やりの……アカウント乗っ取り……っ」

「フリーメイソンは狼谷かみやの大だい臀でん筋きんに興味などない！」

　叫さけび、神かん崎ざきはため息をつく。

「これで分かっただろうが。夜や久くは見た目は子供だが、中身は性の化け物だ。隣りん人じんとして接する分には信しん頼らいして構わんが、今後は不用意に隙すきを見せるな」

「うぅ……」

　項うな垂だれて小さく呻うめく夜や久く。その姿を見下ろしながら背筋に薄うすら寒さむいものを感じる。竜りゆう子このように分かりやすい変人ではない分、こちらの方が数段タチが悪い。

　──何なんだここは……ここの連中は！　まともな奴やつは誰だれかいないのか!?

「大だい丈じよう夫ぶか狼谷かみや。望もち月づきのスープも飲んでしまったと聞くが、気分でも悪いのか？」

　心配そうに声をかけてきたのは神かん崎ざきだった。常識人のフリをしてもそうはいかない騙だまされない。既すでに蓮れん太た郎ろうはこの男が変態であることを知っているのだから。

「……なんで助けた。何が目的だこの変態め」

「貴き様さまも中々いい度胸をしているな……私はただ望もち月づきから、夜や久くが貴き様さまを自室に持っていったと聞いて乗のり込こんできただけだ。打算はない」

「似たような台詞せりふを、さっき夜や久くも言っていたから信しん頼らいできない」

「そうか……なら言い方を変えよう」

　そう言いながら神かん崎ざきは胸ポケットから煙草たばこの箱を取り出し、そこから抜ぬき取とった一本を咥くわえて火を点つける。

「貴き様さまはどうも誤解しているようだが、私はこのアパートではかなりマシな方だ。仕事にもキチンと就ついているし常識も弁わきまえている。マゾはマゾでもＴＰＯを弁わきまえたプロのマゾだ」

「Ｍにプロっていんのか？」

「いる」

　言い切りやがった。

「ともかくだ。これからは貴き様さまもこのラスボス荘そうで暮らすのだからな、頼たよることの出来る隣りん人じんぐらいは把は握あくしておけ」

「……」

　やや不本意ながらも蓮れん太た郎ろうは首を縦に振ふる。竜りゆう子こと夜や久くがツートップでヤバイということは今までのやりとりで嫌いやというほど把は握あくできた。だとすれば神かん崎ざきは、おしなべて危ない連中揃ぞろいのここでは、釈しやく然ぜんとしない部分もあるがまだマシな部類なのだろう。

「あ、あの……そろそろ足、限界……なんだけど……」

　そのとき、正座させていた夜や久くが苦しそうな声を上げる。見ると夜や久くは涙なみだ目めのまま、こちらを見上げていた。

「お、お願い、します……反省したから……足、くずさせて……」

「二度と猥わい褻せつな行こう為いに及およばないと誓ちかうなら構わん」

「足が壊え死ししてでも、耐たえきってみせる……」

　さっきまでの弱気な態度はどこへ行った。

「なあ、ところでよ」

「なんだ？」

　夜や久くが顔を真っ赤にして足の痺しびれに耐たえている横で蓮れん太た郎ろうは神かん崎ざきに問いかける。

「神かん崎ざきさんさっき、キチンと普ふ通つうに仕事に就ついてるって言ってたよな？　何をしてるんだ？」

「区役所職員だ。そこの区民生活課で働いている」

　そう言いながら神かん崎ざきは煙草たばこの灰を携けい帯たい灰皿に落とす。

　区役所というところは知識としては蓮れん太た郎ろうも把は握あくしていた。どのような業務が行われているのかは知らないが、しかし漠ばく然ぜんと後ろめたさとは無む縁えんな仕事という印象は持っていた。

「その仕事って難しいのか？」

「受け取り方は人による。なんだ？　興味があるのか？」

「ああ、可能なら一度働いてみたい」

「……」

　その言葉に神かん崎ざきは目を細める。蓮れん太た郎ろうの表情を見て、思いつきで言ったのではないということを察した上で問い返す。

「……働くのならアルバイトもあるし、それに生活費なら日向ひなたが何とかするから心配など不要だが？」

「そういうことじゃない。俺おれの目的のためにこの社会を知っていきたい。なら実際に社会で働いてみるのが色々と手っ取り早いし、アンタがいるところならやりやすいと思っただけだ」

「……」

　蓮れん太た郎ろうの言葉に少し考かんがえ込こむ素そ振ぶりを見せる神かん崎ざき。そして顔を上げて首を横に振ふった。

「済まないが私では力になれんな。貴き様さまは私の職場で働くには若すぎる」

「……そうか」

「れ、蓮れん太た郎ろう……働いてないことを、気にしてるんなら……大だい丈じよう夫ぶ。私と竜りゆう子こも……働いて、ない……」

「違ちがうわ！　お前らと一いつ緒しよにすんな！」

　このラスボス荘そうの変人ツートップである。

「まあ少し待っておけ。貴き様さまが社会不適応者でない限りは、近いうちに日向ひなたが貴き様さまの働き場所を探してくるだろう」

　そこまで言って神かん崎ざきはすっと目を細める。

「それに、そもそも私は元の世界に帰りたいからそれに向けた準備として働いているだけだ。仮に貴き様さまが私の職場に来たとしても得るものは或あるいは少ないかもしれん」

「ッ!?」

　思わず息を吞のむ。

　日向ひなたから聞かされていた、この世界から元の世界に帰ろうとしているもう一人のラスボス。それが、今目の前に立っている。

「そうか……ならアンタと俺おれは同じ位置に立ってるってわけだ」

「なんだと？」

　よりによってこの変態と同じか、と若じやつ干かん気落ちしないでもないが、それでも蓮れん太た郎ろうは同じ目的を持っている相手に視線を向ける。

「俺おれもアンタと同じだ。いつか必ず元の世界に帰るって目的のために、このラスボス荘そうにやってきたんだ」

「っ……」

　その言葉に神かん崎ざきは驚おどろいた表情を見せる。蓮れん太た郎ろうが何を言っているのか分からないと、そういった感情を含ふくんだ表情だ。そして今まで仏ぶつ頂ちよう面づらだった神かん崎ざきが少しだけ嬉うれしそうに笑う。

「いい心がけだ。ここでは私以外にそういう目標を持っている者がいなかったからな」

「らしいな」

　蓮れん太た郎ろうからしてみればずいぶんと志の低い話である。せっかく死んだ後にもう一度チャンスが訪おとずれたというのに、それを生かさないなどあまりに勿もつ体たいない。

「そうか……それで貴き様さまは元の世界に戻もどった後何をするつもりだ？」

「決まってんだろ。戦争を起こすんだよ」

「……何だと？」

　その瞬しゆん間かん、それまで嬉うれしそうにしていた神かん崎ざきの眉み間けんにぴくりと皺しわが寄る

「……日向ひなたからは、貴き様さまの世界は人間と魔ま族ぞくが共存する平和な世界となったと聞いていたが」

「はっ、あんなモンまやかしだ。俺おれは認めねえよそんな世界」

　思い出し、心底苛いら立だったように吐はき捨すてる。

「俺おれは魔ま王おうだ。全ての魔ま族ぞくが平和に生きていける世界を作ってやる義務がある。んでその平和な世界に、人間なんて要いらない」

「……」

「人間は敵だ。俺おれが導いてきた魔ま族ぞく達たちはいずれ必ず人間に裏切られるに決まってる。だからその前に、そんなハリボテの平へい穏おんを俺おれがぶち壊こわしてもう一度大戦を起こす。そして俺おれが作ろうとした平和な世界を、必ず作り上げんだよ」

　神かん崎ざきは蓮れん太た郎ろうの言葉を黙だまって聞いていた。聞き終えて、目を細めながら煙草たばこを取り出す。

「……それが貴き様さまの元の世界に戻もどりたい理由か」

　煙草たばこを咥くわえ、その先せん端たんをライターの火が炙あぶる。そして窓を開けて、深く吸った煙草たばこの煙けむりを吐はき出だした神かん崎ざきは、灰をトントンと携けい帯たい灰皿に落とす。

「貴き様さまは私が、元々何であったか聞いているか？」

「……いや？　聞いてねえ」

「破は壊かい神しんだ。恒こう星せい一つを取とり込こんで核かくとし、意志を持って活動して宇宙に害をなすと判断した人類を駆く逐ちくするために生み出された存在だった。まあ、最終的には人類に敗北したがな」

「……そっかなるほどな。つまり神かん崎ざきさんはそんな自分を殺した人間達たちに復ふく讐しゆうするために、元の世界に帰ろうとしてるんだな？」

　納なつ得とくしたようにそう言う蓮れん太た郎ろう。しかし神かん崎ざきは何な故ぜか不ふ機き嫌げんそうに首を横に振ふる。

「違ちがう。私が戻もどろうとしている理由は、人類を駆く逐ちくすることが存在理由だからだ。恨うらみなど毛頭ない」

「んだそりゃ……けど要は人間を皆みな殺ごろしにするってことだろ？　どっちでも一いつ緒しよじゃねえか」

　人間など蓮れん太た郎ろうにとってはただの害虫だ。それを殺す理由に拘こだわる神かん崎ざきの気持ちが蓮れん太た郎ろうには理解できない。

　だがそんな蓮れん太た郎ろうの態度を見て、神かん崎ざきはつまらなそうに煙草たばこを携けい帯たい灰皿にねじ込こんだ。

「同じ目的を持つ者が出来たと思ったが……どうやら見み込こみ違ちがいだったらしいな」

「……？　どういう意味だ？」

　神かん崎ざきの言葉の意味が分からず思わず問い返す蓮れん太た郎ろう。しかし神かん崎ざきは蓮れん太た郎ろうの問いを無視して語り始める。

「ここに住む者は皆みな自分なりの目的に向かって生きている。私であれば元の世界に返かえり咲ざくことであるし、望もち月づきであればこの世界で自分のラーメン屋を開くことだったりな」

「死人が出る前に止めてくる」

「まあ待て。奴はあれで真しん剣けんだ。決してふざけているわけじゃない」

「真しん剣けんに俺おれたちを殺そうとしていると？」

「そういう意味でもない」

　そう言って神かん崎ざきは思い返すように天てん井じようを見上げる。

「奴やつは、かつてはありとあらゆる竜りゆうの頂点に立つ神しん竜りゆうだった。私と奴は、ここに住むまでの二年間は日本を共に旅していたが、望もち月づきは決して最初から、あんな楽観的で能天気な性格ではなかった」

「っ……そう、なの？」

　正座したままの夜や久くが反応する。蓮れん太た郎ろうよりも長い間彼かれらと過ごしているはずの夜や久くも、そのことは知らなかったという様子だ。

「この世界に来たばかりの頃ころ、奴やつは復ふく讐しゆうに燃えていた。まあ、人間に討うち殺されて力の大半を失って異世界に放り出されたのだからな……それも至し極ごく真っ当な考え方というものだろうが」

　言いながら神かん崎ざきは視線を落とし「だが」と言葉を継つぐ。

「そんなとき、奴やつが出会ったのがラーメンだ。ボロボロの状態でこの世界で初めて食べたその一杯ぱいがあまりにも美う味ますぎて、それっきり復ふく讐しゆうのことなど忘れてしまったようだ」

「そりゃあなんとも……竜りゆう子こさんらしいっつうか……」

「そうだな、実に望もち月づきらしい。だが、そのらしさを生み出したのはそのときに食べた一杯ぱいのラーメンだ。そしてそれ以降は、その味を再現するために日夜寝ねる間を惜おしんでスープ作りに没ぼつ頭とうしている」

「……いやでも、それであのレベルってのは」

「そうだな。さっさと上達して欲ほしいものだ、私たちの命に関わってくる」

　苦笑いを浮うかべる神かん崎ざき。そしてふっと目を細めて蓮れん太た郎ろうに視線を向ける。

「だが、それでも望もち月づきの目的は奴やつの信念に基もとづいている。私も自分の存在理由のために動いている……貴き様さまとは違ちがってな」

「ッ……どういう意味だオイ」

「貴き様さまの目的には、信念がないと言っているんだ」

「ッ!?」

　ガタンと机が揺ゆれる音。考えるよりも先に蓮れん太た郎ろうは立ち上がって神かん崎ざきを睨にらむ。

「どういう意味だ……誰だれに信念がないって!?」

「分からないのか？　だとすればずいぶんと視野が狭せまいな」

　食くらいつくような鋭するどい蓮れん太た郎ろうの視線。しかし神かん崎ざきは微び動どうだにせずこちらを見み据すえている。

「私が元の世界に帰りたい思うのは自分の存在理由が人類を駆く逐ちくすることだからだ。望もち月づきもこの世界に骨を埋うずめるつもりでラーメン作りに心血を注いでいる」

「ンなモン俺おれだって──」

「一いつ緒しよにするな。貴き様さまはただ、自分が気に入らないという理由から、平和になった故郷を再び戦火に落とそうとしているだけだ」

「……っ!?」

　神かん崎ざきの呆あきれたような言葉に、蓮れん太た郎ろうは言葉もない。

「貴き様さまは魔ま族ぞくが平和に暮らしていける世界を作るために戦っていたのだろう。ならその目的が達成されてなお戦う必要などない。これ以上は貴き様さまのエゴだ」

「ち、違ちがう！　人間は信しん頼らいできない！　だから共存なんて間ま違ちがってるんだ！」

「人間のことをロクに知ろうともしなかった貴き様さまがそれを言うのが滑こつ稽けいだと、私は言っているんだ」

「っ……」

　反論したかった。しかし言葉が出てこない。相手の言葉にも理があると思ってしまっている自分がいる。

　──違ちがう……俺おれは……。

　ずっと、蓮れん太た郎ろうの周りには信しん頼らいできる仲間がいた。思い返せば彼かれらが、蓮れん太た郎ろうの掲かかげた目標に血肉を与あたえてくれていたように思う。だから見み据すえていた未来に、辿たどり着くことが出来ていた。

　しかし今は蓮れん太た郎ろう一人だ。自分の歩みを支えてくれる仲間達たちはもういない。

「……貴き様さまにも事情はあったのだろうがな。しかし少なくとも、自分の今後の目標はもう一度考えてみろ。意地だけで異世界で暮らすのは骨が折れる」

　不意に、神かん崎ざきが笑う。自分自身厳しいことを言ったと思ったのか、その顔に似合わない優やさしげな笑えみを浮うかべる。

「このラスボス荘そうに暮らす者は皆みな、揺ゆるぎない目標を持って生きている。私や望もち月づきだけではなく、他の三人もな」

「他の……連中も？」

「そうだ。私は元の世界に戻もどること、望もち月づきは理想のラーメンを作ること。勿もち論ろん、日向ひなたと夜や久くにもそれはある」

　神かん崎ざきの言葉に、夜や久くはコクリと頷うなずく。

「わ、私は……必ず蓮れん太た郎ろうをネコに変える……そ、して……その暁あかつきには神かん崎ざきをタチに変エッ!?」

「今のはなしだ。忘れろ狼谷かみや」

　そこそこの勢いで振ふり下ろされたチョップをまともに食くらい、頭を押おさえて「くぅ……っ」と小さく涙なみだ目めで声を漏もらす夜や久く。とても痛そうである。

「とにかくだ。このラスボス荘そうの多くの者はしっかりとした目標を持っている。貴き様さまもせっかく生まれ変わったのなら、もう一度自分の目標を見つめ直してみろという話だ」

「……」

　神かん崎ざきの言い分は分かった。恐おそらく傍はたから見れば、神かん崎ざきの言うことの方が正しいのだろう。自分の考えは、人間嫌ぎらいの考えを押おしつけるエゴなのかも知れない。

「……けどよ。だからって人間と仲良くなんて俺おれには……」

　目を伏ふせる蓮れん太た郎ろう。それを横目に神かん崎ざきは少しだけ笑ってみせる。

「すぐには難しいかも知れんな……まあともかく気長にやってみることだ。私にできることがあればなんでもしよう」

「神かん崎ざきさん……あ、ありが──」




「皆みなーッ！　次のスープができたから、味見をして欲ほしいのじゃ！」




　その瞬しゆん間かん、窓を蹴け破やぶって外に飛び出そうとした蓮れん太た郎ろうを神かん崎ざきが羽は交がい締じめにして留とどめた。

「か、神かん崎ざきさん……ちょっと放してくれねえ？　俺おれ用事が……」

「用事ならスープの試飲が終わってからでも行けるだろう？　遠えん慮りよはするな、全部飲み干してしまえ」

　必死にその場から逃にげようとする蓮れん太た郎ろうを、さっきまでの良いい顔は何だったんだというような形ぎよう相そうで締しめ上あげ続ける神かん崎ざき。言葉こそ先ほどと同じテンションだが、目は全く笑っていない。

「なんじゃ？　何をやっておる」

「ああ気にするな。すぐ終わる」

　小こ鍋なべを持って玄げん関かんに立っている竜りゆう子こに神かん崎ざきは笑え顔がおでそう言う。しかし腕うでの力は一向に緩ゆるめる気配はない。

「神かん崎ざきさんアンタどういうつもりだよ……ッ!?　次にアレを飲んだら俺おれ死ぬぞ!?」

　竜りゆう子こに聞かれないように小さな声で神かん崎ざきに耳打ちする。それに神かん崎ざきはゲスのような笑え顔がおを浮うかべて返した。

「なあ……私は貴き様さまが来るまでは、いつも奴やつのスープの試飲係だった……しかし今は貴き様さまという生け……おっと、適任者がいる。なら後は……分かるな？」

「今、生いけ贄にえって言おうとしたよな！　生いけ贄にえって言おうとしたよなオイ!?」

「それが何だ？」

　──開き直りやがった！

　本気で極きめられて身動きが取れない。このままでは竜りゆう子この毒どく牙がにかかるのは間ま違ちがいなく自分、助けを呼ぼうにもカナも日向ひなたも今はいないし、夜や久くは「いい……っ！　男同士、絡からみ合い……っ！」と謎なぞの興奮状態に入っていて役に立ちそうもない。

　──くそっ！　やるしかねえ！

　こうなったら神かん崎ざきを力ちから尽ずくで振ふりほどくしかない。蓮れん太た郎ろうは羽は交がい絞じめにされながらも、相手の足の甲を全力で踏ふみ潰つぶそうとし……初動の段階で脚を止められた。

「なっ!?」

「甘あまいわぁッ！」

　身体からだが回転する。手足を搦からめ捕られ、そのままロメロスペシャルに固められる。

「アアアアアアアアア!?　イダダダダダ！」

「さあ選べ狼谷かみや！　このまま技わざを受け続けるか！　それとも望もち月づきのスープを飲むか！」

「の、飲まねえ！」

「なら言い方を変えてやろう！　このまま死ぬかスープを飲んで死ぬか選べ！」

「何だその二にた、オイ夜や久くお前何俺おれのズボンを下ろしてんだ！　離はなれろこの」さらに神かん崎ざきの腕うでに力が入る。「アアアアアッ!?　骨がアアアアアアアアアッ！」

　部屋の中に蓮れん太た郎ろうの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたる。そしてその下では神かん崎ざきが勝かち誇ほこったように笑っていた。

「ハハハハハ！　さあどうする!?　選べ！　どちらにせよ貴き様さまは終わりだがなあ！　ふうっはっはっはっは──」

「なんじゃもしかしてどっちが飲むのかで揉もめておったのか？　安心せい、キチンと全員分作ってあるのじゃ」

　そのとき！　神かん崎ざき伸しん介すけを絶望が襲おそう！

「……はは、何を言っているんだ望もち月づき。今日の味見係は狼谷かみやだろう？」

「何を言っておる？　いつもお主ぬしに味見をしてもらっていたではないか」

　可愛かわいらしく首を傾かしげて可愛かわいくない鍋なべの中身を見せつける竜りゆう子こ。その鍋なべに満たされた紫むらさき色いろの液体に冷ひや汗あせを流しながら神かん崎ざきは必死に笑え顔がおを取とり繕つくろう。

「だ、だからこそ今回は私は不適任だ。毎回私ばかりが味見では参考にならないだろう？　だからこそ、新しい意見を取り入れるためにそれは全て狼谷かみやに味見してもらった方がいい」

「むう、そうなのかの……？」

「ああその通りだ！　だから今回は──」

「だらあッ！」

「ッ!?」

　そのとき、ロメロをかけられていた蓮れん太た郎ろうが動く。会話に夢中になって緩ゆるまったホールドを振ふりほどき体勢を逆転。そのままロメロの体位が逆転する。

「そんなこと言うなっての神かん崎ざきさん！　本当は腹減ってんだろ!?　遠えん慮りよせずに飲めよ！」

「なッ!?　何を馬ば鹿かなことを！　早く放せこ……何をベルトに手をかけている夜や久くッ！　放せこの」先ほどのお返しとばかりに蓮れん太た郎ろうの腕うでに力が入る。「アガアアアアアアアアアアッ！」

　弓なりにしなる神かん崎ざきの身体からだとメキメキ音を立てて軋きしむ骨の音。それを聞きながら蓮れん太た郎ろうは笑え顔がおで竜りゆう子こに叫さけぶ。

「ほらな！　神かん崎ざきさん腹の虫が鳴るぐらい空腹なんだよ！」

「ほ、本当じゃ！　メキメキ音が鳴っておる！」

「ち、違ちが……ッ、人間の腹はそんなふうには鳴らなあああああああああああああああッ！」

「ッ……な、なんじゃ嬉うれしいではないか伸しん介すけよ！　お主ぬしの分も用意してやるからの！」

　心底嬉うれしそうにそう言って、竜りゆう子こは部屋のコンロに鍋なべをかけて火をつける。それを見届けて蓮れん太た郎ろうはロメロを解いた。

「いやあ良かったな神かん崎ざきさん。これで神かん崎ざきさんもあのスープが飲めるな」

「貴き様さまァッ！　どういうつもりだクソ外げ道どうがァッ！」

「一人だけ助かろうなんて考えの方が甘あめえってんだよ！　一いつ緒しよに地じ獄ごくに行こうぜオラァッ！」

　お互たがいの胸むなぐらを摑つかんでメンチを切り合う蓮れん太た郎ろうと神かん崎ざき。その間に必死になって夜や久くが割って入る。

「け、喧けん嘩か……ダメっ、それより今はこの状じよう況きようをどうするか……か、考えないと……っ」

「「ッ！」」

「このままだと最悪……共とも倒だおれに、なる……っ、それだけは避さけないと……っ」

　夜や久くの必死の言葉に二人はお互たがいの血ち反へ吐どを吐はいて倒たおれる姿を思おもい浮うかべて我を取とり戻もどす。そしてゆっくりと胸むなぐらを摑つかんでいた手を離はなした。

「済まなかった狼谷かみや……私はさっきまでどうかしていたようだ……」

「無理ねえよ……死の恐きよう怖ふが迫せまっている状じよう況きようじゃな……」

「そう、だよ……っ、まずは生き残る方法、考えないと……っ」

「「黙だまれ妖よう怪かいズボン下ろしが」」

　お互たがいに社会の窓を閉じながらそう言い放ち、そして横目で竜りゆう子こを見る。

　鍋なべを搔かき混まぜる姿はとても楽しそうだ。このままでは間ま違ちがいなく二人共スープの餌え食じきだろう。

「さて、どうするかだな……この場を穏おん便びんに収める方法は……」

「あのスープをそのままひっくり返しちまうってのはどうだろ、神かん崎ざきさん。全部流れれば諦あきらめるかも……」

「ダメだな。同じものを作ってくるだけだろうし、アレが可燃性の場合、近きん隣りん一帯が消し飛ぶ可能性もある」

「だったらこのまま逃にげるってのはどうだ？　わざわざ味見してやる義理もないし、このままここを離はなれれば……」

「駄だ目めだ。その場合、望もち月づきは代わりに近所の者にスープを飲ませる可能性が高い。身体からだの頑がん丈じような私たちラスボス荘そう住人なら最悪集中治療室ＩＣＵで済むだろうが人間では耐たえられないだろう」

「神かん崎ざき……あ、集中治療室ＩＣＵとか近きん隣りん一帯が消し飛ぶとか……そんな単語がポンポン出てくること、疑問を持って……？」

「なんじゃー？　何を騒さわいでおる？」

「「「ッ!?」」」

　突とつ然ぜん声をかけられて三人が一いつ斉せいに背筋を伸のばす。

「な、なんでもねえよ？」

「あ、ああそうだ……なんでもない」

「う、うん……なんでもない、デス……」

「ふむ？　まあ良よい。もう少し待っておれよ～？」

　少し疑問を抱いだいたようだが、あまり興味もなかったのかすぐに鍋なべに視線を戻もどす。鼻歌交じりで、子供がプレゼントを待っているような純じゆん粋すいそのものの表情だ。とても大量虐ぎやく殺さつ兵器を作っているとは思えない。

「くっ……もう駄だ目めか……？」

「諦あきらめんなよ神かん崎ざきさんッ！　このままじゃ二人揃そろって御お陀だ仏ぶつだぞ!?」

「だがどうする？　私もどうにかしたいが、この状じよう況きようでは何も……」

「……ま、待って…………私に、いい考えがある……」

　そのとき、真しん剣けんな顔をした夜や久くが口を開いた。

「ふ、二人の内の一人だけなら……何とか、助かるかも……」




　　　　　＊　＊　＊




「ありえないありえない！　絶対許さないアイツ！」

　西日が照らす通学路を息せき切ってカナは走る。今日は一日中、自分に恥はじをかかせたアイツに復ふく讐しゆうすることしか考えていなかったカナは大おお股またで道路を駆かけ抜ぬけていく。

　蓮れん太た郎ろうのせいで大おお恥はじをかいた。学校で勇気を絞しぼって声こわ高だかに『スカイツリーって変形するんだよ！』などと叫さけんだせいで今やカナは完全に中二病扱あつかいだ。

　──絶対許さない……八やつ裂ざきにしてやる！

　アパート敷しき地ち内に足を踏ふみ入いれ、階段を二段飛ばしで上っていく。と、そこで自室の扉とびらの鍵かぎを開ける日向ひなたの姿が見えた。

「おや、石動いするぎさん、おかえりなさい」

「ただいまッ！」

　日向ひなたに乱暴に言葉を返しカナは大おお股またで蓮れん太た郎ろうの部屋に向かう。その様子を目まの当あたりにした日向ひなたは、心配そうに言葉をかける。

「石動いするぎさん？　ど、どうされたんですか、そんなに怒おこって」

「蓮れん太た郎ろうに嵌はめられたの！　私、蓮れん太た郎ろうのせいで、学校の皆みなに胸も頭の中身も可愛かわいい痛い女って思われたんだよ!?　誰だれの胸が可愛かわいいんだ馬ば鹿か！」

　動どう揺ようのあまりカナは一人ノリツッコミをしてしまった。

「ともかく蓮れん太た郎ろうに話があるから！　日向ひなたさんは引ひっ込こんでて！」

「はあ……」

　日向ひなたに強く言って蓮れん太た郎ろうの部屋の前に立つ。少し前までは空いていたカナの隣となりの部屋である。

　カナは、その部屋のドアノブを握にぎって勢いよく開いた。

「蓮れん太た郎ろうッ！　アンタね！　今日の朝のこと──」




「アーッハッハッハッ！　さあどうする狼谷かみやァッ！　いよいよ全ぜん裸らだなァッ!?」

「クソッタレがッ！　すぐにアンタも同じにしてやらあッ！」

「良よいぞ良よいぞ！　頑がん張ばるのじゃ二人共！」

「いい……っ、最高の、被ひ写しや体たい……っ！」

「いいだろう来るがいい！　私のこのパンツをそう易やす々やすと獲とれるとは思わな──」




　バタンッ！

「ん？　どうしました？　入らないのですか？」

「……あ、うん。なんかね、開け方が悪かったみたいで別の空間に繫つながったみたい……」

　ドアを開けた先にあったのは、全ぜん裸らの蓮れん太た郎ろうとパンツ一枚の神かん崎ざき、そしてそれを囃はやし立たてる竜りゆう子こと狂くるったように一眼レフのシャッターを押おしまくる夜や久くだった。

　動どう揺ようのあまり滝たきのように流れる冷ひや汗あせを拭ぬぐい、深呼吸して息を整える。そして先ほどの異常な光景を空間の捻ねじれが見せた幻まぼろしと自分に言い聞かせ、カナはもう一度ドアノブに手をかける。

「れ、蓮れん太た郎ろう！　アンタね！　今日の朝のこと──」




「「アウトッ！　セーフッ！　よよいの──」」

[image: ]




　バタンッ！

「あの……本当にどうしたんですか？」

「ううん……なんでもない。ちょっと野や球きゆう拳けんだっただけ……」

「すみません、分かるように言っていただけますか？」

「無理だよ、見ても分からなかったのに……」

　そう言いながら、その場にうずくまるカナ。どうやら先ほどの光景は見み間ま違ちがいでも幻まぼろしでもなかったらしい。

　──私……あんな奴やつに騙だまされて……。

　そして、自分があんな頭の悪い奴やつに騙だまされたと知って涙なみだが出てきた。

「もういいや……じゃあね日向ひなたさん……また、明日……」

「はあ……」

　怪け訝げんそうな表情で部屋に戻もどっていく日向ひなたを背後に、カナは自分の部屋の扉とびらをガチャリと開く。




「オラァッ！　負けたんなら、さっさとパンツ脱ぬげっつってんだろヌケサクがあ！」

「嫌いやだァッ！　私は……ッ、男の手でパンツを脱ぬがされるなど絶対に嫌いやだァッ！」




「なんで!?」

　そこには、泣なき叫さけぶ神かん崎ざきのパンツを全力で引ひき剝はがそうとする全ぜん裸らの蓮れん太た郎ろうがいた。

「ちょ、待って!?　ここ私の部屋だよね!?　どういうこと!?」

「ん？　おおカナか。おかえりなのじゃ」

「部屋……ちょっと、借りてる……」

「いや借りてるじゃなくて！　何が起きてるのこれ！」

「おお、これか？」

　慌あわてふためくカナに、神かん崎ざきのパンツを引ひき剝はがしながら全ぜん裸らの蓮れん太た郎ろうが口を開く。

「実は今、俺おれと神かん崎ざきさんで竜りゆう子こさんの試作スープの独どく占せん権を賭かけて野や球きゆう拳けんをしてたんだ。けどこの通り負けた方が暴れるから部屋が狭せまいと危なくてな。壁かべをくりぬいてお前の部屋も借りてるんだよ」

「え？　ああ!?」

　言われて今いま更さら気付くカナ。蓮れん太た郎ろうの言ったように、二つの部屋を仕切る壁かべは綺き麗れいに取とり払はらわれており、二つの部屋が一つになっていた。

「何してんのこれ!?　直るの!?　直せるよね!?」

「何を言っておるのじゃカナよ。この前なぞ全ぜん壊かい状態から直ったではないか」

「全部、日向ひなたさんの力じゃん！　竜りゆう子こさんは特に何もしてないでしょ！」

「んなことあったのか……」

　唯ゆい一いつその当時のことを知らなかった蓮れん太た郎ろうが思わず声を上げる。

「というか……何が原因で竜りゆう子こさんのスープを賭かけた野や球きゆう拳けんなんて馬ば鹿かな状じよう況きようになったの？　意味が分からないんだけど」

「バカとは何だカナ！　これは夜や久くがせっかく提案してくれた、竜りゆう子こさんのスープを俺おれか神かん崎ざきさんのどちらか一方に自然な形で押おしつけるために、野や球きゆう拳けんの形をとって負けた方に全部飲ませるっていう勝負なんだぞ！」

「そのルールだと既すでに蓮れん太た郎ろうが負けてる気がするんだけど……」

「そこは夜や久くの提案でよ、この野や球きゆう拳けんでは裸はだかまで追おい詰つめられてから三敗した方が負けだ」

「野や球きゆう拳けん、は……全ぜん裸らになってからが華はな……」

　知らんがな。

「っていうか……それを竜りゆう子こさんの前で喋しやべっちゃってもいいの？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。竜りゆう子こさんはバカだから」

　酷ひどい言われようである。

「……？　何じゃ？　何の話じゃ？」

　しかし竜りゆう子このおつむも負けず劣おとらず酷ひどかった。

　──というか野や球きゆう拳けんを提案されて素す直なおに飲んじゃう辺り、相当竜りゆう子こさんのスープを飲むのが嫌いやだったんだろうなあ。

　目を輝かがやかせる夜や久くを呆あきれ半分に見ながらそんなことを思っていたカナ。と、そのときパンツを引っ張られ続けていた神かん崎ざきが今いま更さらカナの存在に気付いた。

「石動いするぎ!?　助けてくれ！」

「助けてくれって……神かん崎ざきさん負けたんでしょ？　だったら大人しく脱ぬがされれば？」

「だが……男に下着を脱ぬがされるなぞ死に勝まさる屈くつ辱じよく！　どうせ脱ぬがされるのならば石動いするぎに脱ぬがされたい！」

「うわあ……」

　どん引きするカナと何の話をしているのかよく分かっていない様子の竜りゆう子こ。その隣となりでは夜や久くが「それはそれでアリ……」と意い味み深しんに笑いながら呟つぶやいている。

「テメエ神かん崎ざきさん動くんじゃねえよ！　パンツ脱ぬげクソが！」

「うわああああああ！　嫌いやだアアアアアアア！」

「だから動くなって……ッ！　ああもういい！　先に絞しめ落としてから脱ぬがせてやらァ！」

「お！　面おも白しろそうじゃな！　儂わしも儂わしも！」

「いい……っ！　男同士裸はだかの絡からみ合あい……っ！　まさに、夜のアクセルシンクロ……っ！」

「夜のアクセルシンクロって何？」

　裸はだかの神かん崎ざきに同じく裸はだかの蓮れん太た郎ろうがヘッドロックをかけ、そこに面おも白しろ半分で混ざった竜りゆう子こが神かん崎ざきの足を極きめる。そしてそれに夜や久くがよく分からないことを口走りながらシャッターを切りまくっている。もうカナには何が起きているのかもよく分からない状じよう況きようとなっていた。

「おや？　皆みなさんこの部屋にいらっしゃったのですか？」

「あ、日向ひなたさん？」

「ッ!?」

　そのとき、部屋の外から日向ひなたがひょっこりと顔を出す。そしてその瞬しゆん間かん夜や久くの動きが止まった。

「ずいぶんと賑にぎやかなので様子を見に来たのですが、なんだか楽しそうですね」

「日向ひなたさんにはそう見えるの？」

「ええ、狼谷かみやさんがここに馴な染じめているようでとても安心しています」

　にこやかにそう答える日向ひなた。一方、その下では神かん崎ざきが白目を剝むき始めてそろそろ危ないことになってきている。

「ですが、はしゃぐのもその辺りにしておいてくださいね。このままでは神かん崎ざきさんが落ちてしまいますから」

「いや、まさに落とそうとしてんだけど……」

「儂わしらは伸しん介すけを絞しめ落としてパンツを脱ぬがせねばならぬからの」

「その行動に至るまでの経けい緯いを知りたいところです」

　まったくその通りである。

「ともかく、おふざけはその辺りで終わりです。彼かれを放してあげてください」

「ああ……まあ、日向ひなたさんがそう言うなら」

「じゃな。充じゆう分ぶん楽しんだしの」

「いや、楽しんじゃ駄だ目めでしょ!?」

　二人が手を緩ゆるめて身体からだから離はなれる。そして神かん崎ざきがゴホゴホと激しく咳せき込こみながらゆっくりと身体からだを起こした。

「し、死ぬかと思った……」

「ねえ神かん崎ざきさん……？　だ、大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「問題ない……途と中ちゆうからは石動いするぎの手で絞しめ落とされているのだと、自己暗示をかけていたお陰かげで寧むしろ気持ちよかった」

　身体からだは大だい丈じよう夫ぶだが、頭は大だい丈じよう夫ぶではなかった。

「……ところで、どうして夜や久くさんはカメラを持っているのですか？」

「っ……!?」

　話を振ふられてびくっと身体からだを震ふるわせる夜や久く。ゆっくりと振ふり返かえったその顔は、ただでさえ色白な肌はだがさらに青白くなっている。

「こ、これはその……えっと……っ」

「ああ、そうだ。実はコイツとんでもねえ変へんた──」

「蓮れん太た郎ろう！」

　蓮れん太た郎ろうが日向ひなたに語ろうとするが、それより先にカナが声を荒あらげる。

「アンタ、ちょっと黙だまってて」

「あん？　なんで？」

「何でもいいから黙だまっていろ。後で説明してやる」

　神かん崎ざきと二人して蓮れん太た郎ろうを黙だまらせるカナ。その最中にも夜や久くは必死に言葉を紡つむいでいる。

「こ、このカメラは違ちがう……から……っ、別に、やらしい気持ちとかじゃ、なくて……私は、その……」

「はい、分かっていますよ、夜や久くさん？」

　そのとき、日向ひなたが優やさしく笑ってポンと頭に手を置く。

「貴女あなたはそんなことを考える人ではない。そのカメラも、そのような意図があってここに持もち込こまれたわけではない……ですよね？」

「っ……う、うん……っ！」

　日向ひなたの言葉に安あん堵どの笑えみを浮うかべる夜や久く。その表情は、心の底から安心した様子を窺うかがわせる。

「……オイまさか」

「分かったなら口に出さないで」

　蓮れん太た郎ろうが何かを察し、カナは呆あきれたように頷うなずく。

　夜や久くは基本的に変態であるのだが、日向ひなたに対してだけは必死にそれを隠かくそうとする。理由は単純、日向ひなたが好きだからである。

「良かった……良かったよぅ……」

　何度も胸を撫なで下ろしている夜や久く。確かに好きな相手にあの性せい癖へきは見せられないだろう。夜や久くでなくても隠かくして当然だ。ただ……。

　──日向ひなたさんは当然、感づいてるんだろうなあ……。

　横目で日向ひなたを見る。いつも通りの朗ほがらかな表情だが、日向ひなたの洞どう察さつ力は妖よう怪かい並だ。恐おそらくは夜や久くの噓うそは全て分かった上で知らないふりをしてやっているのだろう。

「さて……それではこの騒さわぎもお開きにしましょうか。お二人とも服を着てください」

「え？　いやしかし、このままではスープが……」

「ご安心ください。僕ぼくが上う手まく処理をしておきます」

　思わず目を丸くする蓮れん太た郎ろうと神かん崎ざきの前を横切り、部屋に入った日向ひなたは鍋なべを覗のぞき込こむ。

「……うん、いいでしょう。望もち月づきさん、このスープを頂いてもよろしいですか？」

「ッ!?　バカ言うな日向ひなたさん！　よせ！」

「命が惜おしくないのか日向ひなたッ！　馬ば鹿かな真ま似ねは止やめるんだ！」

「む？　全部欲ほしいのかの？」

「はい、いかがでしょうか？」

「「やめろおおおおおッ！」」

　竜りゆう子このスープを全て引き受けようとする日向ひなたの行為に、蓮れん太た郎ろうと神かん崎ざきは（自分の命惜おしさに相手を差し出そうとしたことを棚たなに上げて）必死に制止する。しかし肝かん心じんの竜りゆう子こは、日向ひなたのその提案にあまり乗り気ではないのか少々眉まゆをひそめている。

「しかしのう……このスープは蓮れん太た郎ろうと伸しん介すけも欲ほしがっておる。お主ぬしだけに全部くれてやるのはいささか……」

「そのことでしたら安心してください。あとであのお二人にもお裾すそ分わけ致いたしますので」

「「ッ!?」」

「おう！　それなら良よいじゃろう！　持っていけ！」

「ありがとうございます。それでは後で部屋に運ばせていただきますね」

　そう言って日向ひなたは凍こおり付つく蓮れん太た郎ろうと神かん崎ざきの前でぺこりと頭を下げる。それを後ろから見ていたカナは、恐おそる恐おそる日向ひなたに問いかけた。

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶ……？　それだけの量のスープを摂せつ取しゆしたらクジラでも死にかねないよ？」

「安心してください。これは僕ぼくが飲むわけではありません。某ぼう国こくに兵器として売り飛ばします」

「何、悪あく魔まみたいなこと言ってんの!?」

「……？　僕ぼくはおかしなことでも言いましたか？」

　キョトンとした様子の日向ひなたに、カナは声を張り上げる。

「おかしいでしょ！　何よ、某ぼう国こくって!?」

「ああそのことですか。安心してください、国の名前は出せませんが、今までも何度も取引をしている相手ですので、きっと今回も高値で取引できるでしょう」

「違ちがうよ!?　私は別に安く買かい叩たたかれる心配をしていたんじゃないんだよ!?」

「そうなんですか？　しかしそれ以外に何が……」

　本気で分からない様子の日向ひなた。そんな彼の姿にカナは頭を抱かかえたくなる。

「あのね、日向ひなたさん、お金も確かに大事かも知れないけど、もっと大切なモノも世の中にはあるんだからね？」

「ありませんよ」

「何、その即そく答とう!?　あるよ、愛とか想おもいとか色々と！」

「愛も想おもいも買えます。買えないと言うのなら、それは金額が足りないだけです」

　──助けて神様！

　自分が暮らすこのアパートには、どうやら常識人がいないらしい。

「さて、それでは後片付けをしていきましょう。それが終わった後はもう食事ですからね」

「「ああ……最後の晩ばん餐さんか……」」

「ほらもう日向ひなたさんの説明が足りないから二人共絶望してるでしょ!?　ちゃんと説明してあげて！」

「っ……？　カ、カナ……今の絶望のどん底状態の二人なら……流れに任せて何でも言うことを聞いてくれる可能性も……っ」

「ないよ、何言ってるの！」

「うぅ」

　興奮する夜や久くをぴしゃりと叩たたく。と、そこで竜りゆう子こがふと口を開いた。

「して皆みなの者よ。夕ゆう餉げはどうするかの？　もう夕方じゃし、やはり外食かのう？」

「そうですね。皆みなさんはそれで構わないですか？」

「私は……日向ひなたや皆みながいるなら、どこでも……」

「私は石動いするぎに踏ふみつけてもらえるならどこでも」

「神かん崎ざきさん、外でそういうこと言ったら本当に殺すからね？」

　五人でわいわいとしゃべりながら話を進めていく。そしてとりあえず外に出て決めるか、と全員が入口の方を向いたそのとき、

「ちょっと待て、お前ら！」

「「「「「……？」」」」」

　声を上げたのは蓮れん太た郎ろうだった。ジャージをもう一度着直し、意を決したように立ち上がる。

「その飯……俺おれが作る」




　　　　　＊　＊　＊




「しかし、意外だな。貴き様さまはまだこの世界に来て日が浅いんだろう？　だというのにこれだけの料理が出来るとはな」

「そうじゃの。まさか儂わしのスープ材料のあまりでこれだけ色々作るとはのぅ」

「意外……」

　蓮れん太た郎ろうの部屋で丸い硝子ガラステーブルを五人で囲みながら、神かん崎ざきや竜りゆう子こが口々に声を上げて総菜を口に運んでいく。

「ですが何な故ぜ、急に料理を？　何か思うところでもあったのですか？」

「いやまあ……ちょっとな」

　オムライスに豚とん汁じる、野菜炒いため、アジフライ、トマトサラダと、食しよく卓たくの上に並べられているのはどれもとても良く出来ていた。ありあわせの食材を使って出来る料理ばかりを作ったのでバラバラなメニューではあるが、それでもずいぶん上手に出来たように思う。

　──よし……やっぱ料理ならここの連中を従順に出来るな。食ってる間はこいつらも大人しい。

　神かん崎ざきの言葉は確かに説得力があった。だが蓮れん太た郎ろうとて少しばかり何か言われたからといって、自分の意志を簡単に曲げるような男ではない。そして、この世界から帰き還かんしようと思うのならやはりラスボス荘そうを自分の軍門に降くだらせる過程は必ひつ須すだろう。

　──まずは連中を胃い袋ぶくろから懐かい柔じゆうする！　その為ためなら料理ぐらい、いくらでも作ってやらあ！

「しかしそれにしても生き生きと料理をしているな、狼谷かみやの奴やつは」

「そうじゃのう……蓮れん太た郎ろうの奴やつ、よっぽど楽しいんじゃなあ」

　そんなことを話しながら神かん崎ざきと竜りゆう子こは、台所で嬉き々きとしてキャベツを刻む蓮れん太た郎ろうを見ていた。

「……？　カナ……どうしたの？」

「……別に」

　そんな中、何な故ぜかカナだけは不ふ機き嫌げんそうに黙もく々もくと箸はしを動かしていた。その様子に蓮れん太た郎ろうは呆あきれた様子で問いかける。

「なんだよカナ、お前、朝のことまだ怒おこってんのか？」

「まだって何!?　アンタ謝あやまってないでしょ!?　私、本当に大恥はじかいたんだからね!?」

「……お前まさか、あの話を周りに……？」

「う……っ、そ、そうだよしちゃったんだよ！　どうしてくれるの!?」

「なんだ？　何の話をしている」

　どん引きする蓮れん太た郎ろう。そこに神かん崎ざきが問いかける。

「ああ、実は今日の朝カナにスカイツリーが変形するって吹ふき込こんでな。そしたらコイツ真まに受けて──」

「ッ[image: びっくりはてな]」

　そのとき、ガタンと机を鳴らして日向ひなたが動こうとして、止まった。

「ああ何だ……そういう冗じよう談だんですね。安心しました」

「……日向ひなたさん今、何に反応したんだ？」

「いえ何も。さあ食事を続けましょう。せっかく作っていただいた料理が冷めてしまいますよ？」

「……」

　今明らかにスカイツリーが変形という部分に過か剰じよう反応を見せた日向ひなた。正直深く触ふれるのが怖こわいので蓮れん太た郎ろうはそれ以上追求せずに話題を切り上げる。

　──ん？　そういえば……。

　夕方、神かん崎ざきと話していたときに、このラスボス荘そうの住人は全員（夜や久くは若じやつ干かん怪あやしいが）目標を持っていると聞いた。しかし考えてみれば、日向ひなたやカナのことについては聞きそびれていた気がする。

「そうそう狼谷かみやさん、貴方あなたに言っておかなければならないことがありました」

　そのとき、日向ひなたが思い出したように顔を上げた。そしてカナと蓮れん太た郎ろうの顔を交こう互ごに見る。

「？　なんだよ」

「今日一日色々と根回しをして、決まったことなのですが」

　そう言って日向ひなたはオムライスをもぎゅもぎゅと頰ほお張ばりながら、ついでのように口にした。

「来週から、石動いするぎさんと同じ学校に編入することになりました」

「んだよそんなことか」

「はいはい分かったよ。私と蓮れん太た郎ろうが同じ学校に──」




「「……え？」」




　思わず声を上げる。それはカナも同じだった。

　かくして、カナとの遺い恨こんというそれなりに大きな障害をもたらした蓮れん太た郎ろうの人間生活は、その日を境にまた一歩、割と雑に次のステージへと進められることとなる。
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「何な故ぜじゃ～、儂わしのラーメンの何がいけないと言うんじゃ、ふざけるでない馬ば鹿か者～っ！」

「バカかお前はぁ……いいかあ？　お前のラーメンなんて、あれだ……えっと、まあいい……眠ねむい」

「お客さん……ウチは飲み屋じゃねーんですがね……」

「すいません。いつもご迷めい惑わくをかけてしまって」

　不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめる屋台の主人に日向ひなたは頭を下げる。

　その屋台はラスボス荘そうの近くをたまに通る昔懐なつかしいラーメン屋台で、ラーメン好きの竜りゆう子こはその屋台のチャルメラが聞こえてくる度たびに、いつも神かん崎ざきと日向ひなたを連れてここを訪おとずれている。

　しかしこの屋台は、ラーメン屋のくせに冷えたビールが出てきてしまう。そのせいで元来酒さか盛もり好きな竜りゆう子こは、いつも二人に酒を無理矢理勧すすめてこのような状態になってしまうのである。

「しかしあれじゃな！　ここのラーメンはいつ食っても格別じゃのう！　そうは思わんか!?　創そう一いち郎ろうに伸しん介すけよ！」

　枝豆の皿を手に取りながら、竜りゆう子こはそんなことを言う。

「は、はい……そうですね」

「何といってもこの屋台のラーメンはコシが違ちがう！　加水率高めのもっちりした食べ応えある麵めんに、鶏とりガラの出だ汁しが効いたスープがよく絡からみよる！」

「……どうもありがとうございます」

「いやはや良よい仕事じゃ！　スープオフやダブルテイストなど奇きをてらったラーメンも悪くはないが、やはりこれこそラーメンじゃ！　日本のラーメンとはかくあるべきじゃのう！」

　枝豆の皿を手に取りながら、竜りゆう子こはそんなことを言う。

「オイ！　望もち月づき、貴き様さま今何と言ったぁ？」

　しかしそのとき、既すでに完全に出来上がっている神かん崎ざきが立ち上がった。そしてすっかり据すわった目で竜りゆう子こを睨にらみ付つける。

「その手に持っているのが最高のラーメンだとォ？　それは、本気で言っているのかぁ？」

「あん!?　何じゃお主ぬし!?　儂わしの見立てに文句でもあるのか!?」

「お客さん。揉もめ事ごとは困りますぜ」

「すいません。お二人とも、ここで喧けん嘩かは──」

　その瞬しゆん間かん、神かん崎ざきが竜りゆう子この肩かたを抱だいた。

「貴き様さま……ッ！　いィいことを言うじゃないか！　私もまさに同じことを考えていた！」

「おおそうか！　流石さすがは伸しん介すけじゃな！　お主ぬしは味が分かる良よい男じゃ！」

　枝豆を手にしながらがっはっはと高笑いする神かん崎ざきと竜りゆう子こ。竜りゆう子こはともかくとして、神かん崎ざきの方もかなり普ふ段だんとは違ちがう振ふる舞まいをしている。

「まあ……楽しいのならいいのですが……」

　酒の力はかくも恐おそろしいものと痛感しつつ、日向ひなたは自分のラーメンのスープを啜すする。際きわだって個性はないが、何度も食べたくなるようなほっとする味だ。竜りゆう子このラーメンとは天と地の差がある。

「ふう……しかしあれじゃな。お主ぬしは昔から変わらんな。今でも元の世界に帰りたいと思っておるのか？」

「なんだあ？　それの何がおかしい……？」

「その……なんじゃ。お主ぬしはこの町の区役所で働いていて収入も安定しているし、見てくれも決して悪くはない……いっそ、妻を娶めとってこの世界に骨を埋うずめるのも、それほど悪くないのではないかの？」

　──お？

「何をバカなことを……元の世界に返かえり咲ざくのは私の悲願だ……それに、私を夫にしようなどという女はまだまだいない」

「いや……一人知っておるのじゃ……」

　不意に、竜りゆう子こが神かん崎ざきの手を握にぎる。そして僅わずかに顔を赤らめ、神かん崎ざきの目をじっと見み据すえた。

「その女はラーメン屋という自分の夢を叶かなえるために日々を頑がん張ばっておる……今は何者でもないが、いつか一国一城の主あるじになったとき、その女と添そい遂とげるのも……悪くはないのではないかの？」

　心の中で日向ひなたは舌を巻く。ここまでストレートな告白、神かん崎ざきはどう出るのか固唾かたずを吞のんで見守り……。

「で？　誰だれの話だ、それは？」

　その場の、店主も含ふくめた全員の空気が固まった。

「あっはっは！　なんだそれは、まるでソイツ貴き様さまのようじゃないか、望もち月づき！　貴き様さまと添そい遂とげるなど想像しただけでへそが茶を沸わかすわ！　ぷっあっはっは！　オイ店主、茶を貸せ！　試ためしに一度、私のへそで沸わかしてみ」「伸しん介すけのあほぉッ！」「がはッ!?」

「返せえ！　儂わしの決意を返せ、馬ば鹿か者ォッ！」

「あばばばばっばばばっばっ！」

　おお、壁かべに押おさえつけて逃にげ道みちを塞ふさいでからのデンプシーロール。アレは痛い。

「お客さん、あのお二人と一いつ緒しよで、いつも大変ですね」

　日向ひなたのことを気き遣づかったのか、店主がそんな言葉をかける。それに日向ひなたはいつものように笑って返した。

「いえ、お陰かげで楽しいですよ。毎日ね」
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「私と知り合いだって言ったら殺す」

　朝、顔を合わせて最初にカナが言った言葉がそれだった。

「……いや、ちょっと意味が分からん」

「分かるでしょ大体。要は私は蓮れん太た郎ろうと知り合いだと思われたくないの」

「んだよそれ、知り合いっつーか隣となり同士だろうが」

「だからそれを学校の皆みなに知られるのが恥はずかしいの！」

「それは、声こわ高だかにスカイツリーが変形するなんて言い出すお前とどっちが恥はずかしいんだ？」

「ぶっ殺すよ!?」

　五月十日。ラスボス荘そうの廊ろう下かにカナの怒ど声せいが響ひびく。時刻は午前七時、まだ街が目を覚まし始めた時間帯であり、通行人は朝練に向かう学生や少数のサラリーマンぐらいしかいない。

　二人は現在、高校の制服に身を包んでいた。白のカッターシャツに学校指定の紺こん色いろのブレザー。蓮れん太た郎ろうが履はいている革かわ靴ぐつは新品で傷一つない。お互たがいに制服姿がとても似合っているが、蓮れん太た郎ろうはまだ服が馴な染じんでおらず少々服に着られている感があった。

「ったく、そんなに嫌いやなら俺おれのことなんざ放っておけばいいってのに」

「駄だ目め。日向ひなたさんに頼たのまれたんだから。蓮れん太た郎ろうをしっかり学校まで連れて行ってやれって」

　ぶつくさ言いながらもカナは、シャツの裾すその皺しわやボタンの掛かけ違ちがいなど、適当に着ていた蓮れん太た郎ろうの制服を綺き麗れいに直していく。

「……今ここでこのまま絞こう殺さつすれば、よけいなリスクは減らせるんだよね……」

「お前、それ本気で言ってないよな!?」

　周りがぶっ飛びすぎていて目立たないがカナもそこそこ思考が怖こわい。

「つかもういいっての。事前に流れは日向ひなたさんから聞いてるし、俺おれはほっといて早く学校に行けよカナ」

「だからそういうわけにはいかないんだって。私だって蓮れん太た郎ろうが初めての学校じゃなきゃわざわざ面めん倒どうなんて見ないよ」

「だからそれが大きなお世話だっての……先に行って友達とでも喋しやべって……痛ッ!?」

　ゴッという音と共に臑すねに鈍にぶい痛みが走る。ローファーの硬かたい爪つま先さきに蹴けり上げられたのだ。

「はいできた……余計なこと言わないでいいから」

「オイちょ……待てカナ！　何だ今の蹴けり！」

「行ってきます」

　叫さけぶ蓮れん太た郎ろうだったがその声が届く前にカナは階段を下りて行っていた。臑すねをさすり涙なみだ目めになりながら蓮れん太た郎ろうは苦痛に呻うめく。

「チクショウあの野や郎ろう……つかなんで神かん崎ざきさんはこの痛みを喜ぶんだ……」

　痛む足で立ち上がると、蓮れん太た郎ろうは階段をゆっくり下りる。天気は良く、空は青く澄すみ渡わたっている。

　──嫌いやだなあ……。

　正直に言えば学校になど行きたいとも思わない。人間が何十人も狭せまい空間に箱はこ詰づめで、しかもそいつらとコミュニケーションを取らなければならないなど、想像しただけで肌はだが粟あわ立だってくる。

　だがそれでも蓮れん太た郎ろうが素す直なおにそれに応じたのは、やはりこの世界に馴な染じむ上で人間のコミュニティーに入ることは必ひつ須すだと思ったからだ。

「仕方ねえ……やるか」

　自分を激げき励れいするように一人呟つぶやき、蓮れん太た郎ろうは歩き出す。

　その日から、蓮れん太た郎ろうの高校生活が始まることとなった。
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　ラスボス荘そうのある渋しぶ谷やから電車で二駅、外周八百メートル程度の大きさの小こ綺ぎ麗れいな鉄筋校舎が見える。

　都立諏す訪わ原ばら高校。平成元年に創立された公立高校であり、どこにでもあるような普ふ通つうの学舎であり、そしてカナが籍せきを置き蓮れん太た郎ろうが今日から籍せきを置くことになる学校である。

「ふむ、君が狼谷かみや蓮れん太た郎ろう君ですな？」

「は、はい」

「はは、緊きん張ちようしているようですな。この時期の急な編入ですから無理もない」

　薄うすくワックスのかかった廊ろう下かを歩きながら前を行く白髪しらがの男は、蓮れん太た郎ろうに朗ほがらかに笑う。でっぷりとした腹と鼻の下に蓄たくわえられた立派な髭ひげが目立つ貫かん禄ろくある姿をしている。蓮れん太た郎ろうはその後ろについて歩いていた。

「……というか、まさか校長先生に出で迎むかえてもらえるなんて思ってなかったです」

「はっはっは、君は日向ひなた殿どのから任された生徒だからね。失礼があっては大変だ」

「……？　日向ひなたさんを知ってるんですか？」

「勿もち論ろんだとも。私が校長にまで登のぼり詰つめたのもあの人がいたお陰かげだ。日向ひなた殿どのと出会わなければ今ごろ、私は網走あばしりで海の藻も屑くずとなっていただろう」

　──何があった……。

「えーっと？　まあ日向ひなたさんとは色々あったんですね」

「その通りだ。私は日向ひなた殿どのが言えばゴミでも食べるし、君達たち生徒を皆みな殺ごろしにすることも厭いとわない。それを覚えておきたまえ」

　教育者としてその発言はどうなんだろうか。

「あ……そういえば、この学校に石動いするぎカナって生徒がいると思うんですけど、知ってます？」

「ああ勿もち論ろんだとも。彼かの女じよも日向ひなた殿どのから任された、大事な人物だからね。私としては入学試験も免めん除じよにしてあげたかったんだが、それは本人が嫌いやがったそうだ」

「へえ……」

　それを聞いた蓮れん太た郎ろうは素す直なおに驚おどろく。蓮れん太た郎ろうの方は編入試験を日向ひなたの力で免めん除じよしてもらっての入学なので、それを考えるとカナは意外と頭が良いいのかも知れない。

「学校で……アイツはどんな感じなんですか？」

「そうだねえ……とてもいい生徒だよ。成績も良いいし態度も良いい。遅ち刻こく欠席もほとんどないし、今は声優の仕事をこなしながらも学業には支障をきたしていない。クラスメイトからの評判もいいし、この学校の顔と言ってもいいかもしれないね」

「……」

　校長の言葉に少々驚おどろく。ラスボス荘そうの中でのカナの姿しか知らない蓮れん太た郎ろうにとって、校長の口から語られるその人物像は想像も出来ないものだ。

「本当に凄すごい子だよ。やりたいことがあるのならそちらを優先して構わない、成績のことはどうにでもすると言ったんだが、余計なお世話だったようだ」

「せ、成績をどうにでもするって言ったんですか？」

「そうだとも。君もやりたいことがあるのなら遠えん慮りよなく申し出たまえ。教頭を日本刀で斬きりつけるぐらいのことなら私が揉もみ消してあげよう」

「そんな教頭先生が可哀かわい想そうなことしませんよ!?」

「はっはっは、安心したまえ。九割は冗じよう談だんだ」

　まずい。一割は本気で言っている。

「……とまあ色々と言っているものの、出来るだけ学校でもあの子を気にかけてやってくれたまえ」

「……？」

「特別なことはせずともいいんだ。ただ、クラスの中で話しかけてあげるだけでいいから」

　校長の顔に少しだけ寂さびしそうな表情が過よぎる。しかし、

「学校で話しかけたら殺すって言われてるんですけど……」

「それなら教頭を貸そう。何かあったらそれを盾たてにしたまえ」

「教頭先生を何だと思ってるんですか!?」

　ひとまず校長と教頭の間にどんな確かく執しつがあったのか非常に気になるところではある。

「ここだね。とりあえずここで待っていてくれ。もうすぐ担任が君のことを呼ぶだろうからね」

「は、はい……」

「それでは、私はこれで」

　そう言って校長はその場から去って行く。正直に言えば聞きたいことは山ほどあったが、一いつ旦たんそんな思いを吞のみ込こんで大きく深呼吸する。

　──高校生活か……。

　漠ばく然ぜんとした不安を覚え知らず知らずのうちにため息をつく。大だい丈じよう夫ぶ問題はない。確かに人間は嫌きらいだが、それでも友好的なふりをするぐらいは出来る。

「寧むしろ問題はカナの方をどうするかだよな……」

　一番大きそうなその問題を考えて暗あん澹たんとした気持ちになる。と、そのとき、がらりと教室のドアが開いた。

「それでは狼谷かみや君。教室にどうぞ」

「っ！」

　声をかけられて先ほどまでの迷いも吹ふっ切きり、蓮れん太た郎ろうは教室へと足を踏ふみ入いれた。
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「──と、いうわけで急な話ですが、今日は転校生が来ています」

　教きよう壇だんに立った若い男性教きよう諭ゆのその言葉に、クラスの中で嬉き々きとした感情を多分に含ふくんだ声が上がる。その中にあってカナは、窓まど際ぎわの席で肘ひじをついてその話を聞いていた。

　──まさか……私と同じクラスなんて……。

　思わずうんざりとした表情を浮うかべてしまう。もう家に帰りたい。

「はいはい！　皆みな、ざわざわしない！　それじゃあ新しいクラスメイトを紹しよう介かいします！」

　そう言って担任がドアをがらりと開け「教室にどうぞ」と外にいる者に声をかける。

　そして入ってきた男子生徒を見て、クラスの女子達たちの間でどよめきが起こった。

「ねえねえ……結構かっこよくない？」

「そうだよね!?　なんだか顔つきがめちゃくちゃ可愛かわいい！」

「え～、そう？　普ふ通つうぐらいでしょ？」

「うんうん、なんかちょっと線が細すぎて女みたい。もうちょっとがっしりしてる方が私は好きかな」

「私……転校生補正でめちゃくちゃイケメンに見えるっす……」

　男子達たちが平熱な中、活発な女子達たちはその新しいクラスメイトの容姿に喧けん々けん囂ごう々ごうと意見を交かわす。そんな様子を後ろから眺ながめていたカナは、転校生──狼谷かみや蓮れん太た郎ろうと目が合ってケッと反へ吐どを吐はくジェスチャーをしてみせて蓮れん太た郎ろうの表情を曇くもらせる。

　公平な目から見れば、蓮れん太た郎ろうの容姿は中の上辺りだ。目鼻立ちはある程度整っており、身体からだつきも細く締しまっている。……カナからすれば、だからなんだという話ではあるが。

「それじゃあ狼谷かみや君、自己紹しよう介かいをお願いしますね」

「はい」

　そう言って教きよう壇だんに立ち、クラスメイトに向き合う蓮れん太た郎ろう。その視線を避さけるようにカナは窓の外に視線をやる。

「えー、初めまして皆みなさん。練ねり馬ま区くから来ました狼谷かみや蓮れん太た郎ろうです。親の都合で妙みような時期に編入となりましたが、今日からよろしくお願いします」

　蓮れん太た郎ろうの短い挨あい拶さつが終わり、クラスの中に拍はく手しゆが上がる。練ねり馬ま区くから来たというのは日向ひなたがあらかじめ決めておいた設定であり、書類上の本ほん籍せき地も当然そこだ。

「では……狼谷かみや君に何か質問したいことはありますか？」

　拍はく手しゆが止やむのを見計らって担任がクラスの皆みなにそう問いかける。すると途と端たんにあちらこちらで（大半は女子の）手が挙がった。

「えっとぉ……狼谷かみや君は彼かの女じよはいるんですかぁ？」

　手を挙げたのは茶ちや髪ぱつ縦ロールに垂れ目の女子だった。名前は確か種子たねが島しま絵え里り奈なである。

「彼かの女じよ……は、いないっすね」

　おお、とクラスの中に笑い声が上がる。この辺りも事前に日向ひなたが決めていた設定だ。

「じゃあ～、いたことはぁ？」

「ない」

　またしても歓かん声せい。「その質問もういいんだよ！」という笑い混じりのツッコミが周りから入り、今度は別の女子が立ち上がる。

「じゃあじゃあ！　狼谷かみや君、趣しゆ味みとかあるっすか？」

　蓮はすっ葉ぱな喋しやべり方でショートカットの女子が質問をぶつける。それに蓮れん太た郎ろうは少し考えて答えた。

「趣しゆ味みは……料理だな」

「えー凄すごい！　得意料理とかはあるっすか？」

「ハンバーグとエビチリかな」

「凄すごいね、料理が得意な男子なんすね！」

　これは噓うそではない。蓮れん太た郎ろうは以前に六人分の夕食を作って以来、何な故ぜか料理に熱を入れ始め、現在は毎日三食、昼の弁当も含ふくめて全員分の料理を作っている。

　──けっ！

　心の中でこっそり反へ吐どを吐はくカナ。と、今まで女子ばかりだった質問者に混じって男子が手を挙げた。

「じゃあ俺おれからも質問～狼谷かみや君ってさぁ？　何色のパンツを穿はいてるんですかぁ？」

「は？」

　おどけた調子のその質問にクラスの中で苦く笑しようの声が漏もれる。女子達たちもすっかりテンションが下がったようで鼻はな白じろんだ様子だ。

　──おっし！　いいじゃん高たか畑はた！　よくやったよ！

　明らかにすべっていた高たか畑はただが、今の空気が気に入らなかったカナはにやりと笑う。しかし、

「……穿はいてねえけど？」

　その蓮れん太た郎ろうの一言で、クラス中の空気が凍こおり付ついた。

「か、狼谷かみやくん!?　なにもそんな質問に無理してボケなくてもいいんだよ!?」

「いやボケも何も、俺おれはパンツなんて穿はいたことがない」

　慌あわててフォローに入った担任に、事もなげに蓮れん太た郎ろうはそう言い放つ。

　──何言ってんの、蓮れん太た郎ろう!?

「……は、はは！　おもしれーじゃん狼谷かみや！　何？　お前今、ノーパンなの!?」

「言ってる意味が分からん。ズボンを穿はいてるならその下はいら……ああそうか、そういや下着はこっちじゃ必ひつ須すだったか。前いた場所じゃ、誰だれも穿はいてなかったからな」

　練ねり馬ま区くへの風評被ひ害がいがすさまじいことになってきた。

「は、ははは、すげーなお前、この場面でそんなこと言えるなんてよー」

「？　いやまあ、確かに必要だっていうのは分かってるけど、何しろ最初が特とく殊しゆだったからな」

「あん？　最初？」

「ああ、実は一番最初は、そこにいるカナの着ている服を──」

「何を言おうとしてるの、蓮れん太た郎ろう!?」

　とんでもないことを言い出そうとした蓮れん太た郎ろう。その瞬しゆん間かんカナはほとんど反射的に立ち上がる。

「バカじゃないの、本当に!?　なんで急にそんな、こと……」

　そこまで言ったところでカナの言葉が萎しぼむ。自分が今どこにいるかを思いだした。
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「い、石動いするぎさん、どうしましたか？」

　担任が心配そうにカナに声をかけ、周りのクラスメイトが驚おどろいた表情でカナを見る。

「あ、あうぅ、あ」

　皆みなの視線を感じ、視野が急速に狭せばまっていく。頭も真っ白になって何も考えられない。

　普ふ段だん教室でカナは誰だれとも喋しやべらない。そんなカナが突とつ然ぜん声を荒あらげたのだから周りのこんな視線も当然だろう。だが普ふ段だんろくにクラスメイトと話さないカナには他人から視線を向けられることへの耐たい性せいが一いつ切さいなく、自分の頭の中が急速に真っ白になっていくのを感じる。

「そ、その……ごめんなさい……なんでも、なひゃっ、ないです……っ」

　目を伏ふせながら小さく呟つぶやき、カナはゆっくりその場に座すわり直す。

「……」

　その様子を、蓮れん太た郎ろうだけが不思議そうに見ていた。
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「……疲つかれた」

　夕方、学校が終わった蓮れん太た郎ろうは、籠かごの中に食材を放ほうり込こみながらスーパーの店内をフラフラと歩く。

　今日一日ひとまず頑がん張ばってみたのだが、やはりというか何というか人間社会の中で生活するのは想像以上にストレスが溜たまる。次々に話しかけてくる連中に愛あい想そ笑わらいを浮うかべながら、当あたり障さわりのない会話をして適当にやり過ごすだけでも身心共にボロボロだ。本当ならもうさっさと眠ねむってしまいたい。

　──けど駄だ目めだ……この後他の連中の分まで飯を作らないと……。

　頭の中で献こん立だてを考えながら蓮れん太た郎ろうはグラム一七〇円の豚ぶた肉にくを手に取る。他の連中を懐かい柔じゆうするには、今の蓮れん太た郎ろうでは食事以外に手段がない。ならばたとえどれだけ疲つかれていようとも休むわけにもクオリティを落とすわけにもいかないのだ。

「……にしても、カナのあれは何だったんだ？」

　自己紹しよう介かい中に突とつ然ぜん立ち上がったのは分かる。自分との関わりを他言するなと言っていたカナにとって、あのときのうっかり口をついた蓮れん太た郎ろうの発言は好ましくなかったはずだ。それは分かる。だがその後の反応は一体なんだったのか……、

「よっ！」

「ッ!?」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、幽ゆう鬼きのように店内を歩いていた蓮れん太た郎ろうの背中が勢いよく叩たたかれる。振ふり返かえるとそこに立っていたのは、髪かみを茶ちや髪ぱつに染めた軽そうな男子生徒だった。

「お前、狼谷かみやだよな？　転校生の。俺おれ、同じクラスなんだけど分かるか？」

「え、えっと……？」

　そうは言われても蓮れん太た郎ろうからすれば、クラスメイトなど全員等しく下等な人間でしかないのだ。急にそんなことを言われても全部燃えるゴミにしか見えない。

　──いや駄だ目めだ。社会に馴な染じもうとする以上人間の顔ぐらい覚えられなくてどうする！

　頭の中の記き憶おくに検けん索さくをかけ顔と名前を必死に探す。この茶ちや髪ぱつ頭には見覚えがある。朝に自己紹しよう介かいをしたときにもいた。右から燃えるゴミが四つにそこから後ろへ燃えるゴミが二つ……、

「っ、そうそう覚えてる！　宮みや原はらだろ？」

「何か今……すげー失礼な思い出し方しなかったか？」

　やや呆あきれた様子の宮みや原はらだったが、気を取り直したように手を差し出す。

「まあいーや。俺おれは宮みや原はら哲てつ也や、よろしくな狼谷かみや」

「あ、ああ、よろしく……んじゃ俺おれ、買い物があるからこれで……」

「ちょい待ち、狼谷かみや。なんか買かい込こむ量多くね？」

　早々に立ち去ろうとしたところを宮みや原はらに肩かたを摑つかまれ、蓮れん太た郎ろうは僅わずかに不満の感情を見せる。今日は色々とあって本当に疲つかれているのだ。なので蓮れん太た郎ろうの方も適当な調子で返す。

「違ちがう違ちがう……これは一人分じゃなくて六人分の晩飯だから、そりゃ多いに決まってるだろ」

「六人分？　狼谷かみや一人暮らしじゃねーの？」

「はあ？　何言って──」

　三秒間静止する蓮れん太た郎ろう。そして、朝にカナから言われていたことを思い出した。

「違ちがう！　違ちがう違ちがう違ちがう！　何言ってんだ宮みや原はらお前！　俺おれは一人暮らしだって朝も言っただろうがまったく！」

　殺されるわけにはいかない。背筋に走った原始的な恐きよう怖ふに駆かられ、蓮れん太た郎ろうは普ふ段だんの挙動とはまるでそぐわないような、胡う散さん臭くさいほどの笑え顔がおを浮うかべて言う。

「いやでもこの量はどー考えても……」

「違ちがうっての！　この量はあれだ！　えっと？　えーっと……？　そう！　俺おれ一人で食うんだ！　コレ全部俺おれの食事だから！」

「え!?　狼谷かみやお前コレ全部一人で食うの!?　一日で!?」

「そうだよバカ！　ほら俺おれってあれだろ!?　こう見えて力士目指してるからさ！」

「力士!?」

「そうだよ力士だ！　練ねり馬まが誇ほこる未来の大関、技わざのＡｍａｚｏｎとは俺おれのことよ！」

「ま、マジか……頑がん張ばれよーっ、狼谷かみや！」

「お、おう……サ、サンキューな……」

　蓮れん太た郎ろうの無理のある言い訳を宮みや原はらはあっさりと信じた。バカで助かったといったところか。──ったく心臓に悪い……さっさと帰れよ面めん倒どう臭くせえ……。

　内心でそう吐はき捨すてながら蓮れん太た郎ろうはあらかた材料を入れ終えた籠かごを持ってレジに置く。それを店員が打っていく途と中ちゆうも、宮みや原はらはずっと喋しやべり続けている。

「なーなー狼谷かみや、なんでこんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に引ひっ越こしてきたんだ？」

「それ朝も言っただろ……親の都合だ」

「どんな都合なんだ？」

「どんなってそりゃ……ああもう！　いいだろそんなこと！　知ってどうするんだよ!?」

「いーじゃん俺おれが知りたいだけなんだしよ」

　どうでもいいような質問の嵐あらしに苛いら立だちを次し第だいに隠かくしきれなくなっていく蓮れん太た郎ろう。しかしそれでも宮みや原はらは暢のん気きなままで、強く言われてこたえた様子もない。

「もういいだろ！　俺おれはこの精算が終わったら帰るからお前も──」

　そう言いながら蓮れん太た郎ろうは財さい布ふを取り出し、キャッシャーに表示された金額を出そうとする。だが、財さい布ふの中を覗のぞいた蓮れん太た郎ろうは思わず眉まゆをひそめた。

　──まずい……足りない……。

　食費はいつも日向ひなたから受け取っているのだが、今日はどうやら蓮れん太た郎ろうが計算違ちがいをしていたようで千円ほど足りなかった。そのことに気づいて小さく舌打ちする。

「あのすいません、ちょっとお金が千円ぐらい足りないんで、その分を……」

「ん？　金たんねーの？」

　店員に話しかけた蓮れん太た郎ろうを遮さえぎって宮みや原はらが手を伸のばす。そしてすっと千円札を蓮れん太た郎ろうの財さい布ふに差さし込こんだ。

「は？　ちょ、オイ……」

「返さなくていーぜそれ。話に付き合ってもらってサンキューな」

　そう言いながら手をひらひらと振ふって、宮みや原はらは店の出口に向かって歩いて行く。

「ま、待てよ宮みや原はら！　これ！」

「じゃーなー、また明日ー」

　それだけ言い残して宮みや原はらは店の外に消えていった。

「……何で、あいつ……」

　残された蓮れん太た郎ろうの財さい布ふの中には、宮みや原はらが置いていった千円札が残されていた。
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　次の日の一限目と二限目の間の休み時間、蓮れん太た郎ろうは頰ほお杖づえをついてぼけっとしている宮みや原はらの机の前に立っていた。

「宮みや原はらこれ……昨日は助かった」

「あん？　なんだよ狼谷かみやー、別に返さなくてもいいっつったのによー」

　蓮れん太た郎ろうが差し出した千円札を見て宮みや原はらはカラカラと笑う。そしてそれを「けどまあせっかく返してくれたんだしな」と、なおも笑いながら受け取る。

「……なあ、なんで昨日は──」

「お、ここにいたのか転校生」

　そのとき蓮れん太た郎ろうに一人の男子が声をかける。黒くろ縁ぶち眼鏡をかけた坊ぼう主ず頭の、ひょろ長い体格をした男だ。そのへの字に結んだ口やきっちり着き込こんだ制服などから、堅かた物ぶつなイメージを連想させる。

「僕ぼくは柳やなぎ沢さわ健けん太た郎ろう。今ちょっといいかな？」

「……？　ああ、何の用だ柳やなぎ沢さわ？」

「いや、用と言うほどのことでもないんだがね」

　そう言って柳やなぎ沢さわは内ポケットから千円札を取り出す。

「これ、昨日君が帰りに席を立ったとき落としたものだ。預かっておいたから返すよ」

「っ!?」

　言われて昨日のことを思い出す。てっきり日向ひなたから受け取り損そこねていたと思っていたが、この柳やなぎ沢さわが拾って預かってくれていたらしい。

「あ、ありがとう……」

「礼には及およばない。当然のことをしたまでだ」

「おー委員長は真面目だねー」

　面おも白しろそうに柳やなぎ沢さわを茶化す宮みや原はらを横に、蓮れん太た郎ろうは千円札を受け取る。そして思わず二人に問いかけた。

「なんで……俺おれにそんなに良くしてくれるんだ？」

「「……？」」

　蓮れん太た郎ろうの知っている人間はもっと狡こう猾かつだった。戦場での一幕と日常を比べることもおかしいとは思う。しかし少なくとも人間が、自分に益のないことをして他人を助けるということが蓮れん太た郎ろうには理解できない。

「なんでって、ンなこと言われてもなあ……」

「そうだね……僕ぼくも見つけたから預かっていただけで……」

「っ……」

　いよいよ意味が分からない。理由もなく誰だれかを助けるなど、自らの益のためなら平気で同族すら殺す人間の行動とはとても思えない。

　蓮れん太た郎ろうの持っていた人間観が、少しずつ崩くずれていく。

「そ、そういえば今日はカナいないんだな！」

「お？　あーそーだな、今日はどーしても外せない仕事があるっつーらしいぜ」

　動どう揺ようした自分を誤ご魔ま化かすように蓮れん太た郎ろうが笑い、それに宮みや原はらが答える。

「やっぱ声優っつーのも大変だよなー、けど高校生でそんなに忙いそがしいなんて流石さすがは石動いするぎだぜ」

「ああそうだね。あの高校生とは思えない演技力プラス元来の声質の良さ……それに加えて髪かみ色も含ふくめた日本人離ばなれした可愛かわいらしさ。我わがクラスの誇ほこりで皆みなの憧あこがれだ。あれで売れない方がおかしいさ」

「そうなのか……凄すごいなアイツ」

　ラスボス荘そうでのグラップラーな姿しか見てこなかった蓮れん太た郎ろうは、予想外に高いカナの評価に感かん嘆たんの声を上げる。

「ああそうさ、彼かの女じよは素す晴ばらしい……けれど一つだけ難を挙げるとすれば、フリートークの拙つたなさだろうか……」

「？　どういうことだ？」

「ラジオなんかでもよく石動いするぎさんは呼ばれるんだ。人気声優だからね。でも、どうにも彼かの女じよはそういう場に行くと黙だまり込こみがちでね……」

「黙だまり込こむ？　アイツが？」

　周りに話しかけられてもしおらしく口を閉じているカナを思おもい浮うかべる。中々に想像しにくい光景である。

「あ、そういえばよー、狼谷かみやって石動いするぎのこと名前呼びだよな？　仲いいのか？」

「ん？　ああ、俺おれは──」

　そのとき、宮みや原はらの問いに答えようとした蓮れん太た郎ろうは奇き妙みような音に気付く。カチカチカチという硬こう質しつな音、それが色々な方向から聞こえてくる。

　──何だ？　何の音だ？

「おーい狼谷かみやどーした？　質問に答えろよー？」

「お、おう悪い」

　周りから聞こえてくる音がなんなのかはひとまず置いておいて、蓮れん太た郎ろうはどう答えたものかと考える。昨日のこともあるので知り合いだと悟さとられてはいけないのは流石さすがに分かっているので、蓮れん太た郎ろうはそれを踏ふまえて無難な言葉を選んだ。

「カナとは別に何でもない。俺おれが引ひっ越こしてきたときにたまたまアイツが近所に住んでて、んで挨あい拶さつしに行ったときに上の名前が難しくて読めなかったからカナって呼んだだけだ」

　ひとまずはそれらしい言い訳が出来たように蓮れん太た郎ろう自身も思う。家が近いというぐらいの情報なら恐おそらくは知られてもセーフであるだろうし、特に不自然な部分もない。

　二人も、蓮れん太た郎ろうの言葉を特に疑うこともなかったようで、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「ああ、なるほどなー」

「そうだね、納なつ得とくしたよ狼谷かみや。君を殺さずに済んでよかった」

　──は？

「おーいお前ら、もう大だい丈じよう夫ぶだ武装解除しなー」

「狼谷かみやは石動いするぎさんに手を出すクズじゃない。殺すのはなしだ」

　その瞬しゆん間かん、再び先ほども聞こえてきたカチカチという音。周りを見み渡わたすと、クラス中の男子がカッターナイフの刃はを収めていた。

「な、何だ……一体……」

「ああ気にすんなよ狼谷かみや。連中、万が一の場合に備えただけだしよ」

「万が一ってなんだよ!?」

「そんなの、君が石動いするぎさんと付き合っていたらって場合以外にないじゃないか」

　そう言いながら二人も背中に隠していたカッターの刃を、見せつけるように収めていく。その光景に蓮れん太た郎ろうは自分の血の気が引いていくのが分かる。

「も、もし俺おれが本当にカナと付き合ってたら……お前らどうするつもりだったんだ？」

「は？　ンなモン……って狼谷かみや、止よせやい！　白昼堂々そんなグロいこと言えるかよ！」

　どうやら男子達たちは、言えないほどグロいことをするつもりだったらしい。

　──というか……もし何も考えないで本当のこと言ってたら……。

「おや？　どうしたんだい狼谷かみや、青い顔をして」

「ホントだぜ。保健室行くか？」

「いや……いい……」

　自分が生きるか死ぬかの分ぶん水すい嶺れいを知らぬ間に通り過ぎていたと知り目め眩まいを覚える。そんな蓮れん太た郎ろうを、先ほどまでのやりとりなどなかったかのように心配してくれる二人が、少し怖こわかった。
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　トントントンとリズム良く釘くぎを打つ音が響ひびく。晴天の空の下、ラスボス荘そうの庭で一人の男が日曜大工に精を出していた。

　今日は煙草たばこではなく釘くぎを咥くわえ、長なが袖そでのシャツを袖そでまくりした神かん崎ざきが適当な大きさに切り分けた木材に釘くぎを打っている。

「おや？　精が出ますね神かん崎ざきさん」

「日向ひなたか。何か用か？」

「いえ、用というほどのことでもありません。少し様子を伺うかがいに来ただけです」

　そう言いながら麦茶を渡わたす日向ひなたと、汗あせを拭ぬぐいながらそれを受け取る神かん崎ざき。前世では破は壊かいすることのみを存在理由としていた神かん崎ざきだからこそ、何かを作ることが妙みように楽しいらしく、暇ひまなときにはよくこうやって日曜大工に励はげんでいるのだ。

「そうか。ところであれから狼谷かみやはどうだ？　上う手まくやっているのか？」

「おや、彼かれのことが気になるのですか？」

「それはそうだろう。石動いするぎ以外でようやく入居してきた常識人だからな……この世界に馴な染じめないから帰るなどと言われては困るし、それに私自身も奴やつのことは中々気に入っている」

「へえ、珍めずらしいですね。神かん崎ざきさんが他人を誉ほめるのは」

「ああ、いざというとき切り捨てやすいからな」

　それは気に入っているというのだろうか。

「……ですがこの間は確か、狼谷かみやさんの方も神かん崎ざきさんを差し出して自分は助かろうとしていたように思うのですが……」

「だからいいんだ。狼谷かみやの方も私を切り捨てようとするから、私は罪悪感なく奴やつを蹴け落おとせる」

　神かん崎ざきの言葉に若じやつ干かん呆あきれる日向ひなた。しかし蓮れん太た郎ろうの方も恐おそらくは同じことを思っているだろうから、これはどっちもどっちなのだろう。

「それで、狼谷かみやの調子はどうなんだ？　しっかり学校に馴な染じんでいるのか？」

「ええ、ご安心ください。まだ編入して三日ですが、既すでにクラス内では交友関係の輪が広がりつつあるようです。元々彼かれは多くの部下を率いる魔ま王おうでしたからね。ああいったコミュニティーに溶とけ込こむことには慣れてるのでしょう」

「そうか……まあこのラスボス荘そうにすぐ馴な染じんだ奴やつだからな」

　そう言いながら神かん崎ざきは手に取ったリモコンのスイッチを指でパチンと弾はじく。すると木材の横にあった古いモーターが鉄の軋きしむような駆く動どう音を立て、ギアとアンクルを嚙かみ合あわせながら上下に動き始めた。

「しかしそうなると……石動いするぎがアレだな」

「はい、アレですね」

　神かん崎ざきの言葉に若じやつ干かん日向ひなたは眉まゆをひそめる。神かん崎ざきはそんな日向ひなたの横でリモコンのボタンを順々に押おし、その都つ度ど縦横に違ちがう動きを見せるモーターに満足げに頷うなずき、先ほど組み上げた木材を取り付けて螺ね子じで固定していく。

「まあ、ここから先は私や貴き様さまの領分ではない。後は狼谷かみやに任せるしかないだろう」

「ですね。その為ために彼かれには同じクラスに編入してもらいましたから」

「……貴き様さま、本当に何でも出来るな」

　呆あきれ半分の神かん崎ざきの言葉。しかし日向ひなたはそれに苦く笑しようする。

　ところで、だ。

「先ほどから気になっていたのですが……それは一体何を作っているのですか？」

「……？　見れば分かるだろう、三さん角かく木もく馬ばだ」

「……ああ、やっぱり。分かりたくはなかったのですが…………」

　神かん崎ざきが作っていたのは、鋭えい利りな木の騎き乗じよう部分と無骨なモーターで作られた立派な三角木馬だった。丁てい寧ねいなやすりがけ、ささくれ一つない見事な加工面に、まるで元々そういう形で作られたようにピッタリと嵌はめ合あわされている木材の接合部など、随ずい所しよに高度な技術が光る見事な逸いつ品ぴんだ。作られているのが三さん角かく木もく馬ばであるということを除けば完かん璧ぺきと誉ほめていい出で来き映ばえだろう。

「半日かけた甲か斐いがあっていい出来だ……石動いするぎに使ってもらう分にも丁ちよう度どいい」

「それ……使うんですか？　というより使わせるんですか？」

「当たり前だ。三角木馬は観賞用ではない、実用だぞ」

「どちらでもないと思いますが……」

　ため息をつきつつ、日向ひなたは目をキラキラさせて三角木馬を撫なでる神かん崎ざきから視線を逸そらす。

「さて……どう転がるんでしょうかね？」

　空を見上げぽつりと呟つぶやく。投げられた賽さいの目めは止まるまで分からない。分かっていて人間として生きてはいるが、それでもこんなときばかりは少し煩わずらわしく感じた。




　　　　　＊　＊　＊




　蓮れん太た郎ろうが編入して一週間が経たった。最初こそ異文化のコミュニティーに若じやつ干かん圧あつ倒とうされたが、現在は何とか『一いつ般ぱん的な高校生』として学校に馴な染じめている。

　しかしそんな蓮れん太た郎ろうだったのだが、一つだけ気になることがあった。

　──カナが誰だれかと喋しやべってるとこ、一回も見てねえ……。

　休み時間は机に突つっ伏ぷし、昼休みはどこかにふらりと消えて五限目が始まるギリギリまで戻もどってこない。体育で二人一組になれと言われれば世界の終わりのような顔をするし、授業が終われば誰だれとも話すことなく影かげのように席を立ち、そのまま自宅か収録に向かってしまう。

　どうやら、カナはこの世界で言うところのぼっちというものらしい。

　蓮れん太た郎ろうは学校内で話しかけてくるなとカナに厳命されていた。しかし仮にも身内であるカナがそんな状態であることが気になったのか、後から思い返せば気の迷いとしか言えないような、そんな調子で、

「カナ、一いつ緒しよに飯食おうぜ」

　昼休みの教室から逃にげようとしていたカナに、そう言葉をかけていた。

「……っ」

　まさか学校で誰だれかに声をかけられるとは思っていなかったのか、カナは驚おどろいたように目をパチクリさせて固まる。

「え……は？　えっと……」

「一いつ緒しよに飯を食おうぜ」

　念押おしにもう一度同じことを言う。今度はカナだけでなく、クラスメイト達たちも同様に固まっていた。

　……男子達たちの殺意が背中に突つき刺ささってくるのであまり長く待たせないで欲ほしい。

「……だ」

　だ？

「誰だれ……あなた……」

　──誰だれですかと来たか……。

「二年三組狼谷かみや蓮れん太た郎ろうです。これで三回目だ、一いつ緒しよに飯を食おうぜ」

　蓮れん太た郎ろうはしつこく同じ言葉を繰くり返かえす。そうしているうちにカナも落ち着いてきたのか、最初の予想通りに怒おこったように蓮れん太た郎ろうを睨にらみ始め、そしてあくまで他人として口を開いた。

「ごめん無理……今からお昼食べに行くから」

「おまっ……いやだから、その昼飯を一いつ緒しよに食おうって言ってんだよ」

「ヤだよそんなの。食欲が失うせるでしょ」

　──このクソ女……。

「蓮れん太た郎ろういつも隣となりのクラスの友達と食べてたよね？　だったらそっちと食べればいいでしょ」

「ああ、そっちならもう断ってる。今日はお前と一いつ緒しよに飯が食いたいから」

「っ!?」

　その一言で教室内がどよめく。蓮れん太た郎ろうからすれば何気ない一言であるが、傍はたから聞けばかなり気き障ざな台詞せりふだ。事実女子達たちはきゃーきゃーと歓かん声せいを上げ、男子達たちは無言で定規を研とぎ始める。

「……蓮れん太た郎ろう、どういうつもり？　おちょくってるの？」

「どういうもなにも、俺おれはただお前と一いつ緒しよに飯が食いたいだけだ」

「殺すよ？」

「一いつ緒しよに飯を食うだけで!?」

　真まっ直すぐな目をした、冗じよう談だんっ気のない脅きよう迫はくだった。

「待て待て！　何がそんなに嫌いやだっつうんだよ！　俺おれがお前に何をしたって──」

　服を強ごう奪だつ、生放送に替かえ玉だま出演、不必要なノーパン発言、スタジオから逃とう走そう、収録スタジオ半はん壊かい、部屋の壁かべぶち抜ぬき……。

「ああうん、まあそれらの件はすげえ申し訳ないとは思うけど……」

「分かってるんならいいよ。そんなクソ野や郎ろうな蓮れん太た郎ろうと一いつ緒しよにご飯なんか食べたくないって気持ち、分かってもらえるよね？」

「いやちょっと待て！　けどそれとこれとはまた話が違ちがうだろ！　第一お前、最近はいつも俺おれの部屋で一いつ緒しよに飯食ってるし、そもそもその弁当だって俺おれが作っ」

　そのとき、周りの誰だれにも見えない位置で、蓮れん太た郎ろうの腹にコンパスの針が突つき立たてられる。

「それ以上言ったら本当に殺すよ？」

「心の底から申し訳ありませんでした」

　先ほどの脅きよう迫はくとは真しん剣けん味みが違ちがった。

「それじゃあ私、どこか他のところで食べてくるから。いいよね？」

「あ、ああ……」

　いいよね、と聞きつつも明らかに同意を求めてなどいないその圧力に押おされ、考える間もなく頷うなずいてしまう。そしてカナは教室から出て行き、その背中を見送って蓮れん太た郎ろうはため息をついた。

　──きっかけがありゃ変わると思ったが、こりゃ相当に根が深いな……。

　直球勝負でいっても何とかなるかと思ったが、どうやら蓮れん太た郎ろうの認にん識しきが甘あまかったらしい。一体どうしたものかと顎あごに手を当てて考える。

「……で、お前らもお前らだ。もうカナに断られたんだからその警けい戒かい態勢を解け」

「……」

　周りに蓮れん太た郎ろうがそう言うと同時に、男子達たちは研といでいた定規を筆箱にしまう。そのプラスチックとは思えない切っ先の鋭するどさから、連中の殺意の濃こさが伝わってくる。

「あちゃー、ふられちゃったっすね」

「……普ふ島しま？」

　ふと、考かんがえ込こむ蓮れん太た郎ろうの顔を下から覗のぞき込こんでくる。声をかけてきたのは同じクラスの女子、普ふ島しま杏あん子ずだった。

　蓮はすっ葉ぱな言こと葉ば遣づかいに肩かたに掛かかる程度のショートカットに猫ねこのようにくりくりとした大きな目。小こ柄がらではあるが出るところは出た、若じやつ干かんアンバランスな印象を与あたえる女の子である。

「まったく……こんな教室のど真ん中でクラスメイトを口く説どきにかかるなんて、意外と女殺しなとこあるっすね。ひゅーひゅー」

「口く説どいてねえよ。ただ飯に誘さそっただけだ」

　女殺しは女殺しでも女の方が俺おれを殺そうとしてたんだぜさっき☆　などというベタなボケはこの場合は控ひかえるべきだろう。

「あはは、まあそれはともかくっす。よかったら私と一いつ緒しよにご飯食べないっすか？　石動いするぎさんがなんで怒おこったか、教えてあげるっすよ」

「……？　それはいいけどよ、お前弁当なくないか？」

「にひひひひ、実は今朝の朝練がきつくて早弁しちゃって……」

「ああ、なるほど……」

　要するにたかりに来たらしい。蓮れん太た郎ろうは苦く笑しよう交じりに頷うなずく。どうやらカナ以外ならセーフらしく、周りから殺気は放たれていない。

　どのみちカナと一いつ緒しよに食べるために、今日は二人分の弁当を作ってきたのだ。特に問題はなかった。




「うへえ、凄すごいっすねえ狼谷かみやのお弁当……それ本当に朝起きて自分で作ってるんすか？」

「ああ、いやほとんどは前の日の夜に作ったモンだ。この海え老びの卵とじは晩飯の海え老びフライをアレンジしただけだし、十分ぐらいでぱぱっと作れる」

「いやいやそれでも大したもんっすよ。私なんて、砂糖と塩を間ま違ちがえたり黒くろ焦こげにしたり散々で……」

「はは、んなの可愛かわいいもんだ。爆ばく発はつしたり意識が吹ふっ飛とんだりしないだけな」

「？　何の話をしてるんすか？」

「……なあ、マジで何の話してるんだろうな」

　小こ首くびを傾かしげる普ふ島しまに「こっちの話だ」と適当に返す蓮れん太た郎ろう。二人は互たがいに空いている席をくっつけて、弁当を突つつきながら話していた。

「しかし……ああいう風に誘さそっても駄だ目めとなると、カナを馴な染じませんのは結構骨だな……」

「うーん、まあ確かにずっと一人でいた人っすからね。皆みな、石動いするぎさんとは話したいって思ってるんすけど、中々近寄りがたいんすよ」

　口いっぱいに頰ほお張ばったご飯をゴクリと飲のみ込こみそんなことを言う普ふ島しま。その言葉に蓮れん太た郎ろうは顔を上げる。

「そうなのか？　俺おれはてっきり、アイツは完全にクラスの中で浮ういてるんだと思ってたが」

「いやまあ、苦手意識を持ってる人も確かに多いっすけどね。ほら、石動いするぎさんってクールビューティーじゃないっすか。だから話をしてみたいって思ってる人は結構多いんすよね」

「ん？」

　普ふ島しまが日本語を間ま違ちがえている。その言い方ではまるでカナがクールビューティーみたいに聞こえてしまうではないか。

「……一応聞くけどよ、そのクールビューティーってカナのこと言ってるのか？」

「そうっすよ？　容姿端たん麗れい成績優ゆう秀しゆう、おしゃれでスレンダーでミステリアス、私なんかチンチクリンだからすっごい憧あこがれてるっすもん」

「そうか……」

　蓮れん太た郎ろうからすればところ構わずすぐに殺しにかかってくる、血に飢うえたグリズリーのような印象なのだが、まあ受け取る印象は人それぞれなのだろう。

「ホントにこの間なんて教室でいきなり、スカイツリーは変形ロボットだとかなんとか言い出したりして、そういう何を考えてるか分からないところがあるんすよね～」

「……そうか」

　ぼっちが一いつ生しよう懸けん命めい勇気を振ふり絞しぼってそんなことを言ったのかと思うと、申し訳なさで涙なみだが出てきた。

「ところで……一つ聞きたいことがあるんすけど……」

「ん？」

「その、狼谷かみやと石動いするぎさんってずいぶん親しいっぽいすけど、どういう関係なんすかね？　さっきも石動いするぎさんが普ふ通つうに話してたのも気になったっすし」

　何な故ぜか顔を赤くしながら目を伏ふせて、普ふ島しまはもじもじしながらそんなことを尋たずねてくる。その問いの意味を計りかねる蓮れん太た郎ろうだったが、とりあえずは適当に答える。

「アイツは……ただの御ご近所さんだよ。それだけだ」

「それだけっすか？」

「それだけだ」

「そっか……良かったっす……」

　胸の内でそう小さく呟つぶやく普ふ島しま。何が良かったのか、その意味が分からず問いかけようとするが、そのとき昼休み終しゆう了りようの予よ鈴れいが鳴る。

「あー、そろそろ終わりっすね。じゃあ席に戻もどるっすよ」

「……？　ああ」

　同じ教室だというのに手を振ふって自分の席へと戻もどっていく普ふ島しまに適当に手を振ふり返かえし、蓮れん太た郎ろうも自分の席に着く。

　その日、カナは帰ってしまったのか、最後まで席は空いたままだった。
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　西日が差す帰路につきながら、スマホと睨にらめっこする蓮れん太た郎ろう。その手の中では現在進行形で送られてくるメッセージで画面が埋うめ尽つくされていた。

「なんだってわざわざ文章で会話すんだよ。電話すれば早いだろうが……」

　慣れない画面操作に四苦八苦しながら適当な返事を返す蓮れん太た郎ろう。そんな中、宮みや原はらが蓮れん太た郎ろうに向かってメッセージを飛ばす。

『そういえば狼谷かみや、今日、普ふ島しまといい雰ふん囲い気きだったよなー』

　──はあ？

　何を言われているのか分からず、若じやつ干かんの苛いら立だちを覚えつつ、何のことを言ってるんだと返信。すると五秒と経たたずにメッセージが返ってくる。

『分かんねーの？　いやほら、今日明らかに変わったことあったじゃんよ』

　──変わったこと？

　宮みや原はらの意い味み深しんな言葉に少し記き憶おくの糸を手た繰ぐる。




『れ、蓮れん太た郎ろう……これ、見て……っ』

『何だよ朝っぱらから。俺おれ今から学校……オイなんだこれ』

『蓮れん太た郎ろうと神かん崎ざきを、攻こう守しゆ逆転させてみた同人誌……っ、どう？　わ、私としては……蓮れん太た郎ろうはネコっていう常識を、打ち破った……傑けつ作さくだと自負して……』

『今日燃えるゴミだったな。丁度いい』

『ああ……っ？　待って蓮れん太た郎ろう……っ、いやあ……っ』




　あることにはあったが、これはたぶん関係ないだろう。

「……まあいいか。それより……」

　暮れなずむ空を見上げる。ここ何日か、蓮れん太た郎ろうは自分が人間社会で暮らすことに抵てい抗こうを覚えなくなり始めていることに自分でも気付いていた。

　必要もないのに苦手なスマホを使って、嫌きらいなはずの人間相手にメッセージを律りち儀ぎに返し、それにカナに学校で話しかけるという藪やぶ蛇へびなことをいつの間にかやっていた。

　──何かもう、最近ワケ分からんなぁ……。

　自分がどこに行きたいのか、自分自身でも分からなくなり始める。そんなことを考えてため息を一つついて蓮れん太た郎ろうは視線を落とした。




　蓮れん太た郎ろう、神かん崎ざき、それぞれの顔を模して作られた全ぜん裸らのラブドールが、ラスボス荘そうの目の前に転がっていた。




「貴き様さまァッ!?　なんだこれは！　なんなんだこれは夜や久くゥッ！」

「夜や久くちゃん、これは流石さすがに説明して!?　何これ！　一体何なのこれ!?」

「し、知らない……っ、私じゃ、ない……っ」

「貴き様さまの部屋の床ゆか下したに隠かくされていたんだぞ!?」

「私じゃ……ない……っ、きっと、ドッペルゲンガー的な……」

「思いっきり【オリエント工業】って書いてあるんだけど!?」

　そしてそのすぐ側そばでは、神かん崎ざきとカナが夜や久くに詰つめ寄よっていた。

　──変わったことの御おん大たい将しようみたいな出来事に遭そう遇ぐうした……。

「オイ夜や久く……どういうことだ？」

「助かった、狼谷かみや！　見ろ、この状じよう況きよう！　こいつこんな人形を隠かくし持もっていたんだぞ!?」

　神かん崎ざきが安あん堵どの表情を浮うかべ、そして夜や久くはこの世の終わりのような表情をしていた。

「またか、お前は……朝のあれに留とどまらずこんなモンまで」

「し、知らない知らない……っ、私じゃない」

「言い訳が苦しいんだよ！　お前以外に誰だれがこんなことすんだ！」

「ち、違ちがう……っ、これは、その……神かん崎ざきが作れって……っ」

「何だ、そういうことかよ」

「神かん崎ざきさん、最低……」

「見み損そこなうなよ貴き様さまら!?　何な故ぜ、私がこんな物を欲ほしがる!?」

　そんなことを言われても、コイツならありえるのではという妙みような説得力があるのが困る。

「とんだ誤解だ、まったく……いいからそれは全て廃はい棄きしろ、夜や久く！」

「そ、そんなご無む体たいな……っ、こ、こんな私のたった一つの楽しみを……っ」

「やかましい！　さあ早く捨てろ！　メーカーの連れん絡らく先だけ残して！」

「誤解でもねえじゃねえか」

「今後の接し方を改める必要があるね」

　二人の様子を死んだ目で見つめ蓮れん太た郎ろうはため息をつく。そして隣となりに立つカナに視線を向けた。

「なあカナ」

「なに？　殺されたいの？」

「お前……ついに名前を呼んだだけで……」

　行き着くところまで行き着いた自分の好感度のマイナス具合に呆あきれつつ、蓮れん太た郎ろうは問いかける。

「お前は、学校で友達を作りたいとは思わないのか？」

「……なんで？」

「いや、なんとなく……」

　集団で生きてきた蓮れん太た郎ろうとしては、常に他者の中で生活していきたいという気持ちがある。しかしカナに関して蓮れん太た郎ろうはまだよく知らないし、それに人間そのものについても不勉強だ。だからこそ確かく認にんのために問いかける。

「友達ね……うーん、まあ別にいいかな」

「そうなのか？」

「うん、私ってホラ自分がやりたいことをして生きてるじゃない？　声優にしろ学校生活にしろ、せっかく人間として生まれ変わったんだし、誰だれにも干かん渉しようされずに生きていたいんだよ。だからそういう馴なれ合あいなんかはあんまり好きじゃないかなー」

　胸を張り、斜しやに構えたような態度でそんなことを口にするカナ。それを聞いていた蓮れん太た郎ろうは、なるほどという風に頷うなずいた。

「つまりお前は、別にこの世界で人間の友達なんか要いらないっつうことだな？」

「え……？」

　なるほど納なつ得とくいく理り屈くつだ。そうであれば確かにカナにとって、昼休みに蓮れん太た郎ろうがしたようなお節せつ介かいは余計だったのだろう。

　何な故ぜか後ろで夜や久くと神かん崎ざきが信じられないといった顔をしていたが。

「あ、いや別に要いらないとまでは……」

「なんだ？　やっぱ友達欲ほしいのか？」

「バ、バカ言わないで！　友達なんてくっだらない！　私は一人が好きなの！」

「じゃあやっぱり友達なんかは要いらないってことだな」

「あ、いや……そうじゃなくて……ぅう」

　カナは泣き出しそうな顔をしているが、蓮れん太た郎ろうは一人自分の考えに頷うなずき、そしてカナの肩かたに手を置く。

「安心しろカナ。今後俺おれは、絶対にお前に学校では話しかけないし、他の連中もお前に絶対に近づけないようにしよう」

「はあ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれはこう見えてもクラス内に結構知り合いはいるからな。そいつらをそれとなくお前から遠ざかるように誘ゆう導どうして、学校生活がお前が望む形になるように協力する」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　何を勝手に！」

「安心しろ、上う手まくやるさ。な？」

　そう言って蓮れん太た郎ろうは、ポンと肩かたを叩たたく。

「お前が望む、ひとりぼっちの学校生活を俺おれが作り上げてやるよ」

「あ、うぅ……う～っ」

　蓮れん太た郎ろうの言葉にカナは俯うつむいて唸うなる。きっと嬉うれしさで思わずにやけてしまったか感かん涙るいしてしまったかのどちらかだろう。そんなに喜んでくれるとあっては、蓮れん太た郎ろうとしてもやりがいが──、

「ぅぅううううっ、らあっ！」

「ぶごはぁっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、カナの渾こん身しんのボディブローが蓮れん太た郎ろうの腹筋をぶち抜ぬいた。あまりの衝しよう撃げきに身体からだがくの字に折れ曲がり、呼吸が出来なくなって膝ひざをつく。

「この……バカ！　何で蓮れん太た郎ろうはいつもいつもそうなの!?　何考えてるのバカぁ！」

「あ、がぐぁ……っ？」

　呼吸が出来ずその場で蹲うずくまって動くことも出来ない蓮れん太た郎ろうにそれだけ叫さけび、カナは自分の部屋へと戻もどっていく。

「狼谷かみや、貴き様さまな……」

「れ、蓮れん太た郎ろう……今のは、流石さすがに擁よう護ごできない……」

　倒たおれている身体からだを助け起こしながら神かん崎ざきと夜や久くは呆あきれたようにそう口にする。しかし当然蓮れん太た郎ろうには納なつ得とくいくものではない。

「な、なんでだよ！　俺おれはただアイツの望み通りに、うっぷ……」

「む、なんじゃなんじゃ何の騒さわぎじゃ？」

　そのとき、じゃりっという足音と共に三人に声がかけられる。振ふり返かえるとスクーターを押おし、首からゴーグルを下げた竜りゆう子こが立っていた。

「ああ望もち月づきか。貴き様さまこそどうした？　朝から姿が見えなかったが」

「ちょっとバイトでもしようと思っての。さっきまで研修を受けておったんじゃ。まあ厨ちゆう房ぼうを蒸発させてしまってクビになってしまったがの」

　厨ちゆう房ぼうを爆ばく破はならそれなりに聞いたことのあるフレーズだが、蒸発という言葉はあまり耳にしない。

「まったく竜りゆう子こ、は……」

「儂わしもショックなんじゃ。都内のラーメン屋は全店でブラックリストに載のってしまって、もうバイトができんから、せっかく千葉まで行ったのじゃが……」

「都内制せい覇はしやがったのかこの人は……」

　隣りん人じんながら恐おそろしい話であると軽く呆あきれる蓮れん太た郎ろう。と、そこで竜りゆう子こが話を戻もどす。

「それよりお主ぬしらじゃ。何をしておるこんなところで？」

「ああいや、まあ色々あってよ……」

「むう？　まあ良よい。とりあえず儂わしの部屋に来いお主ぬしら、茶ぐらいは淹いれてやるからの」
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　竜りゆう子この自室、そこで事のあらましを蓮れん太た郎ろうから聞かされた竜りゆう子こは、ふんふんと頷うなずき、そして温かい茶を一ひと啜すすりして口を開いた。

「それは……蓮れん太た郎ろうが悪いの。カナが怒おこったのも尤もつともじゃ」

「な、なんでだよ!?」

　その言葉に思わずガタンと机を揺ゆらす。その衝しよう撃げきで机に載のっていた湯飲みが倒たおれ、楕だ円えんに広がって水だまりを作る。

「あーあー何をやっている狼谷かみや」

「わ、悪い……」

「気にせんで良よいのじゃ。今拭ふくからの」

「ッ！」

　その瞬しゆん間かん、思い出したのは、最初に会ったときの出来事。タオル代わりに自分の着ているシャツを思い切り脱ぬいだ竜りゆう子この姿。そして今も躊躇ためらうことなくシャツの裾すそを摑つかみ、胸が見えるギリギリのところまで捲まくり上あげ──、

「やめろバカッ！」

　その瞬しゆん間かん、胸がまろび出るギリギリのところで蓮れん太た郎ろうの手が竜りゆう子このシャツの裾すそを摑つかんで思いっきり下げ……ビリッという音と共にシャツに裂さけ目が入る。

　──え？

　次の瞬しゆん間かんシャツが一気に破られ、竜りゆう子この何も纏まとっていない上半身が露あらわになった。

「ッ!?」

　大きくて柔やわらかそうな胸に見事なくびれ。完かん璧ぺきに近いプロポーションの裸はだかを晒さらし、竜りゆう子こはすぐには状じよう況きようが吞のみ込こめないようでポカンとしていた。

　しかし数秒後、今の自分の状じよう況きようを理解したのか、僅わずかに顔を赤くして腕うでで胸を隠かくす。

「あ……いや蓮れん太た郎ろうよ、いくら儂わしでも人の手で裸はだかに剝むかれるのは、流石さすがに恥はずかしいのじゃが……」

「ご、ごごごごめん！　今何か着るモノ持ってくる！」

「蓮れん太た郎ろう……へ、変態…………」

「ああ、よくもまあ散々こちらのことを罵ののしれたものだな……」

「ち、違ちがう！　事故だ今のは！」

　完全にパニックになりながら、自室のクローゼットから引っ張り出してきたシャツを竜りゆう子こに投なげ渡わたす蓮れん太た郎ろう。そして夜や久くと神かん崎ざきとの間に不必要な誤解が生まれてしまった。

「ま、まあいい……話を戻もどすが蓮れん太た郎ろうよ。お主ぬし、何な故ぜカナが怒おこったのか分からんのか？」

「……」

　新しいシャツに袖そでを通しながら尋たずねる竜りゆう子こに、蓮れん太た郎ろうは素す直なおに頷うなずく。

　本当に蓮れん太た郎ろうには、カナが怒おこった理由が見当もつかなかった。そんな様子を見かねて、竜りゆう子こに代わって夜や久くが口を開く。

「れ、蓮れん太た郎ろう……カナが本当に友達が要いらないと思ってるって、信じてるの……？」

「はあ？　アイツ自身がそう言ってたんだぞ？」

「するな鵜う吞のみに。あんなものただの強がりだ。そうでなければスカイツリーが変形するなどという与よ太た話ばなしにまで縋すがったりするものか」

　目を丸くする蓮れん太た郎ろうに、全員からの『気付いていなかったのかコイツは』という視線が突つき刺ささる。

「それにカナの場合、出自があれじゃからなあ」

「あれ？　この世界に転生する前ってことか？」

「うむ、カナは元々……えっと」

「魔ま道どう兵器」

「そうそれじゃ伸しん介すけ！　カナは元々魔ま道どう兵器じゃったんじゃ！」

　ポンと手の平を打ち、竜りゆう子こはそう口にする。

「元は大国同士の戦争において生み出された神造の兵器で、強大な魔ま力りよくと戦せん闘とう本能の固まりみたいなやつじゃったんじゃ」

「今も殺さつ戮りく本能の固まりだぞアイツ……」

「それ……たぶん蓮れん太た郎ろうに対してだけ……」

「羨うらやましい限りだ」

「話が逸それるから黙だまっておれ」

　珍めずらしく竜りゆう子こがツッコんだ。

「まあともかくじゃ、その頃ころは戦せん闘とう一いつ辺ぺん倒とうで、感情などもなかったんじゃが……何百年も暴れ回っておるうちになにやらバグったらしくての。感情が生まれてしまったんじゃ」

「感情が生まれた？」

「かいつまんで言えば、突とつ然ぜん芽生えた感情の情報量に処理落ちを起こしてしまい、その結果として石動いするぎは殺されたということだ」

「そうじゃ。そんで今のコミュ障もそれが原因じゃ。感情がない状態で何百年も生きておったから、どう接していいのか分からんのじゃろ」

「……」

　ぐびりとお茶を飲みながら、竜りゆう子こはカラカラと笑う。

「まあこの世界にやってきてからはカナなりに色々頑がん張ばっておるようじゃがな。声優を始めたのも確か友人作りの為ためだったと聞いておるし、勉学にも打うち込こんでおる。まあ結果はまだ出ておらんようじゃがのう」

「そんな折に貴き様さまが現れて、声優業を邪じや魔まするわ自分の目の前でリア充じゆうになっていくわ、挙げ句の果てについ先ほどのあの発言だ。頭にきて当然だろう」

「ッ！」

　竜りゆう子こ達たちの言い分は分かった。だが、その言葉に思わず蓮れん太た郎ろうは反発する。

「ちょ、ちょっと待て！　けど俺おれは、アイツのためを思ってああ言ったんだぞ!?」

「自分の善意は誰だれにでも全部受け入れられるとでも思っておったのか？　傲ごう慢まんじゃなぁ」

「ッ……」

　竜りゆう子この言葉に思わず言葉が途と切ぎれる。相変わらず暢のん気きな顔をしている竜りゆう子こだったが、しかしその言葉はなんの遠えん慮りよ会え釈しやくもない。

「おっと、別にそれが駄だ目めとは言っておらんぞ。民たみを率いる王であった頃ころならその傲ごう慢まんさがなければやってはいけんかったじゃろうしな」

　そう言いつつ竜りゆう子こは、さらに言葉を続ける。

「じゃがまあ、一人の人間としてこの日本に生きるのなら、流石さすがにその考えは多少見直した方が良よいかもしれんの。相手を慮おもんぱからない押おしつけの善行は善は善でも独善じゃ。周りが見えておらんぶん偽ぎ善ぜんよりなおタチが悪い」

「独善……」

「そうじゃ。このままその考えを貫つらぬくようでは、お主ぬしは魔ま王おうであった頃ころと同じ死に方をしかねイタタタタ！　し、伸しん介すけ何をするんじゃ！　ぎゃーっ！」

「言いすぎだ望もち月づき」

　なおも言葉を続けようとした竜りゆう子この頰ほおを神かん崎ざきが力任せに引っ張る。引っ張りながら、蓮れん太た郎ろうの方に目を向けた。

「済まないな。コイツは口が過ぎるところがある」

「いや……そんなこと……」

　全て図ず星ぼしだった。反論などできるはずもない。自分は確かに、王であった頃ころと同じようにカナに接していたのだから。

　──そういえば……この世界に来てからやることなすこと全部空回りしてたな……。

　正直に言えば、今はもう自分が何を信じればいいのか分からなくなりつつあった。

　あれだけ強大な力を誇ほこっていた自分は、今や一人の高校生。臣下も力も失って、王であった頃ころ持っていたものはもう何一つない。そしてそんな状態であるからこそ、人間の別の側面も目についてくる。

　今はもう、この世界で暮らすことにそれほど嫌けん悪お感を覚えていない自分がいた。

「で、どうする……の？　蓮れん太た郎ろう……」

　と、俯うつむいていた蓮れん太た郎ろうの顔を覗のぞき込こむように夜や久くがひょっこりこちらを見上げる。

「なんとかしてあげたいん……でしょ？　今度はちゃんと、相手のことも考えて……」

「……」

　夜や久くにそう言われ、蓮れん太た郎ろうは俯うつむいて少し考かんがえ込こむ。

　そして、覚かく悟ごを決めて口を開いた。







[image: 第五話]







　同じ都内とはいえ、スタジオから自宅まではやはりそれなりに距きよ離りがある。電車と徒歩を合わせて片道およそ四十分。スタジオを出たのが夜九時半だったので、カナがラスボス荘そうに着いた頃ころには既すでに時刻は十時を回っていた。

「……何してるの？」

「よう、遅おそかったなカナ」

　門にもたれかかっていた蓮れん太た郎ろうに思わずカナは眉まゆをひそめる。一週間前の出来事以来、ひと言も言葉を交わしていない。何となく嫌いやな感じがする。

「腹減っただろ？　飯作って──」

「要いらない」

　相手の言葉が終わらないうちにそう返し、手に持ったコンビニ袋ぶくろを掲かかげる。

「用事はそれだけ？　ならもういいよね。話しかけてこないで」

「待った。その前に一つ話しておきたいことが──」

「ああもう……うるさいなあ」

　その蓮れん太た郎ろうの言葉に、カナは苛いら立だちで返す。

「いいよ話なんて。今は蓮れん太た郎ろうとなんて話すことはないんだから」

「……そうか、なら仕方ないな」

　少し強めに拒きよ絶ぜつの意志を叩たたきつけた。少し言いすぎたかなと蓮れん太た郎ろうの目をチラリと見るが、その目はいつも通りで特別な感情は読み取れない。

「分かった。悪かったなカナ、時間とらせて」

　そう言って蓮れん太た郎ろうは背中を向けて自分の部屋に戻もどっていく。それを見送り、隣りん室しつの蓮れん太た郎ろうの顔を見たくないために少し時間をずらして、カナも門を潜くぐった。
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　朝の通学路をローファーを鳴らして歩く。毎日の中で一番辛つらい時間だ。

　──行きたくない……行きたくないなぁ、あんな孤こ独どくな場所……。

　カナは泣き言を胸の内で呟つぶやく。だが、その感情は顔には出さない。周りには既すでに学校に登校するクラスメイトの姿も見える。ここでげんなりした顔を見られてしまえば、余計にクラスで孤こ立りつしてしまうからだ。

　──なんで、私友達が出来ないんだろ……。

　何度したか分からない自問。しかしそんなことは自分でも分かっているのだ。

　必死で友達を作るための努力を重ねており、声優を始めてみたり勉強を頑がん張ばってみたりととにかくできることには何でも手を出しているが、肝かん心じんの話しかけるという行こう為いがどうしても出来ない。いつまで経たっても話しかけられ待ちで、しかもたまに会話する機会があっても吃どもってしまってろくに喋しやべれない。これでは友達など出来るわけがないのだ。

「ふぅ……」

　ため息を一つ。気持ちを切きり替かえる為ための自分なりのルーティーンだ。いつまでもウジウジしていても仕方ないと腹を決め、校門を潜くぐって校舎へと向かう。

　と、そのとき、自分のクラスの下げ駄た箱ばこに嫌いやな人物の顔が見えた。

　──げ……。

　そこにいたのは蓮れん太た郎ろうだった。自分よりも早く家を出ていたらしく、丁ちよう度ど上うわ履ばきに履はき替かえようとしているところだ。

　──まずったなあ……アイツと顔合わせたくないし……、

　蓮れん太た郎ろうが行ってしまうのを待とうかと、歩ほ幅はばを狭せばめるカナ。そうこうしているうちに、蓮れん太た郎ろうが脱ぬいだ革かわ靴ぐつを仕し舞まおうと、下げ駄た箱ばこの自分のロッカーを開ける。

　開けた瞬しゆん間かん、大量に飛び出してきた手紙が蓮れん太た郎ろうの顔面に直ちよく撃げきした。

「え!?」

　どういう状じよう況きようなのかすぐに理解できない。どうやらギチギチに詰つめ込こまれていた手紙が、ロッカーを開けた途と端たんに解き放たれたようだが、蓮れん太た郎ろうはそれらの手紙を一いち瞥べつし、そしてそのまま床ゆかに捨て置いて去って行く。

　──な、何あれ……もしかしてラブレター？

　自分が孤こ独どくな学校生活を送っているというのにと思うと、何だか無む性しように腹が立ってくる。それにせっかくもらった手紙を捨て置くなど不義理にも程ほどがある。

「本当にアイツは……っ」

　憤ふん慨がいしながら下げ駄た箱ばこに向かう。この手紙を全部蓮れん太た郎ろうに突つっ返かえしてやろうと思ってしゃがみ込こみ、思わず目に留まった一枚を拾う。




　石動いするぎカナと別れなければ殺す、と血で書いてあった。




「ひっ!?」

　それを目にした瞬しゆん間かんほとんど反射的に投げ捨てる。見ると、手紙の内容はどれもこれも全部似たような内容の脅きよう迫はく状だ。

　──な、何これ……？　そ、それに……私と別れるってなんのこと……、

　怖おぞ気けがついて後ずさるカナ。と、そこでトンと誰だれかに背中がぶつかる。

「っ、ごめんなさ──」

「これ、どういうことっすか？」

　とっさに謝あやまろうとしたカナの言葉を剣けん吞のんな声が遮さえぎる。振ふり返かえると、カナよりも頭一つ低い位置で普ふ島しまがこちらを見上げていた。

「え？　えっと……ふ、ふし……っ、普ふ島しまさん……？」

「これ何なんすか石動いするぎさん。付き合ってるって、どういうことっすか？」

　吃どもりながらも、あまり話したことのなかったクラスメイトの名前を何とか記き憶おくから引っ張り出す。しかし当の普ふ島しまはそれについては特に頓とん着ちやくすることもなく、何な故ぜか険しい表情で床ゆかに散らばった手紙を見下ろしている。

「石動いするぎさんって……狼谷かみやと付き合ってるんすか？」

「ち、ちが……っ。違ちがうよ!?」

　普ふ島しまの言葉を食い気味に否定するカナ。しかし普ふ島しまはその言葉を信じているのかいないのか、いまいち分からない表情で小さく唸うなる。

「……まあいいっす。なら、本人に直接聞いてみるっすよ」

　そう言って普ふ島しまは大おお股またで教室へ向かっていく。それを見送りながら、カナも上うわ履ばきに履はき替かえて教室へと向かう。

　──本当になんなんだろ一体……？

　一体何が起こってこんなことになっているのかと考えながら階段を上っていく。

　蓮れん太た郎ろうは恐おそらくこの騒さわぎがなんなのか確実に知っているだろう。だが今は蓮れん太た郎ろうとはできる限り会話したくない。

「でも、そうは言ってられないよね……帰ったらちょっと問とい詰つめて……」

　そんなことを呟つぶやきながらカナは階段を上り切って視線を上げる。




「オラアアアアア！　狼谷かみやはどこじゃあああ！」

「見つけ出せあのゴミ野や郎ろうを！」

「許せねえ！　捕つかまえたら五ご臓ぞう六ろつ腑ぷ引きずり出してやらあ！」




　そこには、ハサミや金属バットを携たずさえて血ち眼まなこで走り回る、十数人のクラスメイトの男子達たちの姿があった。

　──どうしよ、疲つかれてるのかな私……。

　目の前に広がる世紀末な光景に自分の目め頭がしらを押おさえる。にわかには現実の光景とは思えない、というか思いたくない。

「あ！　石動いするぎだ！」

「本当だ！　石動いするぎ！」

「詳くわしい話を聞かせてくれ！　石動いするぎ！」

　男子達たちがカナを見つけるなりこちらに駆かけ寄よってくる。目の前の光景が現実だったという事実に軽くショックを受けつつも、カナはゴクリと唾つばを飲のみ込こんで言葉が引きつらないように細心の注意を払はらって問いかける。

「え、えっと……み、皆みな何やってるの？　もうすぐ……ほ、ＨＲが始まると思うっ、けど……」

「んなもんどうだっていい！」

「そうだ！　狼谷かみやを抹まつ殺さつすることに比べればどうだっていい！」

「れ、蓮れん太た郎ろう……？　な、なんでそんな……」

「何でってそんなモン、狼谷かみやの奴やつが石動いするぎさんと付き合ってるって、ツイッター上で言いふらしてるからに決まってんだろ！」

　──Ｗｈａｔ[image: ’ｓ]!?

「な、ななな何言ってるの!?　どういうことそれ!?」

「ああ、安心しろ石動いするぎ。奴やつはキチンと殺す」

「いや殺すじゃなくて！　ちゃんと説明を──」

「そうだ！　まずは社会的に奴やつを殺してやろう！　生まれてきたことを後こう悔かいするぐらいに！」

「そうじゃなくて！　とりあえず教えてよ！　一体それってどういう──」

「なら奴やつを全ぜん裸らに剝むいた上で東京都庁に投なげ込こむってのはどうだ!?」

「「「「「それだ！」」」」」

　駄だ目めだ。話が通じない。

「ともかく狼谷かみやは死し刑けいだ！　が、その前に石動いするぎ！　お前にも詳くわしく話を聞かせてもらう！」

「え？」

　その言葉と共に、その場にいた全男子の視線がカナの方を向く。全員危ない薬をキメているとしか思えない血走った目をして。

「石動いするぎがあんな奴やつになびくとは思わない……だがもし万が一のことがあれば……」

「ああ、そのときは俺おれたちが石動いするぎを守るから……さあ、こっちへ……さあ……っ」

「ひっ!?」

　カナは恐きよう怖ふに駆かられて後ずさる。だがそこで足が縺もつれて、ストンと尻しり餅もちをつく。

「くく、安心するんだ石動いするぎ……俺おれたちはお前を守りたいんであって、危害を加えるつもりは決して──」

「動くな、お前ら」

　そのとき、カナの背後から声が届く。もはやすっかり聞き慣れた、ラスボス荘そう隣りん人じんの声。




　制服のブレザーをなびかせて、蓮れん太た郎ろうがそこに立っていた。




「て、テメエ!?　見つけたぞ！」

「ぶち殺してやる！」

　蓮れん太た郎ろうを見つけた男子達たちは、当然殺気立って蓮れん太た郎ろうに襲おそいかかろうとする。だが、

「動くなっつったろ！　下を見ろ！」

「「「「ッ!?」」」」

　蓮れん太た郎ろうの言葉に男子達たちがピタリと動きを止める。一体何が、とカナも釣つられて視線を床ゆかに向ける。

　そこにはいつのまにか、カナの寝ね顔がおがプリントされた写真が大量にばらまかれていた。

　──なにこれ!?

「それはコイツが自分の部屋で寝ねているときにこっそり撮とった写真だ……お前らに、それを踏ふんでここまでやってくることは出来るのか？」

「で、できねえ……ッ！」

「チクショウ狼谷かみやの野や郎ろう！　なんて卑ひ怯きような手を！」

「い、いや卑ひ怯きよう云うん々ぬんの前に何これ!?　私知らないんだけど!?」

「そりゃそうだろ？　寝ねてる間に撮とったんだから」

　キョトンとした表情でさも当然のようにそんなことを言う蓮れん太た郎ろう。その何が悪いのか本気で分かっていないような顔がすこぶる腹立つ。

「れ、蓮れん太た郎ろうふざけないで！　私ちゃんと施せ錠じようしてたよね!?　どうやって忍しのび込こんだの!?」

「はは、バカだなカナは。いまどきバールぐらいどこでも買えるんだぞ？」

「ピッキングですらないの!?」

　そういえば、ここ何日か妙みようにドアが綺き麗れいになっていた気がする。

「こんな写真まで用意して……こんな根も葉もない噂うわさ話ばなしを流して何がしたいの蓮れん太た郎ろう!?」

「根も葉もない……だと？　じゃ、じゃあ狼谷かみやの言っていたことはやっぱり噓うそなのか!?」

「そうだそうに決まってる！　可愛かわいいという概がい念ねんの擬ぎ人じん化である石動いするぎカナが、あんなノーパン野や郎ろうと付き合うわけねえんだ！」

「そ、そうだよ皆みな！　可愛かわいいという概がい念ねんの擬ぎ人じん化ってとこはちょっと意味分かんないけど！」

　そう前置きしカナは、胸を張って叫さけんだ。

「私は蓮れん太た郎ろうのことなんて『大好きで大好きで仕方ないの！　もう……ずっと離はなれたくない！』だけなんだか、待って!?　何今の!?」

　カナの言葉に差さし込こまれた音声。それは夏に放送予定のアニメで、カナが吹ふき込こんだ台詞せりふの一部だった。振ふり返かえると、蓮れん太た郎ろうは手の中でＩＣレコーダーを弄もてあそんでいる。

「おーなるほど、便利なモンだな」

「何してくれてるの!?　そ、それ渡わたして！　早く！」

「カナ、渡わたしてもいいがたぶん……」

　言いながら蓮れん太た郎ろうは男子達たちをすっと指差す。




「殺す……奴やつに地じ獄ごくを……」

「オイヤベエよ……生まれてこのかた、こんなに血を見たいと思ったことねえよ……ッ！」

「そうだ！　奴やつを埋うめに京都に行こう！」




「たぶん、もう手て遅おくれだ」

「いやああああっ！」

　男子達たちが怒いかりで人から獣けものへ変わっていく。

「立て！　逃にげるぞカナ！」

「いや立てじゃないでしょ！　そうじゃなくてこの話は全部噓うそだって説明してよ！」

「諦あきらめろ。もはや言葉が通じる連中じゃない」

「話が通じないレベルを通り過ぎてるの!?」

　カナの手を引いて逃にげる蓮れん太た郎ろう。だがその姿を見て、男子達たちも走り始める。足止めで動きを封ふうじていたはずだが、どうやら全員写真を懐ふところにしまってしまったらしい。

「チッ、流石さすがにただばらまいただけじゃ足止めはできねえか……」

「ちょ、蓮れん太た郎ろう！　説明！　説明してよこの状じよう況きようを！」

「それは後だ。前からも来るぞ」

「え!?」

　その言葉通り、廊ろう下かを走る蓮れん太た郎ろう達たちの眼前に獣けものと化した大量の男子達たちが姿を現す。しかしそれは後ろから迫せまってくる連中とは異なり、蓮れん太た郎ろうやカナとは違ちがうクラスの男子達たちである。

「な、何で!?　何で別のクラスからも!?」

「お前、この騒さわぎが自分のクラス内だけで収まってるとでも思ってたのか？　お前に彼かれ氏しが出来たって話だ、そりゃこうなる」

「い、意味分かんないよ！　私に彼かれ氏しが出来たら何でこんなことになるの!?」

「んなもん、お前が可愛かわいいからに決まってんだろ」

「……え!?」

　その言葉に顔がボッと赤くなる。今まで生きてきて一度も言われたことのない台詞せりふだ。

「れ、蓮れん太た郎ろう一体何言って……」

「照れてる場合じゃねえぞカナ。とりあえずはこの状じよう況きようを何とかしなきゃならないからな」

　言って蓮れん太た郎ろうは前後を見る。前方からも後方からも殺さつ到とうする男子。しかもここは廊ろう下かの一本道で逃にげ場ばもない。

「ど、どうするの？　これじゃあ逃にげ場ばなんて……」

「この状じよう況きようを何とかするのは俺おれじゃない、お前だ」

「へ？」

　その場に立ち止まり、真しん剣けんな顔をしてカナに言う。

「幸いこの窓のすぐ下はプール。そこに連中が飛とび込こまざるをえない何かを、お前が投なげ込こむんだ。そうすりゃ奴やつら自分から窓から飛び出してくはずだ」

「な、何かって……何を？」

「お前を好いている男子共が性的に興奮して、居ても立ってもいられなくなる何かだ」

「嫌いやだよそんなの!?」

　凄すごい勢いで首を横に振ふるカナ。しかし蓮れん太た郎ろうはなおも大真面目な顔で続ける。

「状じよう況きようを考えろ！　お前、このままじゃ連中に捕つかまって何をされるか分かったもんじゃないぞ！」

「そ、そんなこと言われたって……うぅ……っ」

　もはやカナは泣きそうになっていた。だが、もう男子達たちはすぐそこまで来ている。あと数秒もない。

　──ど、どうすれば！　けどそんな……えっと……えっと……っ！

「カナ！」

「～ッ！　ああもう！　バカぁ！」

　もはややけくそ気味に叫さけんで、カナはスカートの中に手を突つっ込こむ。




　そしてそのまま勢いよく脱ぬいだパンツを、窓の外に投げ捨てた。




「「「「きしゃああああっ！」」」」

[image: ]

　それに釣つられて追ってきていた男子達たち全員が窓の外へと飛び出す。そして空中でパンツを奪うばい合あってもみくちゃになりながら、プールに落下して巨きよ大だいな水柱を上げた。

「う、うぅ……もう、お嫁よめに行けない……っ」

「いやよくやったカナ！　こんな場所でパンツを脱ぬぐなんて凄すごい度胸だ！　見直したぞ！」

「そんなことで誉ほめるなあ！」

　恥はずかしさと情けなさで泣きながら、顔を真っ赤にしてスカートを押おさえるカナ。恥はずかしさで死んでしまいそうだ。

「よし今のうちに身を隠かくす。行くぞ」

「ま、待ってよ！　その前に何か穿はくものを取りに行かせて！」

　そんなことを叫さけびながら、カナは蓮れん太た郎ろうに手を引かれて再び走り出した。スカートの裾すそを必死に押おさえながら。




　　　　　＊　＊　＊




「な、何なんすかこれ……」

　男子でギチギチになったプールを窓から見下ろしながら普ふ島しまは呟つぶやく。男子達たちは総出で蓮れん太た郎ろう達たちを探し、女子達たちは教室でこの騒さわぎについてのおしゃべりで盛り上がっている。というか、どの教室を覗のぞいても何な故ぜか授業が行われていない。

　──狼谷かみや……本当に石動いするぎさんのこと好きなんすか……？

　正直に言えば嫉しつ妬との気持ちもあった。だがそれ以上に、カナ相手では勝ち目がないと思っている自分もいた。

　成績優ゆう秀しゆうで容姿端たん麗れい、高校生で声優という絶対的な個性も持っている。チンチクリンで勉強も苦手な自分とはまったく正反対だ。

「うぅ……」

　淡あわい初はつ恋こいだった。別に本気で付き合おうと努力を重ねていたわけではない。だがそれでもここまで来ると涙なみだが出そうになる。結局、自分なんかでは釣つり合あわなかったのかも知れない。

「仕方ないっすね……こうなったら素す直なおに祝福してあげるっすよ」

　背筋を伸のばし、自分に言い聞かせるように明るく呟つぶやく。そして自分の教室に入ろうとしたそのとき、階段の隅すみに鞄かばんが落ちているのが見えた。

「……？　誰だれの……」

　首を捻ひねりながらその鞄かばんを持ち上げる。

　そこには、狼谷かみや蓮れん太た郎ろうという名前が書かれていた。




　　　　　＊　＊　＊




「蓮れん太た郎ろう……違い和わ感かんが凄すごいんだけど……」

「我が慢まんしろ。流石さすがにパンツなんてあるわけないんだからよ」

　男子達たちが学校中を血ち眼まなこになって探し回る中、保健室にカナの情けない声が響ひびく。

　なくなったパンツの代わりに、誰だれかの忘れ物であるジャージをスカートの上から穿はいたカナは、股またぐらに感じる慣れない開放感に顔を赤くしていた。

「ひとまずは撒まいたみたいだな……よくやったカナ。ファインプレーだ」

「う、嬉うれしくないよ！」

　親指を立てる蓮れん太た郎ろうに膝ひざを抱かかえながら叫さけぶ。だがその声にいつものような勢いはない。

「というか、先生達たち、全然見ないね……これだけ騒さわぎになれば、そろそろ駆かけつけてきそうなものだし、それにあれだけ逃にげ回まわって一人も見なかったけど……」

「ああ、教員連中なら絶対来こないぞ。日向ひなたさんが買収したからな」

「あの人もグルか……」

　あのにこやかな顔を思い出して呆あきれつつ、カナは天てん井じようを見上げる。そしてずっと気になっていた質問を口にした。

「いい加減説明してよ……何で蓮れん太た郎ろうこんなことしたの？」

「まだ聞きたいのかそんなこと」

「まだじゃないでしょ!?　私、完全に被ひ害がい者なんだよ!?」

「被ひ害がい者って……いやまあ、確かに説明は少なかったと思うけどよ……」

　やや呆あきれた様子で頭を搔かきながら、蓮れん太た郎ろうは口を開く。

「カナ、お前リア充じゆうの定義って何だと思う？」

「え？　そ、そんなの……えっと……」

「なんでもいい。とりあえず言ってみろ」

「わ、分かんないよそんなの！　蓮れん太た郎ろうは宇宙の果てを想像できるの!?」

「お前にとってリア充じゆうはどこまで遠いものなんだよ！」

　そう叫さけんで蓮れん太た郎ろうは話を続ける。

「俺おれが思うに……リア充じゆうの定義はいつでもどこでも居場所を持ってる奴やつのことだと思うんだ」

「い、居場所？」

「そう居場所だ。教室だろうが体育館だろうがどこにでも、放課後だろうが休日だろうがいつでも、常に誰だれかが側そばにいる……そんな奴やつをリア充じゆうと呼ぶんだと思う」

「め、メモっていい？」

「メモらんでいいから聞け」

　筆記用具を出そうとしたカナを制して、蓮れん太た郎ろうは言葉を続ける。

「でだ。カナにそのリア充じゆうの仲間入りをさせるために何が有効かって俺おれは考えた」

　蓮れん太た郎ろうの言葉に、真しん剣けんな表情でカナはこくこくと頷うなずく。

「一番いいのはクラス内に友達をたくさん作ること。けどこれはカナが他人に話しかけられない以上は難しい」

　こくこく。

「でも方法はそれだけじゃない。他にもリア充じゆうになる方法はある」

　こくこく。

「その中で一番手っ取り早いのが、カナが俺おれと付き合ってしまうってことだ」

　こ──、

「待って、蓮れん太た郎ろう。急に話が分かんなくなった……」

「んだよ？　何が分からないんだ？」

「……私と蓮れん太た郎ろうが付き合うって部分」

　急に話が飛ひ躍やくしすぎて完全に意味不明だ。

「意味が分からないって、なんでだよ。そうすりゃ彼かれ氏し持ちっていうステータスが出来て、しかも学校で話す相手が出来るから即そくリア充じゆうだろうが」

「だからって蓮れん太た郎ろうが何で彼かれ氏しになるの!?　嫌いやだよ、そんなの！」

「けどお前、俺おれ以外にこの学校に知り合いはいないだろ」

「そ、それはそうだけど、止やめてよ、そういうこと言うの！　傷つくでしょ!?」

「ん？　ああそうかスマン」

　泣きそうになるカナに、蓮れん太た郎ろうは謝あやまる気があるのかないのか分からないような調子で答える。

　──こ、こいつ……っ、

　一発殴なぐってやろうかと真しん剣けんに考えて拳こぶしを握にぎる。しかし、

「けどまさか学校中の男子共が敵になるとはよ。お前やっぱり可愛かわいいもんな」

「は、えぇ……？」

　変な声が出た。

「な、何言ってんの蓮れん太た郎ろう……そ、そんなの……」

「何って事実だろうが。この世界に来て色んな人間の女を見たが、お前はその中で一番可愛かわいい」

「あ、うぅ……」

　また変な声が出た。蓮れん太た郎ろうの真まっ直すぐな言葉に照れてしまい、相手の顔を見られない。

「っ！　あ、ほら！　ラジオあるよ！　黙だまってるのもあれだしちょっと聞いてみようか！」

　耐たえきれなくなったカナは、周りをキョロキョロと見回して校医の私物と思われるダイナモラジオを手に取り、スイッチを入れる。それはどうやら何か臨時ニュースのようで、アナウンサーの切せつ羽ぱ詰つまった声が流れてきた。




『ご覧くださいスカイツリーが……スカイツリーが動いています！　信じられない光景です……人型に変形して歩いています！　あ！　今東京タワーが飛んできて変形合体を──』




　ぶつんと、蓮れん太た郎ろうが電源を切る。

「カナ、駄だ目めだろ、俺おれたちは今隠かくれてる状じよう況きようなのによ。音出したらばれるぞ」

「ちょっと待って!?　今とんでもないニュースやってたんだけど!?」

「……忘れろ」

　目を逸そらしてそう言う蓮れん太た郎ろう。朝から学校内でこれだけ騒さわいでいるのに、一向に警察が来ない理由が何となく分かった気がした。

「……そういえば、蓮れん太た郎ろうは何で私を助けようとしているの？」

「何でって、何がだよ？」

「いやほら、何か目的があるんでしょ？」

「いやまあ、俺おれはお前に色々やらかしただろ？　仕事の邪じや魔ましたり、何も考えないで喋しやべったり……その罪つみ滅ほろぼしってのもある」

「も……っていうことは、他にもあるの？」

「……ああ、まあな」

　そう言いながら蓮れん太た郎ろうは、ばつが悪そうに頭を搔かく。

「俺おれは魔ま王おうだった頃ころ、人間に憎ぞう悪おしか持っていなかった。人間に狩かられてガキの頃ころに親も友達も殺されたし、戦争が始まってからは仲間もたくさん殺された」

「人間に……？」

「そうだ。だから人間と魔ま族ぞくの共存なんて絶対に納なつ得とくできなかったし、何ならこの世界の人間も、向こうに帰る前に皆みな殺ごろしにしてやるぐらいのつもりでいた」

　どこか寂さびしそうに語りながら、でもと言葉を繫つなぐ。

「こっちの世界に来てから、よく分からなくなった……神かん崎ざきさんや竜りゆう子こさんに痛いとこ突つかれたし、それにあれだけ嫌きらいだった人間にも色んな奴やつがいるって知っちまって……ずっと演じて浮うかべてた笑え顔がおも、何か最近は普ふ通つうに出るようになってな」

「っ……」

　その言葉に、あれだけ何でも簡単にこなしていたように見えた蓮れん太た郎ろうの抱かかえる苦く悩のうを知り、カナは僅わずかに息を吞のむ。

「今も、蓮れん太た郎ろうは元の世界に帰りたいの……？」

「それを知るために俺おれはここに来た。人間観も常識もぶっ壊こわされて、その上で自分が何をしたいのか、手がかりでも見つかればって思ってな」

　そう言って蓮れん太た郎ろうはにかっと笑う。少し照れたような裏表のない笑え顔がお。

「そのしたいことが、今回お前を助ける過程で見つかってくれりゃずいぶん楽なんだけどなぁ」

「っ……」

　その笑え顔がおに思わずドキリとする。そして、カナも蓮れん太た郎ろうに笑い返そうとして──、

「っ、誰だれか来た」

「え？　わ！　ちょっ、ぷっ!?」

　蓮れん太た郎ろうがカナの肩かたを摑つかみ、強ごう引いんに床ゆかに押おし倒たおす。そしてそのままカナの身体からだをベッドの下に押おし込こんで、自分もそこに入はいり込こんだ。

「ひ、ひゃあぅ……っ」

「しっ……来たぞ」

　蓮れん太た郎ろうが唇くちびるに人差し指を当ててそう言う。しかし蓮れん太た郎ろうに抱だき寄せられて胸の中にすっぽり収まっているカナはそれどころではない。

「あの野や郎ろうどこ行きやがった！」

「探せ！　この学校のどこかに入るはずだ！」

　入ってきたのはどうやら男子二人らしかった。言葉の端はし々ばしに殺気を漲みなぎらせながら、保健室の中を歩き回って二人を探している。

「ば、ばかばか！　別々のベッドに潜もぐり込こめばよかったのに……っ」

「ん？　ああそうか……けどもう今いま更さら仕方ない……ちょっと静かにしてろ」

「う～っ」

　顔が真っ赤になっているのが自分でも分かる。早はや鐘がねのように鳴り続ける自分の心臓がうるさくて仕方ない。蓮れん太た郎ろうに聞こえてやしないかと不安になってしまうほどに。

　──どうしよ……っ、なんで蓮れん太た郎ろうなんかにこんなに……っ、

　状じよう況きようの異常さもあるのだろうが、今のカナはもう頭が真っ白になっていた。何も考えられず、ただただ蓮れん太た郎ろうに身を任せている。

「クソが！　ここにもいない！」

　そんな状じよう況きようが一分ほど続いただろうか。保健室の中を探していた男子達たちは、二人が見つからないことに苛いら立だったように吐はき捨すてる。

　ひとまずは危険は去った。そう思って安あん堵どの息を吐はいたカナだったが、

「よく探せ！　細い隙すき間まなんかは特に念入りにな！」

「ああ！　あの薄うすい胸だ……どんな隙すき間まにだって潜もぐり込こめるからな！」

　その瞬しゆん間かん、ほとんど反射的にカナはベッドを押おしのけて立ち上がった。

「誰だれが薄うすい胸だ！　関係ないでしょうがそんなのッ！」

「「え？」」

「カナ……お前……」

　──あ……っ、

　茫ぼう然ぜんとする二人と頭を抱かかえる蓮れん太た郎ろう。そして当の本人であるカナは、今いま更さらながらに自分の失態に気付いた。

「チイッ！」

　舌打ちし、蓮れん太た郎ろうが勢いよく床ゆかを蹴けって二人の前に飛とび出す。そして両手に魔ま力りよくを集中させ、二人の眼前にかざす。

　次の瞬しゆん間かんバシッという音と共に、部屋全体がストロボライトで照らされたように白く塗ぬり潰つぶされた。そして、その閃せん光こうをもろに受けた二人が膝ひざからその場に崩くずれ落おちる。

「幻げん惑わく魔ま法ほう……っ？　蓮れん太た郎ろうそんなの使えるんだ……」

「あ、ああ……まあな……」

　そう言いながら親指を立てる蓮れん太た郎ろう。しかしその顔は血の気を感じさせないほどに白い。

「れ、蓮れん太た郎ろう？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「あん……？　はは、何を心配してんだよお前は……ちょっと久しぶりに魔ま法ほうを使ったから、身体からだがびっくりしただけで別に何ともオロロロロロロロロロ！」

「わああああ！　蓮れん太た郎ろうちょっと!?」

　その場で吐はき出だした蓮れん太た郎ろうに慌あわてて駆かけ寄よるカナ。とっさにティッシュを箱ごと渡わたして、背中を撫なでる。

「す、すまねえカナ……ちょっと、気分が悪くて……」

　ティッシュを大量に引っ張り出して口を押おさえる蓮れん太た郎ろう。恐おそらくは体内に少ししかない魔ま力りよくを無理矢理使った影えい響きようだろう、真っ青な顔をしながらずっと嘔え吐ずいている。

「……もうっ！　なさけないなあ！」

　そう言って背中に手を当てる。その瞬しゆん間かん、手の平から青い光が溢あふれ、背中を通じて蓮れん太た郎ろうの身体からだへと流ながれ込こんでいく。

「カナ……？　お前、魔ま力りよくを俺おれに……？」

　見る見る血の気が戻もどっていく蓮れん太た郎ろうに反比例するように、カナは身体からだから力が抜ぬけていくのを感じる。だがそれでも蓮れん太た郎ろうが万ばん全ぜんに動けるようになるまで魔ま力りよくを流ながし込こみ続ける。

「ここまで来て私に押おしつけないで。ちゃんと……彼かれ氏しなら最後までエスコートしてよね」

「っ……何だお前も言うじゃねえか」

「あ、あくまでそういう設定だから！　蓮れん太た郎ろうが言ったんでしょ!?」

「くく、まあそうだけどよ……」

　恥はずかしそうに抗こう議ぎの声を上げるカナを見て、おかしそうに笑う蓮れん太た郎ろう。そして、

「んじゃ、行くぞカナ。一いつ緒しよにな」

「う、うん！」

　蓮れん太た郎ろうが手を取りカナが力強く頷うなずく。そしてそれを契けい機きにして、二人は勢いよく保健室から飛び出す。

「ッ！　いたぞ！　狼谷かみやだ！」

「何だと！　殺せ！」

　保健室を出た瞬しゆん間かんに響ひびく怒ど号ごう。発見の報告と抹まつ殺さつ指令が頻しきりに飛び出してくる辺り、男子達たちの殺意の濃こさが伝わってくる。

「ここからどうするの!?」

「学校を脱だつ出しゆつする！　ついて来こい！」

　そう叫さけび、蓮れん太た郎ろうはカナの手を引いて走り出す。しかし何な故ぜかそのまま蓮れん太た郎ろうは階段を駆かけ上のぼり始める。

「れ、蓮れん太た郎ろう!?　なんで!?　学校から出るんじゃ！」

「連中もそれが分かってるから一階の出入口付近は全部固められてる！　大だい丈じよう夫ぶだ！　俺おれに考えがある！」

　そう叫さけんで蓮れん太た郎ろうは階段を駆かけ上あがっていく。そこで蓮れん太た郎ろうが取り出したのは先ほども使ったＩＣレコーダーだった。それのスイッチを入れ、階段の踊おどり場ばに差さし掛かかったところで廊ろう下かに滑すべらせるように投げる。

『私！　おにーちゃんだーいすき！』

　高速で床ゆかを滑すべるＩＣレコーダーから流れてきたのは、またカナが演じたキャラの声だ。

「「「「「うおおおおお！　妹おおおおおお！」」」」」

　そしてもの凄すごい勢いでそちらの方向に流れていく男子達たち。躊ちゆう躇ちよなしである。

　──皆みな、刹せつ那な的だなぁ……。

「……それで蓮れん太た郎ろう、私たちこれからどうするの？　校門からはドンドン離はなれてるよ？」

「まずは五階の理科室に向かう。あそこには火災時用の縄なわ梯ばし子ごが設置されてたはずだからな。それを使って校舎の外から一階まで下りて、校門まで走る」

「そ、外から？」

　風の吹ふきすさぶ外がい壁へきを下りる自分を想像して思わず身み震ぶるいする。だが逃にげ道みちがそこしかない以上、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　そして、二人は五階の理科室に辿たどり着く。男子達たちも流石さすがにカナ達たちが五階まで逃にげるとは思っていなかったらしく、そこには誰だれもおらずとても静かな空間が広がっている。

「よし、理科室に……」

　扉とびらを開けようと蓮れん太た郎ろうは手を伸のばす。だが、何な故ぜかそこでピタリと手を止めた。

「どうしたの？　入らないの？」

「カナ。ちょっと脇わきに寄れ」

「……？　うん」

　蓮れん太た郎ろうに言われて窓まど際ぎわに身体からだを寄せる。同じように蓮れん太た郎ろうも廊ろう下かの端はしに立ち、そしてそこから手を伸のばして扉とびらを開いた。

　瞬しゆん間かん、目にも留まらない速度で飛び出した定規が、先ほどまで蓮れん太た郎ろうの頭があった空間を切きり裂さいて後方の床ゆかに突つき刺ささった。

「え!?」

「中々姿を見せないと思ったら……やっぱり待まち伏ぶせてやがったなお前ら」

　そう言って蓮れん太た郎ろうはカナを連れて部屋の入口に姿を見せる。

「はは、オイオイ狼谷かみやよー、こんなところに何の用だー？」

「ここは理科室だ。外に出たいのなら、ここに来るのは間ま違ちがっているんじゃないのかい？」

　頑がん丈じような机と実験器具が並べられた理科室。そこに立っていたのは、薄うす茶ちや色に染めた髪かみに軽い態度の男子と、坊ぼう主ず頭に黒くろ縁ぶち眼鏡の男子、宮みや原はらと柳やなぎ沢さわだった。

「な、なんで……二人がここに……」

「はっ、僕ぼくたちの嗅きゆう覚かくを舐なめないでもらおうか石動いするぎさん」

「おーよ！　俺おれたちクラスになれば石動いするぎさんの居場所なんて匂においで一発よ！」

「匂におい!?」

　その言葉に若じやつ干かんショックを受け、慌あわてて自分の身体からだをクンクンと嗅かぐ。

「わ、私匂におうの!?　いつもお風ふ呂ろのときは丁てい寧ねいに身体からだ洗ってるつもりなのに……」

「気にするなカナ。あの二人が人より獣けものに近いってだけの話だ」

「それはそれで怖こわいよ！」

　蓮れん太た郎ろうに思わず叫さけぶカナ。だがその最さ中なか、宮みや原はらと柳やなぎ沢さわは口元を押おさえて悶もだえ始める。

「お、お風ふ呂ろ!?　い、石動いするぎがお風ふ呂ろ!?」

「そ、想像しただけで色々出てきそうだ……ぐふ……っ」

「蓮れん太た郎ろう！　あの二人気持ち悪いんだけど!?」

　今いま更さらながら、カナはここらの変態率の高さに恐きよう怖ふを抱いだく。

「はっ！　まあそれはいいとしてよ！　テメーの目的はあの縄なわ梯ばし子ごだろ狼谷かみや!?」

「あれを使いたいのなら僕ぼくたちを倒たおすことだね。まあ……それが出来ればの話だけど……」

　そう言いながら柳やなぎ沢さわは、青い色をした謎なぞの薬品が入ったフラスコを宮みや原はらに手て渡わたす。そして宮みや原はらも研といだ定規をポケットから取り出して、蓮れん太た郎ろうに突つきつけた。

「なるほど……柳やなぎ沢さわは科学部だったか」

「そうその通り。つまりこの理科室は僕ぼくにとってのホームグラウンドさ」

「石動いするぎよー待ってな。今すぐそのクソ野や郎ろうをぶっ殺してやっからなー。狼谷かみやも、友達としての情けだ。人体模型になりたいかホルマリン漬づけになりたいかぐらいは……聞いてやってもいーぜ！」

　そして言い終わると同時に、宮みや原はらが床ゆかを蹴けった。

　どっちにしろ死ぬだろそれ、というツッコミも許さない速度。放たれた定規の斬ざん撃げきを横っ飛びに回かい避ひする。しかし蓮れん太た郎ろうが顔を上げた瞬しゆん間かん、宮みや原はらは左手で持っていたフラスコの中の液体を口に含ふくんで霧きり状に噴ふん射しやした。

「ッ!?」

　それを再び横に跳とんで、すんでのところで回かい避ひする蓮れん太た郎ろう。

「その液体……まさか毒液なのか」

「柳やなぎ沢さわ製作の特性目め潰つぶし液！　まともに食くらえばしばらくは何も見えねーぜ！　そして！」

　ばさっという音と共に蓮れん太た郎ろうのいる周囲一帯に白い粉が煙けむりのごとく舞まい散ちる。見ると、柳やなぎ沢さわが布ぬの袋ぶくろから何かの粉をばらまいて、もう片方の手でライターを取り出したところだった。

「なッ!?」

　その瞬しゆん間かん、反射的に顔を庇かばって蓮れん太た郎ろうは粉の外へと走り出す。そしてそれとほぼ同時に、柳やなぎ沢さわがライターの歯車を指で弾はじいて火花を散らす。

　直後、閃せん光こうと破は裂れつ音が先ほどまで蓮れん太た郎ろうのいた空間を満たした。

　──っ!?

「あっはっは！　どうだ狼谷かみや！　これこそ僕ぼくが作った特とく殊しゆ炸さく薬やく『ＭＡＰＰＡ』だ！　女の子の衣服だけを溶とかす薬品を試作している過程で出来た副産物！　音と光は凄すごいが熱は一いつ切さい持たない、つまりは法に触ふれない炸さく薬やくなのさ！」

　才能の活いかし方がおかしい。

「理科室という地の利に加え、僕ぼくの遠えん距きよ離り攻こう撃げきと宮みや原はらの接近戦！　君に勝ち目などない！」

「そういうこった……トドメだ狼谷かみやァッ！」

　口の中に先ほどの液体を含ふくみ、宮みや原はらが蓮れん太た郎ろう目がけて飛びかかる。




　ブフゥーッ！（宮みや原はらが毒液を噴ふん出しゆつする音）

　ガコン！（蓮れん太た郎ろうが宮みや原はらの頭にバケツを被かぶせる音）




「ぎゃあああああああああああ！　目が！　目がアアアアアアアアッ！」

　次の瞬しゆん間かん、自分の毒液を全て自分で引ひっ被かぶった宮みや原はらの悲鳴が響ひびき渡わたった。

　──うわあ……。

「宮みや原はら!?　この……よくも僕ぼくの仲間を！　許せない！」

「本音を言ってみろ」

「これで石動いするぎさん狙ねらいの彼かれを消す必要がなくなったから手間が省けたと思ってる」

「私のクラスはどいつもこいつも……」

　さっきまでの仲間云うん々ぬんの件くだりは一体どこに行ったのか。

「だが！　君がこの場で消えることには変わりない！　そして君を倒たおした後、石動いするぎさんと結ゆい納のうを交かわして一いつ緒しよに暮らす！　赤い屋根の大きなおうちで森の仲間達たちと一いつ緒しよに暮らすんだ！」

「お前はシルヴァニアファミリーか！」

　恐おそらくは、二度と聞くことのないであろうツッコミが蓮れん太た郎ろうの口から飛び出した。

「これで終わりだ！」

　そう叫さけび、柳やなぎ沢さわは布ぬの袋ぶくろの中に入っていた粉の残りを全て一気にばらまく。蓮れん太た郎ろうの周囲一帯を取り囲む白い粉ふん霧む、それに加えて背後は窓で逃にげることも出来ない。

「くらえ！　狼谷かみやァッ！」

　柳やなぎ沢さわの親指がライターの歯車に触ふれる。そしてその瞬しゆん間かん、蓮れん太た郎ろうは後方の窓を開いた。

　教室の中に風が吹ふき込こんで粉ふん霧むが柳やなぎ沢さわの方へ全て流される。

「ふぁッ!?」

　ガチンという音と共に火花が散る。そして自らが巻き起こしたすさまじい閃せん光こうと爆ばく音おんの中に柳やなぎ沢さわは吞のみ込こまれていた。

「……カナ、終わったぞ」

「あ、うん……おつかれさま……」

　カナは苦い物を嚙かみ潰つぶしたような表情でコクリと頷うなずく。蓮れん太た郎ろうは自分のために頑がん張ばってくれている、それは分かっているのだが、爆ばく発はつのショックで白目を剝むいて気絶している柳やなぎ沢さわと、顔面を押おさえて床ゆかをのたうち回る宮みや原はらを見ていると、手放しで喜べない気分になってくる。

「……にしても、カナ。お前さっきから俺おれ以外と話していても吃どもってないな」

「え？　あ!?」

　言われて初めて気付く。確かにさっきからカナは、宮みや原はら達たちや追ってくる男子達たちに対しても普ふ通つうに喋しやべれている。

「異常すぎる状じよう況きようのせいか……嬉うれしい副産物だな、カナ」

「う、うるさい！　もう、いいでしょそんなこと！」

「だな、んじゃ行くか」

「……うん」

　カナは蓮れん太た郎ろうの手を取って歩き出す。もはや蓮れん太た郎ろうを頼たよることに、躊ちゆう躇ちよはなくなっていた。
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「い……よっと」

　梯はし子ごを下り終え、地面にストンと足を着く。それを確かく認にんしたところで、先に下りていた蓮れん太た郎ろうが安心したように息を吐はく。

「よし、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……平気……」

「……？　にしては顔が赤いな」

「っ！　う、うるさい！」

　蓮れん太た郎ろうに顔を近づけられて赤面するカナ。そして周りをキョロキョロと見回し、ひとまずは男子達たちがいないことを確かく認にんする。

「よし、んじゃ学校を脱だつ出しゆつするか。行くぞカナ」

「あ……っ、ちょ、ちょっと待って！」

　急いで歩き出そうとする蓮れん太た郎ろう。それをカナは思わず引き留める。

「あん？　なんだよ……早く行かないと連中が来るぞ」

「いや、うん……そうなんだけどね……」

　蓮れん太た郎ろうに催さい促そくされるも、カナはもじもじしながら照れくさそうに言いい淀よどむ。そして、

「……ありがと。蓮れん太た郎ろう」

「……別に、礼を言われるようなことじゃない。さっさと行くぞ」

「うん……っ」

　蓮れん太た郎ろうの言葉に少し嬉うれしくなり、力強く頷うなずく。そして校門に向かって走り出そうとした……そのとき、

「いたぞ！　アイツらだ！」

「こんなところにいやがったか！」

「「ッ!?」」

　前方から突とつ如じよ男子達たちが現れる。人数は六人、各おの々おのがバットを持って武装している。

「チッ！　ここまで来てまだ出てくるかよ！」

「で、でも相手は六人だけだよ？　あれならどうにか正面突とつ破ぱすることも……」

「あらあら、ごめぇん。六人じゃなくて、七人なのぉ……」

　そのとき届いた声は、場ば違ちがいなほどに甘あまったるい女子の声だった。そして六人の背後から一人の女子生徒が姿を見せる。縦ロールにした金きん髪ぱつ、甘あますぎる喋しやべり方をするお嬢じよう様さま然とした女子、同じクラスの種たね子が島しま絵え里り奈なである。

「種たね子が島しま？　な、なんでお前が……」

「そ、そうだよ．なんでここに女の子が……理由がないでしょ？」

「理由ならあるよぉ。私、レズだもん」

　……ん？

「ん？　悪い種たね子が島しま、もう一度言ってくれるか？」

「私、ガチレズだもん。あ、正確に言えば両刀だねぇ」

　先ほどの発言の後よりもさらに濃こい静せい寂じやくが流れる。

「悪い種たね子が島しま……何か耳の調子が悪くてな。もう一回──」

「気持ちは分かるけど、聞き間ま違ちがいじゃないよ蓮れん太た郎ろう！」

　自分のクラスメイト、二年にもなってろくに知らなかった自分が悪いのだが、男子だけでなく女子までもアブノーマルだと知ってカナは泣きそうになる。

「うふふ、観念してこっちに来てよぉカナちゃん？　大だい丈じよう夫ぶ、痛くないようにするからぁ」

「さあさあ石動いするぎ！　こっちに来るんだ！」

「上質な百ゆ合りを見せてくれ！　ヒイッハア！」

　──な、なんか違ちがう！　今までとは違ちがうベクトルで怖こわい！

　じりじりとにじり寄ってくる種たね子が島しま達たちに、カナ達たちも一歩また一歩と後ろに下がる。校門は彼かれらの背後。このままでは他の男子達たちもここに集まってきてしまって、せっかく校舎の外側から下りた意味がなくなってしまう。

「さあて、あんまり焦じらすのもあれだからぁ、皆みなぁ！　カナちゃんを捕つかまえちゃって～っ！」

「「「「「イエス！　マム！　仰おおせのままに！」」」」」

　種たね子が島しまの命めいにより、男子達たち全員がカナ達たち目がけて走り出す。

　もはや万ばん事じ休きゆうすかと、カナが目を固かたく閉じたそのとき、




「狼谷かみや！　石動いするぎ！　無事か！」

「よお頑がん張ばったのじゃ！　お主ぬしら！」




　ドスッという鈍にぶい音と共に、空中で男子達たちが弾はじかれて地面に転がる。

「……え？」

　見ると、そこに立っていたのは竜りゆう子こと神かん崎ざき、そして夜や久くの三人だった。

「み、皆みな!?」

「来てくれたのか皆みな……助かった！」

「さ、最初は見てるだけのつもり、だったけど……」

「カナ達たちがピンチだったからの！」

　そう言って竜りゆう子こと夜や久くは笑う。しかしそこで、神かん崎ざき一人だけが仮面舞ぶ踏とう会でつけられるようなドミノマスクを装着していることに気付く。

「神かん崎ざきさん？　それ、なにやってるの？」

「名前で呼ぶな！　私は一応公務員なんだ！　ばれたら色々とまずい！」

　神かん崎ざきの声は、切せつ羽ぱ詰つまっていた。

「あらあら、なあにぃ？　この人達たち、カナちゃんの知り合い～？」

「その、通り……そして、カナには指一本……触ふれさせない……っ」

　僅わずかに苛いら立だった様子を見せる種たね子が島しまの前に立ちはだかったのは意外にも夜や久くだった。まだ時刻は午前中、強い日差しに辛つらそうにしながらも、しっかりと相手を見み据すえて立たち塞ふさがる。

「や、夜や久くちゃん……なんで……」

「た、確かに、普ふ段だんならこんなことはしない……でも、今回は話が……別……。あの女からは、相あい容いれない何かを感じる……っ」

　いつもの夜や久くには似つかわしくない強い言葉を吐はき、子犬のように小さく唸うなる。対する種たね子が島しまも、先ほどまでのおっとりとした雰ふん囲い気きに変わって、好戦的な表情を見せていた。

「そうねえ、私もアナタを見たとき、そんな感じがしたわぁ。私とアナタはきっと水と油、棒と棒、穴と穴、決して相あい容いれない定めね」

　──あ、これただの性せい癖へきの違ちがいの話だ。

「よし……カナ！　皆みなが抑おさえてくれてる今のうちに行くぞ！」

「う、うん！」

　突とつ如じよ介かい入にゆうしてきた神かん崎ざき達たちのお陰かげで種たね子が島しま達たちの包囲に隙すきができた。その隙すき間まを蓮れん太た郎ろうは、カナの手を引いて強ごう引いんに突とつ破ぱする。

「っ！　待て！」

「行かせぬぞ！　おりゃあ！」

　後ろからは男子達たちがこちらを追おうとするが、それを竜りゆう子こがブロックする。

　──行ける！　これで、逃にげ切きれ……っ、

　校門まであと十数メートル、そこまで来たそのとき、

「待つっすよ、そこの二人」

　背後から突とつ然ぜん声がかけられる。振ふり返かえると、何やらノートを手に持った普ふ島しまが立っていた。

「ふ、普ふ島しまさん!?　まさかアナタも種たね子が島しまさんみたいに!?」

「構うなカナ！　ここまで来たらもうアイツは無視して──」

　ばさりと、そのまま校門まで駆かけ抜ぬけようとした蓮れん太た郎ろうの足あし下もとにノートが投げつけられる。




　狼谷かみや蓮れん太た郎ろうハーレム計画、それがノートのタイトルだった。




　──え……？

「ッ!?　ちょ、これ……どこで……」

「それ、なんなんすか狼谷かみや？」

　どこまでも冷たい目をしている普ふ島しまと、先ほどまでの格好良さが噓うそのようにうろたえだす蓮れん太た郎ろう。カナはそれを、震ふるえる手で拾い上げて開く。




【ハーレム計画。まずは学校全体の女子に、自分へ好意を寄せさせる。そしてその後、自分に好意を寄せる女子を報ほう酬しゆうとして与あたえることで、男子も支配下に置く。これによって、都立諏す訪わ原ばら高校を統制下に置くことが可能になる。これが計画の概がい要ようであることを、ここに記す】

【計画の一歩目として、石動いするぎカナをオトす。男子達たちに人気が高く、なおかつぼっちなので他人との交流に飢うえていてオトしやすい。最初のターゲットとしてはうってつけだと思われる】

【明日、計画を実行に移す。既すでに付き合っているという噂うわさを流して外そと堀ぼりは埋うめておいた。男子達たちは猛もう反発するだろうが、オトした後で胸でも揉もませてやれば納なつ得とくするだろう】

【修正：カナは胸がないので、揉もむことは不可能。仕方ないのでパンツでもくれてや




　そこまで読んでカナはパタンと閉じる。そして、感情のない目で蓮れん太た郎ろうを見た。

「……これ、何？」

「あ、えっとな……これはその……ほら、俺おれは前から言ってたけど元の世界に戻もどろうとしてたろ？　そうなると、この学校を制圧しておいたほうが色々と都合がいいし、んでカナも学校に馴な染じめるから……そう！　これはカナのためでもあって、決して俺おれの」

　瞬しゆん間かん、全体重を乗せ、身体からだが許す限りの魔ま力りよくも付加し、今できうる最強の拳こぶしを蓮れん太た郎ろうの顔面目がけて振ふり抜ぬく。

「ためだけじゃな、あぼあッ!?」

　蓮れん太た郎ろうの顔面の中心を綺き麗れいに拳こぶしが捉とらえ、その首が折れたように後ろに吹ふっ飛とぶ。

　そしてそのまま、蓮れん太た郎ろうの身体からだは十メートル以上吹ふっ飛とび、学校の前にあるゴミ捨て場にぶち込こまれてようやく止まった。

「……最ッ低」

　そう吐はき捨すて背中を向けて歩き出す。その横では普ふ島しまがカナに「だ、大だい丈じよう夫ぶっすか？」と心配そうに声をかけ、神かん崎ざき達たちは蓮れん太た郎ろうの末路を呆あきれたように見ていた。

[image: ]

　そしてこの日を境に蓮れん太た郎ろうは、学校全体から女性の敵の代名詞として扱あつかわれることになる。
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　蓮れん太た郎ろうがらみの騒さわぎから一週間が経たった。五月ももうすぐ終わり、六月を目前にしてそろそろ暑い日も増えてくる頃ころだ。

「ねね！　これなんてどうっすか！」

「私はそうねぇ……こっちのイチゴ鬼おに盛もりショートケーキが食べたいかなぁ」

「絵え里り奈なちゃんそれ、ウエディングケーキなんだけどどう見ても……」

　苦く笑しようするカナと元気いっぱいに笑う普ふ島しま杏あん子ず、そして種たね子が島しま絵え里り奈なはあらあらと笑ってその二人を見ている。昼休み、同じ机を囲んでスイーツの写真を見ながら三人ははしゃいでいた。

「けどこれ本当に美お味いしそうで……って、どうしたんすかカナ？」

「あらぁ？　泣いてるのぉ」

「いや……なんか感かん極きわまっちゃって……」

　ちょっと前までは想像すら出来なかった、友達と弁当を囲む昼休みというものに思わず涙なみだが零こぼれる。

　蓮れん太た郎ろうを殴なぐり飛とばしてから一週間、カナは全女子の敵となった蓮れん太た郎ろうの最大の被ひ害がい者として、学校中の女子から囲まれる日々を送っていた。そしてそんな女子の中で、今もってカナの側そばにいてくれるようになったのがこの二人だ。それに、この二人以外でも今ではクラスメイトとぽつぽつと会話できるようになってきている。

　蓮れん太た郎ろうの行動は最低だったが、しかしそのお陰かげでカナの最大の悩なやみが解消しつつあるのだ。

「うわ見て狼谷かみやだ……お弁当食べてる……」

「本当だ、あいつご飯食べるんだ……女子の服を剝はぐクズのくせに……」

「アイツか、煩ぼん悩のう王狼谷かみやというのは……」

「ああすげえ……学校中の女子をもてない連中に彼かの女じよとして支給しようとしたんだ。アイツこそ、この学校の王に相応ふさわしいぜ……」

　当の蓮れん太た郎ろうはといえば、女子からはゴミ以下の存在として軽けい蔑べつされ、男子からは王として崇あがめられていた。

「そうだぁカナちゃん、今日ってお仕事ないのよねぇ？　カラオケでも行かない？」

「ええ!?　そんなのプロのカナがぶっちぎりになるに決まってるじゃないっすか……」

「あ、いやごめんね。今日はちょっと用事があって……」

　今日は区役所に行かなければならない。学校に提出する書類に添てん付ぷしなければならない証明書を取りに行くのである。

「あぁそうなんだぁ……残念」

「なら今度は一いつ緒しよに行くっすよ！　カラオケ以外で！」

「うん、また今度行こうね！」

　そう言ってカナは、一人食事をする蓮れん太た郎ろうを背に同じ中身の弁当に箸はしをつけた。
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「では、次の方……ってなんだ貴き様さまか、石動いするぎ」

「何だじゃないでしょ。せっかく来たお客さんなのに」

　渋しぶ谷や区役所、その中の区民生活課の窓口でカナは、神かん崎ざきの前に腰こしを下ろす。対面に座すわる神かん崎ざきは、ラスボス荘そうでは鳥の巣のようになっている髪かみをしっかり整え、ワイシャツを着た小こ綺ぎ麗れいな身なりをしていた。

「それにしても神かん崎ざきさん、本当にここで働いてるんだね……」

「何だ？　私の働き先は知っていたはずだろう？」

「うん、まあそうなんだけど……夜や久くちゃんが神かん崎ざきさんの本当の職業はキャッチバーの客引きとストリップダンサーって言ってて、その説得力が凄すごかったから……」

「奴やつめ……帰ったらコレクションを半分焼やき払はらってくれる……」

　憎ぞう悪おに満ちた目で呟つぶやく神かん崎ざき。そんなスーツ姿を改めて眺ながめ、カナは朗ほがらかに笑う。

「でも意外だね。神かん崎ざきさん、きちんと真面目に働いてるんだ？」

「貴様な……私はスイッチが入ったら少々アレなことは認めるが、基本的には常識を弁わきまえている。これでもそれなりに人気があるのだからな」

「ああそうそう、なんだか順番が回ってくるまでずいぶん待ったけど……」

　と、そのとき、カナの背後から声が飛んでくる。年ねん齢れいは二十代半ばぐらい、子供を抱かかえた若い主婦だ。

「神かん崎ざきさん今日はありがとうございました！　ま、またよろしくお願いしますね！」

「わ、私も！　今日は楽しかったわ！　また来るわね！」

「はい、誠まことにありがとうございます」

　そのときカナは、恐おそろしいものを見た。

　あの神かん崎ざきが、見たことがないほど爽やかな笑え顔がおを浮うかべて、普ふ通つうに言葉を返している。

「ただ奥おく様さま、この次は旦だん那な様と一いつ緒しよに来ていただけると助かります。年金関係の手続きは世せ帯たい主ぬし様が同席されていた方が早く済みますので」

「も、もう神かん崎ざきさんったら！　早く済んだら意味がないのにー」

「それに……私たち旦だん那なには内ない緒しよで来ていますし……」

「……？　左様ですか」

　神かん崎ざきは笑え顔がおを浮うかべつつあくまで事務的に対応する。それに対して主婦二人は、照れたように顔を赤くしながらそそくさとその場を立ち去っていった。

「ふう、すまない石動いするぎ、待たせ……どうした？　なんだそのジト目は」

「あ、うん……何て言うか……」

　そういえばいつも変態的行動の陰かげに隠かくれて忘れていたが、神かん崎ざきは客観的に見れば顔立ちも整って体格も良く、高身長でかなりルックスに優すぐれているのだ。普ふ通つうにしていればそりゃあ異性の目を惹ひくだろう。

「まあいいや……それじゃあ手続きをお願い神かん崎ざきさん」

「ああ、確か課税証明書が欲しいんだったか」

　そう言って神かん崎ざきは申請書を受け取り、必要な記述を確かく認にんしつつ課税証明書を用意しながら手て際ぎわよく事務を進めていく。そして、手を動かしながらカナに話しかける。

「それでどうだ？　最近の学校は」

「すっごい楽しいよ。前とは比べものにならないくらい」

「そうか……それは重ちよう畳じようだな」

「本当に良かったよ……あとは、蓮れん太た郎ろうさえどこかに消えてくれれば完かん璧ぺきなんだけど」

　そのとき、滞とどこおりなく動いていた神かん崎ざきの手がピタリと止まる。

「石動いするぎ……貴き様さま、何を言っている？　あの後、奴やつから何も聞いていないのか？」

「はあ!?　あんな奴やつと話すのなんて金こん輪りん際ざい嫌いやだよ！　まあ、向こうからは何も言ってこないけど、でももし話しかけてきたらぶん殴なぐってやるから！」

「……そうか」

　そこまで聞いて、何かを察したように神かん崎ざきは目を伏ふせる。そして残った手続きを手早く終わらせていく。

「ホンット蓮れん太た郎ろうって最低だよ！　私一いつ瞬しゆんでもアイツのこと尊敬したのがバカみたい！　きっとアレは頭の中とか空っぽで──」

　ぱさっと、頭に軽い衝しよう撃げきが乗った。神かん崎ざきが手に持った書類でカナの頭を叩たたいたのだ。

「っ？」

「その辺にしておけ石動いするぎ」

　痛みなどはまったくない。だが、カナにとっては神かん崎ざきがそういう行動を取ったことが驚おどろきだった。呆あつ気けにとられて固まるカナに神かん崎ざきは、真まっ直すぐ目を見み据すえて口を開いた。

「……奴やつが言っていないのなら、本来は私が口を出すべきではないのだろう。だが、このままでは道理が通らんからな」




　　　　　＊　＊　＊




　蓮れん太た郎ろうの部屋はカナの部屋の隣となりにある。いつも夕食時には集まれる者は皆みな集まっているが、ここ一週間はカナは、あの日の諍いさかいもあって顔を出していなかった。

「……」

　時刻は六時過ぎ。部屋の入口に立ち、カナは少しだけ躊ちゆう躇ちよする。だが一つ深呼吸をして意を決してドアを開く。

　中に足を踏ふみ入いれると、何日ぶりかの温かい手料理の匂においが漂ただよってきた。

「ん？　まだ飯はできてないぞ。誰だれだ？」

「……よっ」

「っ、ああ……お前か」

　鍋なべをかき混ぜながら蓮れん太た郎ろうは曖あい昧まいに笑って視線を逸そらす。

　食しよく卓たくの前まで歩き、キッチンに立つ蓮れん太た郎ろうを見ると、まだカナに殴なぐられた跡あとが熱いのか、右頰ほおに冷れい却きやくシートが貼はられていた。

「……あのさ、この間のことなんだけど」

「おまっ……いやあれはもう悪かったよ。二度としないからもう忘れてくれ……」

　もう殴なぐられるのはこりごりだというような態度。それにカナは表情を変えず言う。

「今日、神かん崎ざきさんに聞いたよ……あのときの、蓮れん太た郎ろうの考えていたこと」

　ぴくりと、蓮れん太た郎ろうの動きが止まる。

「あの野や郎ろう……ッ、余計なことを……」

「……ねえ、なんで？　蓮れん太た郎ろう。どうしてあのとき、わざと自分が学校中から嫌きらわれるようなことをしたの？」

「……」

　そう、カナは神かん崎ざきから全てを聞いた。

　ノートを落としたことも、それを見られて学校中の女子に目の敵かたきとされることになったのも、全て蓮れん太た郎ろう自身がそうなるように仕組んだのだと。

　どうしてだかは神かん崎ざきも教えてはくれなかった。ただ、蓮れん太た郎ろうはああなると分かった上で、あの騒さわぎを起こし、自分自身を貶おとしめたのだと語っていた。

「神かん崎ざきさんは詳くわしい話は本人に聞けって言ってた。だから聞きたい……蓮れん太た郎ろうが、なんでそんなことをしたのか」

「……いや、まあアレだ」

　カナの問いかけにばつが悪そうに視線を泳がせる蓮れん太た郎ろう。しかししばらくして、観念したように口を開く。

「……俺おれが魔ま王おうのとき、人間っつう共通の敵が現れて全ての魔ま族ぞくが力を合わせた。んで、俺おれたち魔ま族ぞくが人間達たちの前に敵として現れたら、今度は人間も力を合わせだした……」

「……うん」

「だからさ、ほら、共通の敵が出来ると、お約束的に生き物は団結するから。なら俺おれがそういう立ち位置につけば……つまり学校中の女子の敵になれれば、手っ取り早くお前がクラスに馴な染じめるようになるって、思ってな」

「ッ……ば、馬ば鹿かじゃないの!?」

「う、うっせーな！」

　恥はずかしそうに蓮れん太た郎ろうは叫さけぶ。しかし、カナには到とう底てい納なつ得とくできない言葉だった。

　それはつまり、蓮れん太た郎ろうはカナのために嫌きらわれ者の役を買って出たということなのだから。

「馬ば鹿かじゃないの……？　なんで、そんなことを……」

「……まあ、俺おれは元々魔ま王おうだからな。悪役は慣れてる」

「そういうことじゃないよ！」

　叫さけび、カナは目の前に座すわる蓮れん太た郎ろうの胸ぐらを摑つかむ。

「何で、そんなことが出来るの!?　女子全員に嫌きらわれて……私のための行動なのに私自身にすら馬ば鹿かにされて……なんで！」

「なんでって……んなこと言われてもなあ」

　よく分からないという風に首を傾かしげながら、蓮れん太た郎ろうは口を開く。

「保健室で話しただろ？　俺おれはお前のためだけにあれをやったわけじゃない。自分の本当にやりたいことを見み極きわめるためにあれをやったんだ。だからそんなに気にすんな」

「な、何を言ってるの!?　意味分かんない！　だからって大勢から軽けい蔑べつされて……それでいいの!?」

「いや、だからあれだ」

　そして蓮れん太た郎ろうは、困ったようにその言葉を口にした。




「俺おれが誰だれに嫌きらわれようが、カナが幸せになってくれるほうがずっと大事だからよ」




「──ッ[image: びっくりはてな]」

　ボンッと爆ばく発はつするようにカナの顔が赤く染まる。手がわなわな震ふるえ、蓮れん太た郎ろうの顔を直視できなくなりその場にストンと崩くずれ落おちる。

「？　どうしたカナ、顔真っ赤だぞ」

「う、ううううるひゃい！」

「ひゃい？」

「ひう……っ」

　もはや何も言えずまともに蓮れん太た郎ろうの目も見られない。しかしそのとき、後方でがちゃりとドアが開いた。

「はあ、腹減ったのじゃ蓮れん太た郎ろう～っ、飯はまだ……む？　何じゃお主ぬしら、そこで何をしておる？」

「カナ……顔、真っ赤だよ……？」

　部屋に顔を出してきたのは、竜りゆう子こに夜や久く、それにその後ろには神かん崎ざきと日向ひなたも立っていた。

　──なんでこのタイミング!?

「ああ皆みな、なんかさっきカナが突とつ然ぜんこんな風に……」

「あ、あうぅ……ううっ！」

　まずい。蓮れん太た郎ろうが何か余計なことを言おうとしている。

「神かん崎ざきさん！」

「ん？」

　そしてカナはとっさに、拳こぶしを握にぎって立ち上がった。

「殴なぐらせてッ！」

「喜んでッ！」

　食くい気味の即そく答とう。そしてそれを聞き届けカナは全力で拳こぶしを振ふりかぶり前に踏ふみ込こむ。

　直後、鈍にぶい音を立てて拳こぶしを顔面で受け止めた神かん崎ざきの身体からだが、回転しながら吹ふっ飛とんで窓の手すりを乗のり越こえ地面へと落下していった。

「お、おい大だい丈じよう夫ぶか、神かん崎ざきさん……」

「大だい丈じよう夫ぶです。ピンピンして大笑いしています」

「凄すごい……あ、相変わらずどういう原理なのかは、まったく分からない、けど……」

　照てれ隠かくしで殴なぐってしまった神かん崎ざきを見下ろしながら、カナは高鳴る動どう悸きを必死に抑おさえようとする。そして、潤うるんだ瞳ひとみで蓮れん太た郎ろうの方を見やった。

「蓮れん太た郎ろう……」

「あん？」

「……ばか」

「な、なんだ急に!?」

　驚おどろく蓮れん太た郎ろう。しかしその一言で、他の三人は事情を察する。

「これは……カナの言うとおり……」

「うむ、これはバカじゃな」

「フォローも出来ませんね」

「はあ!?」

　意味が分からないというリアクションを見せる蓮れん太た郎ろう。それを見てカナはクスリと笑う。

　──今度……杏あん子ずと絵え里り奈なにアドバイスもらおう……。

　自分の中の未知の感情に翻ほん弄ろうされながら、カナは胸の内でそう誓ちかう。




　きっと、この蓮れん太た郎ろうに対する感情は──、







[image: 第六話]







　季節も六月に入り、そろそろ蒸むし暑あつくなってくる。長なが袖そでのシャツが鬱うつ陶とうしくなってきたこの頃ごろ、蓮れん太た郎ろうはいつも通り朝食を作っていた。

「……今日、誰だれも来こねえな」

　いつも全員分の食事を用意する蓮れん太た郎ろうだが、その際困るのは何人食事を食べに来るか分からないことだ。夜や久くは常に家にいるので食事を残しておけば勝手に食べるが、日向ひなたと神かん崎ざきは朝早くに出かけることもあるので食事に来こない場合もあるし、竜りゆう子こはそもそも食事を忘れることすらある。なので六人全員で食しよく卓たくを囲むのは割とレアだったりする。

　──っつっても、流石さすがに今日みたいに誰だれも来こないってのは珍めずらしいけどよ……。

　六人分のベーグルサンドとトマトスープを用意し、さらにカナの分と自分の二人分の弁当をキッチンに置き、蓮れん太た郎ろうは食しよく卓たくに着く。

　時刻は七時二十分、そろそろ食べなければ学校に間に合わない。そう考えてサンドイッチに手を伸のばした、そのとき、

「お、おはよ……」

「おう、来たかカナ。飯できてんぞ」

　おずおずと部屋に入ってきたのは制服に着き替がえたカナだった。だが、カナは部屋の中に蓮れん太た郎ろう一人しかいないのを目にして小さく息を吞のむ。

「も、もしかして……蓮れん太た郎ろう一人だけ？」

「……？　ああ、まあそうだな」

「ってことは、その……二人っきり？」

「そういうことになるか」

「へ、へえ……」

　何か気のないような返事をするカナ。しかしその割に小さく握にぎったガッツポーズが少し気になる。

「じゃ、じゃあ蓮れん太た郎ろう！　一いつ緒しよに──」

「うあー、腹減ったのじゃー」

「狼谷かみや、悪いな寝ね坊ぼうした。朝食はあるか？」

「わ、私も……欲ほしい、かな……」

　カナが蓮れん太た郎ろうの隣となりに座すわろうとした、そのとき、ぞろぞろと部屋に入ってくる竜りゆう子こ達たち。そして何食わぬ顔で竜りゆう子こと夜や久くが蓮れん太た郎ろうの両サイドに座すわる。

「あ……」

「どうした石動いするぎ、暗い顔をして」

「ああうん……なんでもないんだけどね……」

　これに関しては誰だれも悪くはない。竜りゆう子こも夜や久くも悪気はないし、神かん崎ざきに至ってはただ様子を尋たずねただけだ。

　だがそれでも、誰だれかに八つ当たりしなければ気が済まなかったらしい。

「神かん崎ざきさん、ちょっと殴なぐってもいいかな？」

「ッ！　石動いするぎ、貴き様さまいい加減にしろ！　何度言ったら分かるんだ！」

　神かん崎ざきが怒ど声せいを上げる。そして語気を荒あらげて自分の胸をドンと叩たたく。

「私を殴なぐるときは許可など取るな！　ゴミ虫のようにいきなり殴なぐれと何度言えば分かる！」

「ぶれねーな相変わらず……」

　カナに殴なぐられて嬌きよう声せいを上げる神かん崎ざきを眺ながめながら蓮れん太た郎ろうはベーグルサンドを口に運ぶ。そうしながら、これからのことを考える。

「……」

「蓮れん太た郎ろう……？　どう、したの……？」

「ああ、別になんでもない。ちょっと考えごとをな」

「ふーん……」

　視線を戻もどしてもそもそとパンを齧かじる夜や久く。その姿を見ながら蓮れん太た郎ろうはよいしょと立ち上がる。

「さて、んじゃ俺おれは先に出るよ」

「え!?　ま、待って！　私も！」

　立ち上がる蓮れん太た郎ろうに慌あわてて、急いでパンを口に詰つめ込こむカナ。しかし、

「何でだよ。お前と俺おれは仲悪いことになってんだぞ」

「……そうだったね」

　とても悲しそうな顔をしながらカナはベーグルサンドをゴクンと飲のみ込こむ。その隣となりでは夜や久くがご愁しゆう傷しよう様とばかりにポンと肩かたに手を置いた。

「んじゃ行ってくる。残ったのはラップして冷蔵庫に入れとくこと。あと洗いもんもしてけよ」

　そう言い残し、鞄かばんを取って革かわ靴ぐつを履はく。そして家を出たところで朝あさ日ひの眩まぶしさに目を細めた。

「……さて、行くか」




　　　　　＊　＊　＊




「よー狼谷かみや、飯食おうぜー」

「おう宮みや原はら、柳やなぎ沢さわ、こっち座すわれ」

「ありがとう、狼谷かみや」

　昼休み、授業を終えて伸のびをする蓮れん太た郎ろうに宮みや原はらが声をかけてくる。それに応じて弁当箱を広げ、宮みや原はらも前の席に座すわった。

　あのときの騒さわぎ以来、宮みや原はらと柳やなぎ沢さわと蓮れん太た郎ろうはよく連つるむようになっていた。あれだけボコボコにされて何な故ぜ？　という気もしないではないが、どうも学校の女子中に広がる蓮れん太た郎ろうの悪評にシンパシーを感じたらしい。

「そういえば狼谷かみや、君この前一年生に話しかけられていたが、アレは何だったんだい？」

「アレ？」

「ほら、こないだ朝校門で一年の連中に話があるっつわれて何か喋しやべってたじゃんか」

「ああ……あれか……なんでもねえよ。別に」

「本当にかー？　オイ、蓮れん太た郎ろう、隠かくしごとはよくねーぞー？」

「うるせえな、黙だまって食え。昼休み終わるぞ」

「へいへーい」

　適当な調子で答え宮みや原はらはまた箸はしを動かし始める。元々それ程ほど興味のなかった話題だったのか、それっきりその話を切り出すこともなく、すぐに話題はどうでもいいような昨日のテレビ番組に切きり替かわった。




「実は、一年の連中に生徒会長をやって欲ほしいって言われたんだ」

「せ、生徒会長!?」

　放課後、ラスボス荘そうの最も寄より駅えきから三駅離はなれたスーパーでカートを押おす蓮れん太た郎ろうの言葉に、カナは素すっ頓とん狂きような声を上げる。その大きな声に、周りの視線が一いつ斉せいにこちらに集まった。

「カナうるせえ。お前自分の声量をちょっとは考えろ」

「あ、ごめん……」

　はっと口を手で押おさえるカナ。それを横目に蓮れん太た郎ろうは豚ぶたバラ肉のパックを四つ籠かごに入れる。何しろ六人の大所帯だ。ある程度の量を買かい溜だめしておかなければすぐになくなってしまう。

「それで蓮れん太た郎ろうはどうするの？　まさか、引き受ける？」

「いや引き受ける引き受けない以前に、あの連中が望む学校運営をやったら俺おれらの学校がディストピアになるからな」

　そう苦く笑しよう気味に笑いながら、でもと蓮れん太た郎ろうは呟つぶやく。

「……今は、まだやるつもりはねえかな」

「そうなの？」

「ああ、俺おれも今は忙いそがしいからな。せめて週一ぐらい誰だれかが代わりに飯を作ってくれないと時間がない」

「あはは、今はもう蓮れん太た郎ろうに皆みな依い存ぞんしっぱなしだもんね」

　ちょっと前は皆みな適当に済ましていたのにと笑いながら、カナは玉たま葱ねぎを四つ籠かごに入れる。

「ね、ところでさ……」

「ん？」

　不意に、カナが照れたように赤くなりながら笑う。

「こんな風に制服で晩ご飯のお買い物なんて、なんだかアレだね」

「アレって何だよ？」

「いやだからね、なんかこう……初うい々ういしいっていうか……」

「何がだ？」

「な、何がってそりゃ、カ、カップ……っ」

「カップ？」

「うぅ……何でもない……」

　よく分からないことを呟つぶやきながら小さくなるカナ。顔を真っ赤にしながら「せっかく皆みなの目を盗ぬすんで二人っきりになったのに……」とゴニョゴニョ言っていた。

「さて、んじゃそろそろ行くか。買いたいものもあらかた集めたしな」

「え!?　もう終わり!?」

「ああ」

「そ、そんな！　まだ、三十分ぐらいしか……」

「んだよ？　何か買いたいモンでもあったのか？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

　何な故ぜか酷ひどく残念そうなカナ。何だか最近、カナの様子がおかしい気がする。時期的にはちょうど、神かん崎ざきがカナに余計なことを吹ふき込こんで揉もめたときと被かぶるが、一体どうしてだろうか。

「う、うん、分かった……うぅ……せっかく学校から離はなれたスーパーに来られたのに……」

　無念そうにコクンと頷うなずき、蓮れん太た郎ろうとカナはレジへと向かった。




　部屋に着き、カナと一いつ旦たん別れて蓮れん太た郎ろうは足で（両手が買い物袋ぶくろで塞ふさがっているため）ドアを開く。鍵かぎを誰だれかが閉めてくれていることもあるが、大たい抵ていは竜りゆう子こか夜や久くが勝手に転ころがり込こんでごろごろしているので鍵かぎが開いていることが多く、今日もドアはあっさり開いた。

「ただいまっと」

「はい、お帰りなさい狼谷かみやさん」

「っ、日向ひなたさんか、珍めずらしいな」

　部屋の電気を肘ひじで点つけ、キッチンに買い物袋ぶくろをドサリと置く。居間では日向ひなたが正座をして湯飲みでお茶を飲んでいた。見た目は若い男なのだが、その爺じじむさい姿が妙みように似合っている。

「どうしたんだ今日は。何か用事でもあったのか？」

「いえ今日はなんとなくそんな気分でして」

　そう言いながら日向ひなたは、冷蔵庫の中に食材を詰つめ込こんでいく蓮れん太た郎ろうを見る。

「どうですか狼谷かみやさん。この世界の生活にはもう慣れましたか？」

「ああ、お陰かげ様さまでな」

　笑いながらそう答える蓮れん太た郎ろう。それはおべっかでも何でもなく、今や偽いつわらざる蓮れん太た郎ろうの本心だった。それが言葉からも伝わったのだろう、日向ひなたも嬉うれしそうに頷うなずく。

「そうですか。それなら良かったです。君がここに入ってくれて良かった」

「な、何だよ急に……」

　少し照れながら自分もコップにお茶を注つぎ、居間に座すわってふうっと息をつく。

「……この間、一年生に生徒会長をやらないかって言われたんだ」

「へえ、凄すごいですね。もうそんなに人望が……」

「いやこれは人望っつっていいものなのかも分からないけどな。連中『狼谷かみや蓮れん太た郎ろうに、覇は権けんを勝ち取ってもらってこの学校を性の帝てい国こくにして欲ほしいんです！』って……」

「その方々は、高校生なんですよね……？」

　聞かれても困る。蓮れん太た郎ろうとしてもあまり確信は持てないのだから。

「まあ、そのときは丁てい重ちように断ったし、今は俺おれもまだまだ忙いそがしい。しばらくは生徒会長なんてできないな」

「……今はですか？」

「ああ、今はだ」

　そう言って蓮れん太た郎ろうはコップに残されたお茶を一気に飲み干す。お茶と一いつ緒しよに飲のみ込こんだ空気をぶはあっと吐はき出だし、日向ひなたの目を見た。

「日向ひなたさん。今日の飯のとき、皆みなに話したいことがある」

「スカイツリーの件については絶対に何も喋しやべりませんよ？」

「いやそれについてはいい。結果的に助かったし……」

　それに正直に言えば、その件については怖こわいので、あまり触ふれたくない。

「とにかく今日は皆みなここで食うようにって伝えといてくれるか？」

「分かりました。時間はいつ頃ごろにしますか？」

「七時半ぐらいだな。皆みなそんぐらいには帰ってるか？」

「ええ問題ないでしょう」

　そう言って日向ひなたは立ち上がり、自分の使っていた湯飲みを流し台で洗う。

「それでは、また後に」

「ああ、頼たのむな」

　そう言って水すい滴てきを拭ふいた湯飲みを棚たなに戻もどして部屋を出る日向ひなたに、蓮れん太た郎ろうも手を上げて応じる。そしてドアが閉まったところで蓮れん太た郎ろうも伸のびをして立ち上がった。

「……さて、今日の飯はどうすっかな？」




　　　　　＊　＊　＊




　ジュウジュウと豚ぶた肉にくの油が跳はねる音と、小麦粉の生き地じが焦こげていく香こうばしい匂においが部屋の中に広がる。さほど広くない部屋の中、ホットプレートを囲んで六人の男女がお好み焼きを睨にらんでいた。

「むむぅ、美う味まそうじゃのう！　腹の底から手が出てきそうじゃ！」

「我が慢まんしろ望もち月づき、今狼谷かみやが焼いているところだろうが」

　涎よだれが垂れそうなほどに大口を開けて箸はしを手にわくわくした表情を浮うかべる竜りゆう子こと、それを横から窘たしなめる神かん崎ざき。

「お腹なか、減った……牡か蠣き玉の良いい匂においが……」

「はは、夜や久くさんは肉より海かい鮮せん系の方が好きですからね」

　にへら、とだらしなく表情を緩ゆるめる夜や久くと、その隣となりで夜や久くの様子を微ほほ笑えましそうに見守る日向ひなた。

「もうちょっと待ってな。あと一分で食わしてやるからな」

「す、凄すごい……手が速すぎて見えない……」

　もの凄すごい速さでヘラを操あやつりながら六人分を焼き上げていく蓮れん太た郎ろうと、その手て際ぎわに目を奪うばわれているカナ。

　合計六人、性別も思想も、そして種族もバラバラなラスボス達たちが、お好み焼きの焼き上がりを今か今かと待ちわびていた。

「えっと、広島風が竜りゆう子こさんと神かん崎ざきさんで牡か蠣き玉が夜や久く、で他は豚ぶた玉だったな」

「素す晴ばらしい手て際ぎわですね、狼谷かみやさん。いっそこの仕事で食べていけるのでは？」

「バカ言え。こんなの誰だれだって出来る。ただの家庭料理の延長だ」

「だ、そうだが？」

「何じゃ伸しん介すけ。何な故ぜ、儂わしを見る？」

「いや、そもそも……蓮れん太た郎ろう以外にはこんなこと、ここにいる誰だれも出来ない……」

「出来なくはないけど、でも蓮れん太た郎ろうの手て際ぎわを見てると自信なくしちゃうよね……」

　そんなことを話しながら待つカナ達たち。と、そこで蓮れん太た郎ろうがヘラで鉄板を擦こすりながら焼き上がったお好み焼きを各自の皿に取り分け始める。

「よーっし出来たぞ皆みな」

「おお！　流石さすがは蓮れん太た郎ろうじゃ！　手て際ぎわが良よいの！」

「あ！　おい竜りゆう子こさん皆みなに行ゆき渡わたるまで待てって！」

「まあいいじゃないですか。せっかくの焼きたてですし、頂いた人から食べましょう」

　日向ひなたがそう言って、それを機にめいめい食べ始める。その中でカナは豚ぶた玉を小さく千切り、ソースとマヨネーズが塗ぬられた一切れを口に運んで笑え顔がおを零こぼした。

「美お味いしい！　やっぱり蓮れん太た郎ろうは凄すごいね……なんか、お店のやつとは生き地じの味から違ちがうよ」

「ふっ、分かるかカナ。実は生き地じにはちょっと拘こだわっててな……」

「うむうむ！　確かに美う味まいの！　お主ぬしさえ良ければ将来儂わしの店で使ってやらんでもないぞ！」

「貴き様さま、よくまあ上から目線で言えるな」

　切らずに丸のままかぶりつく竜りゆう子こと丁てい寧ねいに箸はしで切って大ぶりの一切れを頰ほお張ばる神かん崎ざき。二人が食べているのは仲良く広島風だ。焼き目のついたうどんとトロリと垂れた半熟卵がいかにも美う味まそうである。

「そういえば二人共広島焼きだね。好きだったっけ？」

「まあな、私たちが二人で日本を回っている間、広島で食べたのがとても美う味まかったんだ」

「うむ！　あのとき食べたのは美う味まかったのう！　じゃがどうしても味を再現できなくて難なん儀ぎしたのじゃ」

「……つ、作ったの？」

　青い顔をする夜や久く。その当時のことを思い出したのか、神かん崎ざきは気が滅め入いったように視線を伏ふせる。

「まあ、あのときは大変だったがな……まあ安心しろ。やつは桜さくら島じまの火か口こうにぶち込こんで息の根を止めてやった」

　お好み焼きの息の根って何だ。

「それはそうと、石動いするぎ……さあ」

「うん？　どうしたの？」

「どうしただと？　愚ぐ問もん！　早くその熱い熱い豚ぶた玉を私の顔面に叩たたきつけろと言っているんだ！　さあ早く！」

「やらないよ。勿もつ体たいないもん」

「馬ば鹿かな!?」

　神かん崎ざきの表情から希望の色が消えていく。

「神かん崎ざき……ご飯の席でふざけちゃだめ……」

「俺おれのお茶に変な薬入れようとしてるお前もな」

「あぁ……っ」

　持っていた粉薬を取り上げられ情けない声を上げる夜や久く。全ていつも通りの光景、蓮れん太た郎ろうがこの世界に来てから送ってきた日常だ。

　──楽しいんだよなぁ、これが。

　ギャアギャアと騒さわぎながら食しよく卓たくをやかましく賑にぎわす隣りん人じん達たちを見て蓮れん太た郎ろうは微かすかに笑う。

　そろそろ一枚目を皆みなが食べ終える頃ころだ。蓮れん太た郎ろうは次の一枚をホットプレートに注いだ。




「ふう、食った食った。美う味まかったぞ狼谷かみや」

「そりゃどうも」

　食器を片付け、皿を洗う蓮れん太た郎ろうに満足げな声を上げる神かん崎ざき。いや神かん崎ざきだけでなく皆みなが皆みな、満腹で幸せそうに目を細めている。

「……なあ皆みな、ちょっといいか？」

　最後の皿を洗い終え、濡ぬれた手をタオルで拭ぬぐいながら蓮れん太た郎ろうは五人に声をかける。

「……？　どうしたの蓮れん太た郎ろう？」

「いやちょっとな……相談したいことがあってよ」

「相談じゃと？　豚とん骨こつは割ってからでなければいつまで経たっても白はく濁だくしてこんから──」

「違ちがう。そういう話じゃない」

「馬用の鞭むちは初心者用として使うにはかなり痛い。やはり多少は値が張ってもそういったプレイ用の鞭むちを買うべきだろう」

「それも違ちがう。だからそういう話じゃ……」

「任せて……私が見み繕つくろった、都内のハッテン場リスト、後で渡わたしてあげる……そこに行けば、思わずウホッと唸うなる、いい男達たちが山のように……」

「だから違ちがうっつってんだろ！　聞けよ、話を！」

「……ごめん、なさい。私みたいなクズがこんな……っ」

「あーあ、泣かしてしまいましたね、狼谷かみやさん」

「駄だ目めだよ、蓮れん太た郎ろう？　相手は一応小さな女の子なんだからね？」

「なんだこれ、俺おれが悪いのか!?」

　声を張り上げてツッコみ、改めて蓮れん太た郎ろうは口を開く。

「そうじゃなくてだな……これからのことで真面目に話したいんだよ」

「ああ、そのことですね」

「そうだ日向ひなたさん。だから……」

「ま、待って！」

　そのとき、カナが蓮れん太た郎ろうの言葉を遮さえぎる。そして少しわくわくした様子で上を指差した。

「そういう重要な話だったらさ……せっかく満月だし、上で話そうよ」




　　　　　＊　＊　＊




「おお……」

「で、でしょ！　いいでしょ！　ムードもあるし！」

　カナがわくわくした様子で声を上げる。蓮れん太た郎ろうもそこからの景色に少しばかり興奮していた。

　六人がいるのはラスボス荘そうの屋根の上、そこに腰こし掛かけて空を見上げていた。

「ここに登るのも久しぶりですね。今日はずいぶんと月が綺き麗れいです」

「毎度思うが……よくもまあこんなところに登って通報されないな」

「良よいではないか細かいことは！　やはり空は良よいのう！　竜りゆうだった頃ころを思い出すのじゃ！」
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「りゅ、竜りゆう子こ……っ、声、大きい……っ」

　住宅街を見下ろし、街の灯あかりに負けないくらいに眩まぶしい、白く冷れい涼りような光を放つ月を見つめる。少しだけ昔のことを思い出して、切なくなった胸に手を当てる。

「昔のことを思い出しましたか？」

「……はっ、もう過去のことだ」

　そう、もう戻もどれない過去の話だ。魔ま族ぞくを率いて潜くぐり抜ぬけた、数多あまたの死線。しかし、共に戦った仲間は皆みなあの世界に置いてきた。だから自分はこの世界で、自分が成すべきことを成す。

「俺おれな……この世界を征せい服ふくしたいと思うんだ」

　唐とう突とつに、前置きもなく蓮れん太た郎ろうはそう口にした。

　突とつ拍ぴよう子しもないようなその言葉に、普ふ通つうなら笑うか呆あきれるかどちらかだろう。だがここにいる五人は蓮れん太た郎ろうのその言葉をくすりとも笑わずに聞き留める。

「……もう、元の世界に帰って、戦いたいとかは思わないの？」

「ああ、それはもう俺おれのやるべきことじゃない」

「……そっか」

　その言葉にカナは、少し嬉うれしそうに呟つぶやいて笑う。

「でも、だからって上を目指すのを諦あきらめたわけじゃない。やっぱり俺おれは、誰だれかを率いて上を目指してこそ俺おれだ」

「それで世界征せい服ふくか、中々豪ごう儀ぎな話だな狼谷かみや」

　神かん崎ざきの言葉に軽く苦く笑しようする。

「けどさ……俺おれは前の世界じゃ暴力で世界を獲とろうとして、んで駄だ目めだったろ？　だから今回は、暴力以外を使って世界を獲とってみたい」

「具体、的には……？」

「それはこれから考える」

「短たん絡らく的じゃのう」

「竜りゆう子こさんにだけは言われたくねえな」

　そう、今はまだ何の足がかりもないただの夢。だがこれは、蓮れん太た郎ろうがこの世界で見つけた心から成なし遂とげたいことだ。

　竜りゆう子こが自分の夢を追うように。

　神かん崎ざきが過去の栄光へと手を伸のばすように。

　夜や久くがこの世界で停てい滞たいすることを選んだように。

　カナが小さな幸せを見つけたように。

　そして……、

「日向ひなたさんは、どうなんだ？　この世界でやりたいことはあるのか？」

「僕ぼくですか？　……そうですね」

　そう言って少し考え、そして五人の顔を見てクスリと笑う。

「僕ぼくのやりたいことはもう叶かなっていますから」

「……そうか。まあなんとなくそう言うんじゃないかって思ってたよ」

　日向ひなたは過去のことも自分のことも語らない。だがそれでも何となく伝わるものはある。

　きっと日向ひなたにとっての全てとは、このラスボス荘そうそのものなのだろう。

「さあ、それではこの辺りで戻もどりましょうか。六月とはいえ夜は流石さすがに少し寒いですからね」

「え、待って!?　梯はし子ごが落ちてるんだけど！」

「え……っ？　じゃ、じゃあずっと、ここにこのまま……？」

「何じゃこんなモン、飛び下りればすぐではないか」

「待て竜りゆう子こさん!?　アンタいくら馬ば鹿かでもそれが無理なことぐらい分かるだろ!?」

「……この高さから石動いするぎに突つき落おとしてもらえば」

「神かん崎ざきさん何恐おそろしいこと言ってるの!?」

　六人が屋根の上で騒さわぐ。それはかつて各おの々おのの世界で、圧あつ倒とう的な力を振ふるったラスボス達たちとは思えないほどに人間臭くさい姿。




　舞ぶ台たいは東京、時は平成。

　これは、夢破れた後に余生を送る場所として小さなアパートを選んだ六人のラスボス達たちの、〝その後〟の物語である。










あとがき




　この本を手に取っていただいてありがとうございます。初めまして、犬いぬ川かわ陽よう介すけと申します。

　第二十回電でん撃げき小しよう説せつ大たい賞しように応おう募ぼしたときに拾っていただき、長い時間をかけてようやく世に出せる本を書き上げることが出来ました。

　既すでに本作を読み終えてくださった方はご承知かと思いますが、本作はラスボスをテーマにしたギャグテイスト強めな作品になっております。ギャグと言えば、作者の知人のことをネタにした登場人物を出したりしている作品もありますが、本作に関して言えば、そういった内輪から引っ張ってきたネタは一いつ切さいありません。

　女子が来る前に更こう衣い室しつに堂々と侵しん入にゆうし寝ねたふりで凌しのぎきろうとしたＭ君。俺おれが地元のスーパーに入ったら万引きＧメンが三十人ついてくる、というよく分からない不良アピールを三年続けたＮ君。水泳の授業中に僕ぼくのパンツを脱ぬがせようと笑え顔がおで追いかけてきて、その途と中ちゆうで股こ関かん節せつを脱だつ臼きゆうし笑え顔がおのまま水底に沈しずんでいったＨ君。などなど、ネタに出来るエピソードは引くぐらいあるのですが、怒おこられるので出しませんでした。

　とまあ、何はともあれ本になりました。いや、させていただきました。

　正直ここまで色々な人に助けられすぎていて、こんなに人に恵めぐまれていていいのかと不安になります。拾っていただき、様々なアドバイスを元にこの作品を完成まで導いてくださった担当編集の黒くろ崎さきさん。僕ぼくの作品をいつも一番最初に読んでくれた弟。小説家になりたいという夢を半笑いで応おう援えんしてくれた友人達たち。素す晴ばらしいイラストを描かいてキャラクターに魂たましいを吹ふき込こんでくださった籠かご目めさん。そして僕ぼくをここまで育ててくれた両親。

　数え切れないぐらいの人に支えられて僕ぼくは無事に作家になりました。ですが、ここはまだまだスタート地点、目の前にはいくつものハードルが待ち構えています。

　今後も電でん撃げき文ぶん庫こさんの中で生き残っていくには、どんなお話を考えていけばいいのか？　小説家は個人事業主だというのに開業届を出してないけど本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　大学を半年休学してバイトでお金を貯ためると言っていたＴ君は未いまだに働く気配がないが一体何をしているのか？　色々と問題は山積みですが、倒たおれるときは一歩でも先へ、前のめりに果てることが出来るよう走っていきたいと思います。




　それでは最後にもう一度、この本を手に取っていただいて、ありがとうございました。またお会いできることを祈いのっています。


犬いぬ川かわ陽よう介すけ
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犬いぬ川かわ陽よう介すけ

犬川陽介と申します。

肉球でのタイピングは大変ですが、今日も頑張って前肢でキーボードを叩いていきます。
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イラスト／籠かご目め

ケロＱ・枕所属の絵描き。友人に連れて行かれたダーツが思いのほか楽しかったためこれからの趣味にしようかなと考えている。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ラスボスでも出で来きる! アパートから始はじめる世せ界かい征せい服ふく








犬いぬ川かわ陽よう介すけ
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